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作者に ついて 


この 「若草 物語」 (原 名リ ツル、 ウイ メン) は、 米国 

の 女流作家 ルイザ • メイ. オル コット 女史の 三十 七才 

の 時の 作です。 父 を 戦線に おくり、 慈愛 ふかい 聡明な 

母に まもられて、 足らずが ちの 貧しい 生活ながら、 光 

リを目 ざして 成長して いく 四 人の 姉妹 を 描いて います 

が、 それ は、 けっして 坦々 たる 道で はなく、 不平、 憎 

悪、 苦悶、 嫉妬な ど、 さまざまの ものが、 彼女た ちの 

健気な 歩み を 妨げる のであります。 そして、 その 多く 


の 試練に たちむかう、 四 人の 姉妹の、 それぞれ ちがつ 

た 性格の 描写 は、 まことに、 明暗 多彩、 克明 精細、 し 

かも、 この ー篇 にみ なぎる 愛と 誠と は、 いかなる 読者 

の 心 を も 魅了し、 感激 させずに はおき ません。 なお、 

この 物語 は、 オルコット 女史が、 いっている ように、 

ほとんど じぶんた ちの 姉妹 を モデルに した もので あり、 

家で 起った 事件 もとり いれて あります。 それが ために、 

この 物語の 四 人の 姉妹 は、 ありふれた 娘で あるに かか 

わらず、 心に せまる 真実性が ぁリ、 いつも 生きて いる 

し、 長く も 生きる のであります。 

それです から、 この 作 は 千 八 百 六十 八 年に 公に され 


て 以来、 全世界に むかえられ、 もう 何十 万 部 発行され 

たか わかりません。 そして、 今 もな おべ スト. セラ— 

中に かぞえられ ています。 

オルコット 女史に ついて、 簡単に 御 紹介し ますと、 

出生 日 は、 千 八 百 三十 二 年 十一月 二十 九日、 出生 場所 

は 米国 ペンシルバニア 州の ジャ ー マン • タウン、 父 は 

教育家でした。 この 父 は 個性 を 尊重す る 理想主義の 教 

育 を 主唱し、 私学 校 を 建設し ましたが、 経営に 失敗し、 

したが つ て、 一 家 は 物質的に は 恵まれませんで したが、 

四 人の 娘た ち は 精神的に ゆたかな 生活 をし ました。 

オルコット 女史 は、 一 一女で、 この 「若草 物語」 のジョ 


ゥに 作者の 面影が 出て いますが、 文筆の 才に 恵まれ、 

教鞭 をと るかた わら、 作家 志願の 精進 をつ づけ、 二十 

三才のと き 〔# 「とき」 は 底本で は 「とさ 匕、 「花 物語」 

と いう 処女作 を 出しました。 

千 八 百 六十 一年、 女史の 三十 歳のと きに、 南北戦争 

が 起り、 女史 は 篤志 看護婦と なって 献身的な はたらき 

をし ました。 その後、 三十 七 歳に 「若草 物語」 つづい 

て、 「グッド • ワイ ブス」 「リ ツル •  メン」 など 大作 を 

世に 送りました。 「若草 物語」 を 公に してからの 女史 は、 

物質的に もめぐ まれ、 父の 負債 を かえし、 母 を 安楽に 

させ、 妹の メイに は 絵の 修行 を させて やり、 自分 も あ 


こがれの ョ ー 口 ツバ 旅行 をして、 イタ リイに 滞在し ま 

した。 

けれど、 母が なくなつ てから、 女史の 肩に また 重荷 

がか かってき ました。 妹の メイ は 結婚 後し ばらく して 

死に、 残された あかん ぼ を 引き とらなければ なり ませ 

ん でした。 女史 はいよ いよ はたらきました。 女史の 知 

人 は 同情して 補助 をしょう としまし たが、 女史 は 補助 

を 受ける のがい やで、 困難の なかに も 忍耐して 努力し 

ました。 そうして、 女史 は 千 八 百 八十 八 年 三月 六日、 

五十 五 歳で、 父の 死後わず か 二日、 最愛の 父の 後 を 追つ 

て、 ボストン 巿で 永遠の 旅路に のぼりました。 女史の 


一 生 は、 愛と 誠 を もってする 努力 精進の 一 生で ありま 

した。 


第 一 巡礼 あそび 

「プレゼント のない クリスマス なんか、 クリスマス 

じ やない わご と、 ジ ヨウ は、 敷物の 上に ねそべ つ て不 

平そう にいい ました。 

「貧乏って ほんと にい やねえ ごと、 メグ はじ ぶんの 着 

古した 服 を 見ながら ため 息をつきました。 

「ある 少女が、 いい もの をた くさん もち、 ある 少女が 

ちっとも、 もたない なんて、 不公平 だと 思う わご と、 

小さい エミ ィは、 鼻 をなら しながらい いました。 


「でもね、 あたした ち は、 おとうさん もお かあさん も 

あるし、 こうして 姉妹が あるんだ もの、 いい じ やない 

の ご と、 べス が、 すみの ほうから 満足そう にいい まし 

た。 

スト ー ブの 火に 照らし だされた 四つの わかわかしい 

顔 は、 この 快活な 言葉で いきいきと かがやき ましたが、 

ジ ヨウが 悲しそう に、 

「だって、 おとうさん は 従軍 僧で 戦争に いってお るす 

だし、 これから も 長い ことお 目に かかれな いと 思う 

わご と、 いったと き、 またもや くらい 影に おおわれ、 

だれもし ばらく 口 をき きませんでした。 けれど、 やが 


て メグが 調子 を かえて、 

「おかあさんが、 今年の クリスマス は、 プレゼントな 

しと おっしゃ つたの は、 みんな 暮 しがつら くなる し、 

兵隊さん たちが 戦争に いってい るのに、 たのしみ のた 

めに お 金を使う の はいけ ない と、 お考えに なった から 

よ。 あたした ち、 たいした こと はで きないけ ど、 す こ 

しの 犠牲 ははら える し、 よろこんで はらうべき だ わ。 

でも、 あたし はらえる かしら？」 

メグ は、 ほしい もの を 犠牲に する のがお しいと いう 

ように 頭 を ふりました。 

「だけど、 あたした ちの 一 ドル を 献金した つて、 たい 


して 兵隊さん の 役に たっと は 思えない わ。 あたし はお 

かあさん や あなたがたから、 プレゼントが もらえない 

の はいいと して、 じぶんで アン ディンと シン トラ ム (本 

の 名) を 買いたい わ。 前から ほし かったんです もの ご 

と、 本の 好きな ジ ヨウが そういうと、 べス はため 息 を 

つきながら、 

「あたし は あたらしい 譜本を 買いたい わご 

エミ ィも、 きっぱりと、 

「あたし、 フエ バァの 上等の 色鉛筆が ほしい わ。 ほん 

とに あたしい るんで す ものごと、 いいました。 ジ ヨウ 


「おかあさん は、 あたした ちのお 金の こと、 なんにも 

おっしゃらなかった わ。 だから、 めいめい ほしい もの 

を 買って たのしみましょう よ。 これ だけのお 金 をもう 

ける のに、 みんなず いぶん 苦労し たんだ もの ご と、 紳 

士が やる ように 長靴の かかと を しらべな がらい いまし 

た。 

「そうよ、 ほとんど 一日中、 あの やっかいな 子供た ち 

の 勉強 を 見て やる のた まらない わご と、 メグが またも 

不平 をい いますと、 つづいて ジ ヨウが、 

「そんな こと あたしの 半分の 苦労 じ やない わ。 あたし 

は、 神経痛で 気 むずかしい おばあさんに 使われて さ。 


どんなにして あげても 気に いらなくて、 いっその こと 

窓から とびだ そうか、 それとも、 おばあさんの 横っ面 

を はりとばして やろうかと 思う くらいよ。」 

「不平、 いっても しょうがな いけど、 皿 を あらったり、 

そこら を片 づけた リ、 そんな 家の なかの 仕事 は、 ほん 

とに いやな 仕事 だ わ。 手が こわばって、 ピアノ ひけな 

いわ ご 

ベ スは 大きな 〔# 「大きな」 は 底本で は 「大 さな 匕 ため 

息をついて、 荒れた じぶんの 手 を 見ました。 すると、 

エミ ィも 大声で いいました。 

「あたしぐ らい 苦労して いるものな いわ。 だって、 あ 


なた たち は、 勉強が できない といって いじめたり、 服 

がおかし いといって 笑ったり、 おとうさんが 金 持で な 

いといったり、 鼻の かっこ うが わるい といつ て あざ 

けつたり する 生意気な 連中と、 いっしょに 学校に いか 

なくても いいんです もの ご 

こうして、 みんなが 不平 を ぶちまけた あげく、  メグ 

がいいました。 

「あたした ちの 小さい とき、 おとうさんの なくされた 

お金が、 今でもあった らいいと 思わない？ そうした 

ら、 どんなに 幸福で しょうご 

すると、 べスが 聞き とがめて いいました。 


「こないだ、 ねえさん は、 キング さんのと この 子 は、 

お金が あっても、 いつも けんかしたり 怒ったり してる 

から、 あたした ちの ほうがず つと 幸福 だってい つた 

じ やない の？」 

「ええ、 いった わ。 あたした ち は、 はたらかなければ 

ならない けど、 ジ ヨウの いうよう に、 たのしい あいぼ 

うです もの ご 

「ジ ョ ゥ ねえさん、 あ いぼう だなん て ぞんざいな 言葉 

だ わごと、 エミ ィは、 敷物の 上に ねそべつ ている ジョ 

ゥの ほう を 見て いいました。 ジ ヨウ は、 すぐに 起きな 

おって、 エプロンの かくしに、 りょう 手 をつつ こんで 


口笛 を 吹き はじめました。 

「ジ ヨウ、 およしなさい。 まるで 男の子み たいご 

「だから、 あたしす るの ご 

「あたし、 下品な、 女らしくない 子 は 大きら いご 

「あたし、 気どり 屋 のおす まし、 大きら いご 

すると、 仲裁者の べス がお どけ 顔で、 

「おなじ 小さな 巣に いる 小鳥、 いつもな かよし あらそ 

わぬ ご と、 うたいだ したので、 二人のと がった 声 も 笑 

い 声と なり ましたが、 メグが ねえさんぶ つ てお 説教 を 

はじめました。 〔# 「ました ご は 底本で は 「しまた ご〕 

「二人とも いけない わ。 それに ジ ヨウ は、 もう 男の子 


みたい なおいた はやめて、 しとやか になさい よ。 せい 

も 高い し 髪 も ゆつ てるのです ものもう わかい 婦人 だ 

わご 

「そんなら 二十 才 まで、 おさげに しとく わ。 あたし、 

男の子の あそびごと や 仕事 や 身なりが 好きな のに、 女 

に 生れて つまらな いわ。 この頃 は、 おとうさん といつ 

しょに、 戦争が したくて うずうずし てるのに、 家に い 

て よぼよぼば あさんみ たいに、 編物 をして る だけなん 

だもの ご 

「かわいそうな ジ ヨウね えさん、 まあ 名前で も 男の子 

らしく して、 あたした ちのに いさんに なって、 がまん 


してお くんだ わね え ご 

べスが なぐさめる ようにい いました。 メグ は、 また 

お 説教 をつ づけました。 

「〔# 「「」 は 底本で は 欠落〕 それから、 エミ ィは、 気む ず 

かし 屋で、 かたくるし いわ。 今 は かわいい けど、 気 を 

つけない と 大人に なったら、 がちょうみ たいに 気どり 

屋 さんになる わ。 上品 ぶらない とき は、 しとやか なの 

も、 いい 言葉 も 好きだけ ど、 あんた のませた 言葉 は、 

ジ ヨウの 下品な 言葉と おなじように、 よくない わご 

「ジ ョ ゥが おてんばで、 ェ ミィが 気どり 屋 さんなら、 

ねえさん、 あたし はな あに？」 と、 べス はじ ぶん もお 


説教され たが つて 口 を はさみました。 

「あなた は、 かわいい 子、 ただ それだけ よご 

メグ は、 やさしく そういい ましたが、 これに は、 だ 

れも 反対し ませんで した。 

ところで、 みなさん は、 この 四 人の 姉妹が どんな 人 

がら か、 知りたい でしよう。 おもてに は 十二月の 雪が 

ふり、 家の なかには、 たのし そうに スト— ブの 火の も 

えてい る夕暮 のうす やみの なかで、 編物 をして いる 四 

人 姉妹 を スケッチして みましょう。 その 前に、 部屋の 

ようす をい えば、 敷物の 色 はさめ 家具 類 は 質素です が、 

壁に は りっぱな 絵が 一 つ 二つ かけられ、 本 ffl に はぎつ 


しりと 本が ならび、 出窓に は 菊 やばら が 咲いて います。 

古い 部屋です が、 平和な 家庭の なごやか さが、 隅々 に 

まで 充 ちわた つてい ました。 

長女の マァ ガレット (メグ) は 十六で、 かわいい 娘 

です。 ふとって、 目が 大きく、 とび 色の 髪 は ふさふさ 

としてお り、 口 もとが かわいく、 じぶんで も いくらか 

得意の 白い 手 をして います。 

十五になる ジ ヨウ は、 せいが 高く、 やせて、 小麦色 

の 肌 をして、 すらりと 長い 手足 を もてあまして いるよ 

うすから、 なんとなく 仔 馬 を 思わせます。 きりつと し 

た 口 もと、 おどけた 鼻、 きつい 灰色の 目 を もつ 顔 は、 


ときには するどく なり、 ときには おどけ、 ときには 思 

い 深げ になります。 その 長い ゆたかな 髪 は、 すぐれて 

美しい けれど、 いつもむ ぞうさに ネットの なかに 束ね 

てレま す 

みんなが ベ ス とよぶ エリ ザべ スは、 ばら 色の 血色の、 

くせの ない 髪の、 あかるい 目 をした 十三の 少女で 内気 

で おだやか ですから、 おとうさんが 「ひっそり 姫」 と 

いう 名 をつ けたの は、 たしかに うってつけでした。 

エミ ィは、 一ばん 下です が、 じぶんで は 一ばん だい 

じな 人物 だと 思って います。 目 は 青く、 ちぢれた 金髪 

を 肩まで たらした、 あどけない 少女で、 青白く、 やせ 


て、 いつも 起居 ふるまいに 気をつける、 わかい 貴婦人 

です。 

時計が 六 時 をう ちました。 べスは スト— ブの まわり 

を 掃いて、 スリッパ をなら ベて あたためました。 やが 

て、 おかあさんのお 帰りです。 四 人の 顔に よろこびが 

か が やき、 メグ は お 説教 を やめ て ランプ をと もし まし 

た。 

すると、 その 古い スリッパが 問題に なりました。 み 

ん なが、 じぶんが 買つ てお かあさん にあげる と い いは 

り、 また、 一 もめ、 もめそう でした が、 べス が、 


「みんなで、 おかあさんに クリスマスの プレゼント を 

あげましょう よ。 じぶんの もの は、 買わないで ご と、 

いったので、 それ はいい 思いつき だとい うこと になり、 

あれこれ 考えた あげく、  メグ は 上等の 手袋、 ジ ヨウ は 

上等の スリッパ、 エミ ィは ヘリの ついた ハンカチ、 ベ 

スは コロン 水の 小瓶に きめました。 

ジ ヨウ は、 せなかに 手 を 組み、 天井 を あおいで 部屋 

を 歩きながら いいました。 

「おかあさんに は、 わたしたちが、 じぶんの もの を 買つ 

ている と 思わせて おいて、 びっくり させて あげ ましよ 

うよ。 メグ、 明日の 午後に 買物に いかない と、 クリス 


マスのお 芝居の ことで、 する ことが たくさん ある わご 

すると、 メグが いいました。 

「あたし 今度き りで、 もうお 芝居なん かしない つもり 

よ。 あんな こと 子供く さい もの。」 

「だって、 ねえさん は 一ばん の 役者です もの、 ねえ さ 

んが ぬけたら おしまいよ。 エミ ィ、 さあ、 いらっしゃ 

い。 おけい こしましょう。 気 を 失う ところ をなさい。 

あんた は 火ば しみたい にかたくな るんだ もの ご 

「しかたがな いわ。 気 を 失う とこなん か 見た ことない 

ん です もの ご 

「こうやる のよ。 手 を 組み合せて、 口 デリ ゴ！ 助け 


て、 助けて！ と 〔# 「 と」 は 底本で は 「と 匕 気 狂い 

みたい にさけ びながら よろ けて 部屋 を 横ぎ るの ご 

ジ ヨウ は、 ほんと に 悲鳴 を あげて やって みせました。 

それになら つて ェ ミィ もやり ましたが、 まるでぎ こち 

なく、 おお！ という 声 だって、 絶望 どころ か、 身体 

に ピンで もさ さった 時の ようでした、 ジ ヨウが がっか 

りして うめく と、 メグ は 笑いだ すし、 ベ スも おかしがつ 

て、 パン を こがして しまいました。 

「おけい こしても むだ だ わ、 そのと きになって、 でき 

る だけになさい、 見物が 笑っても、 あたしの せいに し 

てはい やよ、 さあ、 それで は、 今度 はねえ さんよ ご 


それから は、 すらすらと 進行し ました、 ジ ヨウの ド 

ン • ぺデロ は 長い 科白 を まくしたてて 世 を あざけり、 

魔女の ハ ー ガ ー は、 ひきがえるの いっぱい はいった 釜 

をの ぞいて 呪文 をと なえ、 口 デリ ゴは、 おおしく も 鉄 

のく さリ をた ちきり、 ュ ー ゴ ー は 毒 を あおいで 苦しみ 

ながら 死んで いきました。 

「今までのお けいこの うちで、 一ばん うまかった わ、」 

と、 メグが いうと、 べスも 「ジ ヨウね えさん、 どうし 

てこん な りっぱな ものが 書け るの？ それに、 お 芝居 

もじよう ず だ わ、」 

「それほど でもない けど、 この 『魔女の 呪い』 は、 す 


こし はいい かもしれ ない わ、 それ はそうと、 シェ ー ク 

スピアの 『マクベス』 が やって みたい のよ ごと、 いつ 

て、 

「目の前に ちらつく は 短剣 か？」 と、 有名な 悲劇 役者 

のしぐ さ を まね、 目の玉 を 光らし、 虚空 をつ かんで い 

いました。 すると、 メグが さけびました。 

「あら、 フォ ー ク にさして やいて るの は、 パン じ やな 

くて、 おかあさんの スリッパよ、」 

なるほど、 スリッパが 火に かかって いました。 べス 

は、 おけい こ を 見て 夢中だった のです。 みんな は 大笑 

いしました。 


「ずいぶん、 たのし そうね ご と、 戸口で おかあさんの 

声が しました。 ねずみ 色の 外套 を 着て、 流行お くれの 

ボンネット を かぶった おかあさん も、 娘た ちの 目に は、 

この 世で ならびない、 すばらしい 人と してう つり まし 

た。 

「今日は べつになん にもなかった の？ おかあさん は、 

明日 送り だす 慰問 箱の 仕度で いそがしくて、 御飯まで 

に 帰れなかった の。 べス、 どなた かお 見えに なった？ 

メグ、 かぜ はどう？ ジ ヨウ、 あなた は ひどく 疲れて 

いるの ね、 さあさあ、 みんな 来て、 キッスし てちょう 

だいご 


マ ー チ 夫人 は ぬれた 外套 をぬ ぎ、 あたたかい ス リツ 

パを はき、 ソファに 腰をおろして、 エミ ィ〔# 「エミ ィ」 

は 底本で は 「アミ ィ匕 を 膝に のせ、 多忙な 一 日の 一 ばん 

たのしい ときを、 たのしむ のでした、 メグと ジ ヨウと 

べス は、 さっそく とびまわって、 食事の 支度 をし、 す 

ベて ととのうと、 みんな テ— ブルの まわりに つき まし 

た。 

「晚 御飯が すんだら、 みんなに おみやげ を あげます 

よご 

さっと、 あかるい ほほえみ 〔# 「ほほえみ」 は 底本で は 

「ほえみ 匕 が、 みんなの 顔 を かがやかしました。 ジョ 


ゥは、 ナフ キン を ほうりあげて さけびました。 

「手紙 だ、 手紙 だ、 おとうさん、 ばんざい！」 

「ええ、 いいお 便りです。 おとうさん は、 おたっし や 

で、 案じて いた ほどで もな く、 この 寒い 冬 を 元気で お 

過し なされ そうです つ て ご 

おかあさん は、 そういって、 まるで 宝物で も はいつ 

ている ように、 ポケット をた たいて 見せました。 さあ 

もう ゆるゆる 食事なん かして いられません。 パン を 床 

に 落したり、 お茶に むせたり してたい へんでした。 

「さあ、 それで は、 お 手紙 を 読んで あげ ましょうね ご 

みんな は、 スト— ブの 前に あつまりました。 おか あ 


さん は ソファに かけました。 こういう 非常のと きの 手 

紙 は、 つよい 感動 を あたえる ものです が、 この 手紙 も 

そうで、 危険に 身 を さらした とか、 つらい とかと いう 

こと は、 すこしも 書いて なく、 露営、 進軍、 戦況な ど 

がいきい きとした 筆で 書かれ、 たのしく 希望に みちて 

いました が、 最後のと ころで、 大きな 感動 を あたえ ま 

した。 

「娘た ちに、 わたしの 愛と キス を あたえて 下さい。 昼 

は 娘た ちの こと 思い、 夜 は 娘 たちのた めに 祈り 日夜 娘 

たちの 愛情のう ちに 慰め を 見出して います。 娘た ちと 

あう までの 一 年 は、 長く 思われる が、 待ちわびる その 


あいだに、 たがいに 仕事に つとめ、 日々 をむ だに しな 

いように とお 告げ 下さい。 娘た ち は、 御身に は 愛すべ 

き 子供で あり、 忠実に 義務 をお こない、 〔# 「」 は 底本 

では 「。匕 心中の 敵と 勇ましく 戦い、 みごとに うち 勝つ 

て、 わたしが 凱旋の ときには、 以前に もまして 愛らし 

く、 誇りうる ように 生長して いるよう に、 出発のと き 

に 申し聞かせ たこと を、 すべてよ く 記憶して いると 思 

レます 」 

ここまで くると、 みんな 鼻 をす すリ はじめました。 

涙 をと める こと はでき ません。 

「あたし わがまま だ つ た わ、 おとうさんが 失望な さら 


ないように、 いい 子になります ごと、 エミ ィ がいい ま 

すと、 メグが、 

「みんない い 子に なりましょう！ あたし 見栄ば かり 

気にして、 はたらく ことき らいだった わ、 もう やめる 

わご と、 さけびました。 

「あたし も、 いい 子に なって、 らんぼうな まねよ すわ 

どこかへ、 いきたい なんて 思わずに、 家で じぶんの つ 

とめ をす る わご 

ジ ヨウ は、 家で おとなし くして るの は、 敵 一人 や 二 

人に たちむかうよ りむず かしい と 思いな がらい いまし 

た。 べス は、 だまって いました が、 青い 軍用 靴下で そつ 


と 涙 を ふき、 身近の 義務 を果 すため の 時間の むだに し 

まいとして、 せっせと 編みました。 

おかあさん は、 ジ ヨウの 言葉に つづいた 沈黙 を、 快 

活な 声で やぶりました。 

「あなたた ちが 小さかった とき、 「巡礼 ごっこ」 の 遊び 

をした こと おぼえて います か？ みんなせ なかに、 あ 

たしの 小 布の ふくろ をし よって、 帽子 を かぶり 杖 をつ 

き、 まいた 紙 を もって、 破滅の 巿の 地下室から、 日の 

照って いる 屋根の 上まで いき、 そこで 天国 をつ くるた 

めに、 いろいろな 美しい もの をいた だくく らい、 うれ 

しい ことはなかった でしよう ご 


みんな は、 そのと きの いろんな できごと を 思いだ し 

て 話し ましたが、 エミ ィ までが、 もうこん なに 大きく 

なって は、 あんな あそびで きないと いうの を とがめて 

おかあさん はいいました。 

「いいえ、 年 をと りすぎ てはいません。 あたした ち は 

まあお 芝居 をして いるよう な ものです。 荷物 はこ こに 

道 は 目の前にあります。 よい ことと、 しあわせ を 求め 

る 心が、 たくさんの 苦労 や、 あやまち のなか を 通りぬ 

けて、 ほんとの 天国、 いいかえれば 平和に 導いて くれ 

るので す。 さあ、 小さい 巡礼さん たち、 今度 はお 芝居 

あそびで はなく、 本気で やって、 おとうさんが お帰り 


になる までに、 どの あたりまで 巡礼が できる か、 やつ 

てみ て はどう？」 

「おかあさん、 それで、 荷物って どこに あります の！」 

と、 エミ ィが 尋ねました。 

「べス の ほか は、 みんなが じぶんの 荷物が、 なに か、 

いい ましたよ。 べス は、 きっとな にもない のでし よ 

うご 

「いいえ、 あります が、 あたしの はお 皿と はたきと、 

い い ピアノ を も つ ている 娘 を うらやむ しがる ことです 

わご 

「それで は、 みんなで しましょう。 巡礼 ごっこと いう 


の は、 よい 人に なろうと 努める ことね ご 

メグ は、 考え こむ ように、 そういい ました。 

「あたした ち は、 今夜 は、 絶望の 沼に いたのね、 する 

と、 おかあさんが 来て、 あの 本のな かで、 救助が やつ 

たように、 ひきあげて 下す つたんで す。 だけど、 捉の 

巻物 を、 どうしましょう？」 

ジ ヨウが、 そういうと、 おかあさんが 答えました。 

「クリスマスの 朝、 枕の 下 を ごらんなさい。 見つかる 

でしよう よご 

ばあやの ハン ナが、 テ— ブ ルを片 づけて いる あいだ 

に、 四 人の 少女た ち は、 あたらしい 計画に ついて 話し 


合い、 それから マ ー チ おばさんの 敷布 をつ くるた めに 

四つの 小さな 仕事 かごが もちだされ、 せっせと 針 を は 

こぶ 〔# 「はこぶ」 は 底本で は 「ぱ こぶ 匕 のでした が、 ムマ 

夜 はこのお もしろ くない 仕事に、 だれも 不平 をい いま 

せんでした。 

九 時に 仕事 を やめて、 いつもの とおり、 おわる 前に 

歌 を 合唱し ました。 べス はおん ぼろ ピアノで、 こころ 

よい 伴奏 をし ました。 メグ は 笛の ような 声で、 おか あ 

さんと 二人で、 この 合唱隊 をリ ー ド しました。 姉妹た 

ち は、 この 歌 を、 

「きらり きらり、 ちっちゃな、 星 さま」 と、 まわらぬ 


舌で うた つたころ から、 今 だに つづけて 〔# 「つづけて」 

は 底本で は 「つづけで 匕 います。 おかあさん は 生れつき 

うたが じょうず なので、 これが 行事の 一 つと なった わ 

けでした。 朝、 まず 聞え るの は、 家の なか を、 ひばり 

のようにう たうお かあさんの 声で、 晚に 聞え る 最後の 

声 も、 おなじた のしい その 声でした。 姉妹た ちはいく 

つに なっても、 そのな つかしい 子守唄 を、 聞き あきる 

と いう ことはありませんでした。 


第二 たのしい クリスマス 


クリスマスの 朝、 まだ ほのぐらい 明 方に、 ジ ヨウが 

一ばん さきに 目 を さました。 ジ ヨウ は、 おかあさんと 

の 約束 を 思いだ して、 枕の 下へ 手 を さしこみ、 小さい 

赤い 表紙の 本 を ひきだしました。 それ はこの 世で もつ 

ともす ぐれた 生活 をした 人の 美しい 物語で、 よい 道 案 

内 だと 思いました。 ジ ヨウ は、 「クリスマス、 おめでと 

うご といって、 メグ を 起し、 枕の 下 を 見て ごらんな さ 

いといい ました。 ありました。 やはり、 あかい 絵の あ 

る 緑の 表紙の 本で、 おかあさんの 手で みじかい 言葉が 


書かれて いました。 まもなく、 べスと エミ ィが目 を さ 

まし、 枕の 下に 本 を 見つけました。 一 冊 は 鳩羽色、 一 

冊 は 空色の 表紙でした。 みんな は 起きな おり、 本 をな 

がめ て 話し合いました 〔# 「ました」 は 底本で は 「ましに 匕 

が、 そのうちに 東の 空が ばら 色に 染 つてき ました。 

メグが いいました。 

「まい 朝、 目が さめたら すこしずつ 読んで、 その 日 一 

日、 あたし を 助けても らいましょう ご 

メグが 読み はじめる と、 ジ ヨウ は 片手 を メグの 身体 

にかけ、 ほお をす りよせ ました。 ほかの 二人 もしず か 

に 頁 をく りました。 三十 分ば かりして、 メグ はジ ヨウ 


といつ しょに、 おかあさんに プレゼントの お礼 をい い 

に 階下へ かけおりて いきました。 

「〔# 「「」 は 底本で は 欠落〕 おくさま は、 どこかの 貧乏な 

人が おもらいに きたので、 なに かいる もの を 見に、 す 

ぐお 出かけに なりました。 おくさまみ たいに、 食物 や 

着物 や 薪までお やりになる 方はありません よごと、 ハ 

ンナが 答えました。 ハンナ は、 メグが 生れてから、 こ 

の 家族と いっしょに 暮 してきて、 女中と いうより は、 

友 だち として あつかわれて いるので す。 〔# 「。」 は 底本 

では 「ご匕 

「すぐにお 帰りに なると 思う わ。 だから、 お菓子 を や 


いて、 すっかり 用意して おいてね ご と、 メグ はか ごに 

いれて ソファの 下に かくして おいた プレゼント を、 い 

ざと いうと きに、 とり 出せる ようにし てから、 

「あら、 エミ ィの コロン 水の 瓶 は？」 

「エミ ィが、 リボン を かける とかと い つて、 もっていつ 

た わご と。 ジ ヨウが いいました。 

「ねえ、 あたしの ハンケ チ いいでしょう。 ハンナが 

洗って アイロン を かけて くれたの よ。 マ— クは あたし 

が つけたの ご とべ スは、 ぬいとりの 文字 を ほこらしげ 

になが めました。 

「まあ、 この 子 は、 ェム • マ —チ でな く、 マザァ なん 


てぬいと りして、 おかしい ね ご と、 ジ ヨウが いうと、 

ベ スは こまった ような 顔 をして、 

「いけない の？、 ェム. マ ー チ だと、 姉さん もお なじ 

だから ご 

「いいのよ、 それなら まちがいつ こない から。 〔# 「か 

らご は 底本で は 「か。 ら匕 きっとお かあさんの 気に い 

る わご と、 メグ は、 ジ ヨウに は 顔をしかめ 〔# 「しか 

め」 は 底本で は 「しか あ」 r ベ スには 笑顔 を 見せて いい 

ました。 そのと き、 扉の 音が したので、 ジ ヨウ は、 「〔# 

「「」 は 底本で は 欠落〕 そらお かあさん だ、 かご を 早く か 

くしなさい よご 


エミ ィが、 いそいで 入って きました。 

「どこへ いってい たの？ うしろに、 かくして いるの 

な あに？」 

メグ は、 怠け者の エミ ィが、 朝早く 外出して きたの 

を 見て び つ くりして 尋ねました。 

「笑つ ちゃい や。 あたし 小瓶 を 大瓶に かえて きたの。 

これでお 金 はない わ。 もうよ くばり はやめにす るの 

よご 

エミ ィの かわいい 努力に 感じて、 メグ はさつ そく 彼 

女 を 抱きしめ、 ジ ヨウ は 窓へ いき、 じぶんの 一 ばんい 

いばらの 花 をと つてき て、 その 瓶 を かざりました。 


また 扉の 音が しました。 かご は ソファの 下に かくさ 

れ、 姉妹た ちはテ ー ブルに つきました。 おかあさんが 

くると、 姉妹た ち は 口 を そろえて いいました。 

「クリスマス おめでとう 本 を ありがとう ございま 

した。 もう 読み はじめました。 まい 日 読もうと 思い ま 

すご 

「みなさん、 クリスマス、 おめでとう！ さっそく 読 

み はじめて うれしく 思います よ。 つづけて 読む ように 

なさい ね、 ところで、 食事の 前に 一言い いたい ことが 

あります。 すぐ 近くに、 あかちゃん を 生んだ 貧乏な 女 

の 人が います。 火の気がない ので、 六 人の子 供た ちが、 


こごえな いように、 一 つの ベッドに だき 合って ねて い 

ます。 それに、 なにも 食物がない ので、 一ばん 上の子 

が 寒くて ひも じくて、 とても 苦しんで いると いいに き 

ました。 みなさん、 あなた 方の 朝御飯 を、 クリスマス 

の プレゼントに あげません か？」 

みんな は 一時間 近く も 待って いたので、 ひどく お腹 

がすいて いたので、 ちょっとの あいだ、 だまって いま 

した。 が、 ジ ヨウが 勇ましく さけびました。 

「食べない うちに、 おかあさんが 帰って いらして、 ほ 

ん とに よかった ご 〔# 「」」 は 底本で は 欠落〕 べスは 御飯 

を 運ぶ お手伝い をしたい といい、 エミ ィは、 クリ ー ム 


と 軽 焼 を 持って いって あげる といい ました。 その 二つ 

とも エミ ィの 一ばん 好きな ものでした。 メグ は、 早く 

も そば をつつ み、 パン を 大きな 皿に もりました。 おか 

あさん は、 満足そう に ほほえみながら いいました。 

「きっと、 みなさん は 賛成す ると 思って いました。 さ 

あ、 来て 手伝って 下さい。 帰ったら パンと ミルクで 朝 

御飯 をす ませて、 夕飯に そのうめ 合せ をし ましょう。」 

すぐ 仕度 をして、 みんなで 出かけました。 いってみ 

てお どろき ました。 なんと、 あわれな 部屋でしょう。 

窓 はや ぶれ 火の気 はなく、 蒲団 は ぼろぼろでした。 お 

かあさん は 病気で、 あかんぼう は 泣き、 青い 顔の ひも 


じい 子供た ち は、 一枚の 蒲団に くるまって かたまって 

いました。 みんなが はいって いくと、 子供た ち は 目 を 

大きく 見 はり、 青ざめた 唇に ほほえみ をう かべました。 

「ああ、 神 さま！ 天使た ちがいら した！」 と、 その 

あわれな 女 は、 うれし 泣きに 泣きながら さけびました。 

ジ ョ ゥは、 

「頭 を かけ 手袋 を はめたお かしな 天使で しょうご と 

いって、 家中の 者 を 笑わせました。 

たちまち、 この 家に やさしい 精霊が はたらき だした 

ように 思われました。 薪 を 運んで きた。 ハンナ は 火 を 

おこし、 古い 帽子 や、 じぶんの 肩 かけで 窓の やぶれ を 


ふさぎました。 おかあさん は、 母親に お茶 やか ゆ を あ 

たえ、 あかんぼう を じぶんの 子供み たいに 着物 を 着せ、 

これから もお 世話 をし ますと 約束して なぐさめました。 

姉妹た ち は、 その あいだに テ— ブルの 支度 をし、 子供 

たち を炉 のま わりにす わらせ、 お腹の すいている 小鳥 

たち を 養うよう に 食べ させました。 

「ああ、 おいしい、 子供の 天使！」 と、 子供た ち は 食 

ベながら いつ て、 紫色に こごえた 手 を あたたかい 火で 

あたためました。 

帰って から、 姉妹た ち は、 パンと ミルクし か 食べ ま 

せんで したが、 それ はたの しい 朝御飯でした。 おそら 


くこの 巿で、 この 少女た ちょり、 〔#「」 は 底本で は 「。匕 

幸福であった 人はなかった でしよう。 

おかあさんが、 すこしお くれて 帰って来た とき、 プ 

レゼ ント はもう 用意され、 ベ スの 陽気な 行進曲と とも 

に、 メグが おかあさん を、 ていねいに 設けの 席に つけ 

ました。 おかあさん は、 ほほえみ をた たえて、 プ レゼ 

ント について いる 札 を 読み、 スリッパ をす ぐに はき、 

ハンケ チに コロン 水 を かけて、 かくしに しまい、 ばら 

の 花 を 胸に さし、 きれいな 手袋 を はめました。 それ か 

ら、 たのしい 談笑と くちづけが つづき、 よい 思い出と 

して みんなの 心に 残る ことば かりでした。 


やがて、 めいめい 仕事 を はじめました。 仕事 は晚の 

お 芝居の 支度で、 金 を かけずに あり 合せの もので、 気 

のきいた 小道具 や 衣装 をつ くるので した。 

その 晚、 招かれた 十 人 あまりの 少女た ちが、 上等 席 

の ベッドの 上に ならびました。 まもなく ベルが なり 幕 

が あがりました。 「魔の 森」 です。 鉢植ゃ 簞笥を 利用 

して 森と 洞穴 を あらわしました。 魔女が、 洞穴の 炉に 

かかって い る 鍋 を のぞきこんで いると、 悪漢 ュ ー ゴ — 

が 腰の 剣 をが ちゃっか せて 登場し ました。 ュ— ゴ ー は、 

口 デリ ゴ への 憎しみと、 ザラ への 愛 をうたい、 〔# 「」 

は 底本で は 「。匕 口 デリ ゴを 殺して ザラを 手に いれたい 


決心 をのべ、 洞穴へ しのびより、 「おい、 女、 御用 だぞご 

と、 いって ハ ー ガ ー に 出て くるよう に 命じました。 

メグ は、 白い 馬の 毛 を 顔に たらし、 赤と 黒の 衣 を ま 

とい、 杖 を もって あらわれます。 ュ ー ゴ— が 愛の 魔 薬 

と 死の 魔 薬 を 求める と、 ハ— ガ ー は、 あたえる こと を 

約束し、 愛の 魔 薬 を もってくる ように 歌で 妖精 をよ び 

ました。 

すると、 やわらかな 音楽に つれて、 洞穴の かげから、 

きらきらした 翼 をつ け、 金髪に ばらの 花冠の かわいい 

妖精が あらわれ、 愛の 魔 薬 を いれた 金色の 瓶 をお とし 

て、 すがたをけします。 そこで、 ハ ー ガ— がもう  一 S 


うたう と、 ものすごい ひびきと ともに、 真黒な 小 鬼が 

あらわれ、 しゃがれ 声で 返事 をした かと 思う と、 黒色 

の 瓶 をュ— ゴ— に 投げつ けて すがたをけしました。 す 

ると、 ハ ー ガ ー は、 ュ— ゴ— に、 むかし じぶんの 友人 

を 二三 人殺した ことがあ るから、 じぶん は 彼の 計画の 

じゃま をす るつ もり だとい います。 かくて、 幕 はさが 

りました。 

第一 一幕の 舞台 は りっぱでした。 城の 塔が 高く そびえ、 

窓に ランプが ともって いました。 青と 白の 衣 をつ けて 

ザラが あらわれ、 口 デリ ゴが 来る の を 待つ ている と、 

まもなく、 羽 かざりの ある 帽子 を かぶり、 赤い 外套 を 


着て、 ギタ ー を もった 口 デリ ゴが 来て、 塔の 下で やさ 

しく 小夜曲 をうたい ました。 ザラ は、 城 をぬ けだす こ 

と を 歌で 答えます。 そこで、 口 デリ ゴは緦 梯子 を かけ、 

ザラは それ をった つてお りる のでした。 

ところが、 とんだ ことが 起リ ました。 それ はザラ が、 

衣の 裾の 長い こと を 忘れ、 口 デリ ゴ の 肩に 手 を かけて 

おりよう としたと き、 裾が からま リ塔 はす ごい 音と と 

もに 倒れ、 二人 は その 下敷に なった のです。 芝居 はめ 

ちゃめち やにな りそうで したが、 気 をき かした ドン - 

ぺデ 口が とびこん できて 「笑つ ちゃ だめ、 知らん顔 を 

してやる のよ ご といいながら、 じぶんの 娘の ザラ をす 


ば やく ひきだし、 口 デリ ゴに むかって 立てと 命じ、 怒 

リと 嘲リを 浴せ ながら 王国から 追放す るぞと 宣告し ま 

した。 口 デリ ゴ はなに をと、 その 老人 をのの しり、 立 

ち 退く こと を 拒みました。 その 勇ましい 態度に、 ザラ 

もちから を 得て、 父で ある 領主に たてつい たので、 彼 

は 二人 を 城の 牢屋に ほうりこ むこと を 命じます と、 家 

来が だま つ て ひきたてて いきました。 

第三 幕 は、 城の 広間で、 魔女 ハ— ガ— が、 牢屋の 二 

人 を 救い出し、 ュ— ゴ— を 殺そうと 思って あらわれ ま 

す。 魔女 はュ ー ゴ— の 足音 を 聞いて かくれます。 ュ ー 

ゴ ー は 二つの コップに 魔 薬 をつ ぎ、 小 女に、 「これ を牢 


屋 にいる 囚人に あたえ、 わしが すぐに 行く と 告げよ ご 

と、 いいつけます。 家来 は そばへ いって、 なに かを告 

げる 間に、 ハ— ガ— は 二人の コップ を 害の ない ものに 

かえます。 小 女 は それ を 運んで いき、 ュ— ゴ— はう 

たった 後に 魔 薬の はいった ほう を 飲み、 もだえ 死に ま 

す。 そこで、 ハ— ガ— は、 じぶんの した こと を 告げ ま 

すが、 その 歌 は、 一ばん すばらしいで きばえでした。 

第 四 幕、 口 デリ ゴが、 ザラに うらぎられ たと 知って、 

絶望して 胸に 短刀 をつ きさそう とします。 そのと き 部 

屋の 下で 歌が うたわれ ザ ラの心 はか わらない が、 今 あ 

ぶない 目にあつ ている から、 口 デリ ゴ にもし 真心が あ 


るなら、 ザラを 救いだ せる と 告げます。 口 デリ ゴ はよ 

ろ こび、 投げ あたえられた かぎで 扉 を 開け、 くさ リを 

たち 切って 愛人 を 救いに 走ります。 

第五 幕 は、 ザ ラと父 ドン • べデ 口の はげしい 争い か 

ら はじまります。 父 は ザラを 尼寺へ やろうと します が 

ザラは 聞き入れず、 〔# 「」 は 底本で は 「。匕 悲痛な 訴え 

をつ づけ、 気絶し そうにな つたと き、 口 デリ ゴ がきて 

結婚 を 求め、 つれていこう とします。 父 は 口 デリ ゴが 

金 持で ない の を 理由に こばみます。 そこへ、 家来が 

ハ ー ガ からの 手紙と 袋 を もってき ますが、 手紙に は 

ハ ー ガ— は、 わかい 二人に 遺言に よって 莫大な 財産 を 


あたえ、 もし ザラの 父が わかい 二人 を 幸福 を 妨げるな 

らば、 その 身に おそろしい 呪いが かかる と 書いて あり 

ました。 そして、 袋 を 開ける と、 ブリキの 金貨が きら 

めきました。 これで、 頑迷な 領主の 心 もとけ、 わかき 

二人の 結婚 を 許した ので、 一同 はたの しい 合唱 をして、 

感謝の いのりの うちに、 愛する 二人 は、 ザラの 父の 前 

に ひざまずき、 祝福 をう ける と， ^ ろで 幕が おりました。 

嵐の ような 喝采が おこりました が、 上等 席の ベッド 

が、 きゅうに たたまれ、 大 さわぎに なりました。 幸に 

けが もな く 救いだ され ましたが、 その さわぎの おさま 

らな いうちに、 女中の ハンナが あらわれ、 


「おくさまが、 みなさんに、 夕飯に 階下へ 来る ように 

とおつ しゃって です ご と、 いいました。 

これ は、 ふいうちで、 食卓 を 見た とき、 息が とまる 

ほどお どろき ました。 だって、 アイス クリ ー ムが、 赤 

と 白と 二 皿、 お菓子、 果実、 フランス ボン ボン、 そし 

て、 食卓の 上に は、 温室 咲きの 大きな 花束が ありまし 

た。 

「妖精が 下す つたの？」 と、 エミ ィ。 すると、 べス は、 

「サン タ • クロ  — スょ、 きっと ご 

メグ は、 白い ひげ を はやし、 白い 眉毛 をつ けた まま、 

「おかあさま だ わご と、 いいました。 ジ ヨウ は、 


「マ ー チ おば さまが、 すてきな 思いつきで、 とどけて 

下さった のよ ご と、 いいました。 

おかあさん は、 にっこり 笑いながら、 

「みんなち がいます。 口 ー レンス さまが、 下す つたの 

です ご 

「口— レンスの、 ぼっちゃんの おじい さまです つて？ 

どうしてでしょう？ わたしたち を、 ごぞんじな いの 

にご と、 メグが、 おどろいて いいました。 

「ハンナが、 口— レンス さんの 家の 女中さん に、 今朝 

のこと を 話した のです。 口 ー レンスさん は、 それ を感 

心な さって、 ていねいな 手紙で、 今日のお 祝いに プレ 


ゼント をしたい といって、 およこし になった のです ご 

「ぼっちゃんが、 思いつい たんだ わ。 いい ぼっちゃん 

だ わ。 お 友 だち になり たいけ どごと、 ジ ヨウが いい ま 

すと、 それ をき つかけ に、 口 ー レンス 家のう わさに 花 

がさき ました。 

口— レンスさん は、 お金 持 だが、 ちょっと かわって 

いて、 あまりつ きあい もしません が、 ぼっちゃん は、 

いい 子で 遊びに きたいら しいけ ど、 はにかみ屋 だもの 

で、 遊びに 来れない らしい というよ うな ことが 話され 

ました。 すると、 おかあさん は、 

「ぼっちゃん は、 りっぱな 紳士の ようです。 いい 折が 


あったらお 友 だち になる といい と 思います。 この 花 は、 

じぶんで 持って いら つ しゃ いました。 一 一階の さわぎ を 

耳に して、 さびし そうに 帰られた のです ご 

「では、 いっか、 ぼっちゃんが 見ても いいお 芝居 をし 

ましょう ご と、 ジ ヨウが いいました。 

「あたし 花束なん か、 もらった ことない わ。 きれいね 

え ご と、 メグ は 花束に 見入って いました。 そのと き、 

おかあさんが、 

「花束 は かわいい けれど、 べス さんの ばら はなお かわ 

いい ご と、 いって、 胸に さした べス のし ぼみ かけた ば 

らを かぎながら いいます と、 べス はお かあさんに 身 を 


すりよせ て、 

「あたし 花束 をお とうさんの ところへ お送りし たかつ 

たの、 おとうさん は、 あたした ちみたい に、 たのしい 

クリスマス をして はいらつ しゃらないで しょうご と、 

小さい 声で い いました。 

第三 口 ー レンスの ぼっちゃん 

「ジ ヨウ、 どこ！」 と、 メグが 屋根 部屋の 梯子の 下 か 


ら よびました。 

「ここよ。」 

かけあがって いくと、 ジ ヨウ は 日な た ぼつ こ をして 

林檎 を かじりながら 本 を 読んで いました。 

「とても、 いい ニュ— ス。 明日の 晚、 来て ほしいと い 

う、 ガ ー ディナ ァ のおく さんの 正式 招待状よ ご と、 メ 

グは その 手紙 を 嬉しそうに 読みました。 

「大晦日の 晚に、 小 宅で 舞踏会 を 催します。 ミス • マ— 

チ、 ミス ニン ヨセフ イン、 お 二人とも 御 光栄 下された 

く 存じます。 ガ— ディナ ァ 夫人 —— おかあさん はいつ 

て もい いって。 だけど、 あたしな に を 着て いこう かし 


ら？， - 

「そんな こと、 きいた つて だめよ。 ポプリンの 服し か 

な いんだから、 あれ を 着て いくほ かないの 知って るく 

せに ご と、 ジ ヨウ は、 林檎 を 口 いっぱい ほおばつ てい 

いました。 

さあ、 それから、 メグ は、 絹の 服が あれば いいと か、 

手袋の いいのがない とか、 くよくよと、 こだわつ てば 

かりい ましたが、 ジ ヨウ は 服に 焼け こがしが あるけ ど、 

平気が 着て いくし、 手袋な しです ますつ もりでした。 

ジ ヨウに とって は、 そんな ことたい して 心 わずらす こ 

とではありませんでした。 


「あたしの こと は 心配し ないで いい わ。 できるだけ、 

おすましして、 しくじらな いように 気をつける わ。 そ 

れ では 返事 を 出しなさい よご 

そこで、 メグ は、 服の 用意に とりかかる ために 出て 

いき、 ジ ヨウ は、 なおしば らく 林檎 を 〔# 「林檎 を」 は 

底本で は 「林檎 を を 匕 かじって 本 を 読んで いきました。 

大晦日の 晚は、 客間 はからつ ぼでした。 二人の 妹 は、 

着 付 役に まわり、 二人の 姉 は、 夜会のお 仕度と いう、 

きわめて 重要な お 仕事に 夢中でした。 化粧 はかん たん 

でも、 二階へ かけあがったり、 かけおりたり、 笑った 

りし やべ つたり 大 さわぎで、 メグが 額の 上に すこし 捲 


髪が ほしかった ので、 ジ ヨウが こてで 焼いたら、 つよ 

い 髪の 焼ける においが 家中に ただよいました。 その 失 

敗に、 メグ は 泣き だすし ジ ョ ゥは 心苦しそう でした。 

このほか、 小さい 失敗 は、 かず 知れず、 それでも やつ 

と 二人の 仕度 はでき あがりました。 メグ は、 銀 褐色の 

服、 空色 ピロ ウドの、 リボンに、 レ— スの ふち 飾り、 

そして、 真珠の ピン を さしました。 ジ ヨウ は、 海老茶 

色の 服に、 かたい、 男の する ような カラ ァ、 それに 白 

菊 を 飾りに した だけで したが、 ともかく、 一 一人と もす つ 

きりとして いました。 二人とも、 きれいな 手袋 を 片方 

ずつ はめ、 よごれた 方 を もちました。 苦心のお 仕度で 


ありました。 

姉妹が、 すまして 歩道へ 出る と、 おかあさん は、 

「いって らっしゃい、 お 夜食 はたく さん 食べち やい け 

ません よ。 ハンナ を 十一 時に、 お迎えに あげる から、 

帰って いらっしゃ いご と、 いって、 窓 をし めました が、 

すぐに、 また、 

「もしもし、 二人とも きれいな ハンカチ もっています 

か？」 と、 念 をお しました。 

「ええ、 まつ 白よ、 ねえさん はコ ロン 水 も かけました ご 

と、 ジ ヨウ は 答えました。 

二人 は、 力 ー デナ ァ 夫人の 家に いくと、 その 化粧室 


で、 かなり 長い あいだ 鏡 をの ぞいてから、 すこしび く 

びくしながら、 階下に おりて いきました。 二人 は、 めつ 

たに 舞踏会な どに 招待され たこと がない ので、 今晩の 

会 は 略式で も、 二人に とって は 大きな 事件でした。 

りっぱな 老夫 人力— ディナ ァ 夫人 は、 にこやかに 二 

人 を 迎えて くれ、 六 人の 娘の なかの 長女に 二人 を 渡し 

ました。 メグ はサ— リ ー さん を 知ってい たので、 すぐ 

に 親しく 話し 出し ましたが、 女の子ら しいお しゃべり 

に 興味 を もたない ジ ヨウ は、 服に 焼け こがしが あるの 

で、 用心ぶ かく 壁 をせ にして 立って いました。 部屋の 

むこうで、 快活な 五六 人の 男の子が、 スケ ー トの話 を 


していた ので、 ジ ヨウ は そこへ いっても いい かと、 メ 

グに 合図 をし ましたが、 メグの 眉が おどろく ほど あ 

がった ので、 動く ことができませんでした。 しかたな 

しに、 ジ ヨウ は、 ただ 一人 とりのこされ、 ダンスが は 

じ まるまで、 人々 を ながめて いるば かりでした。 

ダンスが はじまる と、 メグ はすぐ に 相手が できて、 

にこに こして 踊り ましたが、 きゅうくつな 靴の 痛 さ を 

がまんし ている こと は、 だれに も 気がつかれませんで 

した。 ジ ヨウ は、 髪の毛の 赤い 青年が やってく るの を 

見て、 ダンス を 申込 まれて は大 へんだ と 思い、 いそい 

で 力— テンの かげに 入る と、 そこに は、 はにかみ屋 さ 


んの 「口— レンスの ぼっちゃん」 がいました。 ジ ヨウ 

は、 さっそく、 クリスマスの プレゼントの お礼 をい い 

ますと 

「あれ は、 おじいさんの プレゼントで すご 

「でも、 おじいさん におつ しゃった の は、 あなたで しょ 

う？」 

ぼっちゃん は 笑って いました。 それから、 いろいろ 

話して いるう ちに、 ジ ヨウ は、 この ぼっちゃんが、 口  — 

リイと いう 名で、 長い あいだ、 外国に いた こと を知リ 

ました。 

「まあ、 外国へ、 あたし は 旅行の 話 を 聞く の は大好 


き！」 

口— リイ は、 どう 話したら いいかわから ないようで 

したが、 ジ ヨウが 熱心に いろいろ 質問した ので ェヴェ 

の 学校の こと や、 この 前の 冬、 パリィに いた 話 をし ま 

した。 ジ ヨウ は、 めずらしい 外国の 話に たまらなく 

なって、 

「ああ、 いってみたい！」 と、 いいました。 

それから、 話 は フランス語の ことにな り、 ジ ヨウが、 

じぶん は 読めても しゃべれ ないだ けれど、 ちょっと 話 

してみ て ほしいと いいます と、 口— リイ は、 フランス 

語で いいました。 


「あの かわいい スリッパ はいた 人 はだれ です か？」 

ジ ヨウ は、 わかった ので、 すぐに 答えました。 

「あれ は 姉の マ— ガレットです。 あなた は、 わたしの 

ねえさん を かわいい と 思います か？」 

「ええ、 おねえさん は、 なんとなく ドイツの 少女 を 思 

わせます。 いきいきして、 それで しとやかで、 りっぱ 

な 淑女み たいに 踊ります ね ご 

ジ ヨウ は、 姉 を ほめられて うれしく、 ぜひ メグに 話 

してやろうと 思いました。 口 ー リイ は、 もうす つかり 

はにかみ もせず、 心 を 開いて 話し、 ジ ヨウ も、 今 は 服 

のこと など 忘れて、 快活ない つもの ジ ヨウに なり、 口  — 


リイが 好きに なりました。 それで、 口 ー リイの こと を、 

姉妹に 話して やる ために、 顔 かたち や 身体つ きな ど を 

よく 憶えて おこうと 思 つ て いくど も 見なお しました。 

けれど、 年 はいくつ でしよう？ ジ ヨウ は、 おいく つ 

といい そうにし ましたが、 やっと こらえて、 遠 まわし 

に 尋ねる ことにしました。 

「もう じき 大学 へ いら つ しゃ るんで しょう？」 

「まだ 二三 年 はだめ です。 十七に ならなくて はいけ ま 

せんご 

「では、 まだ 十五です か？」 

「来月、 十六です ご 


「あたし は 大学へ いきたい けれど、 あなた はいきた そ 

うではありません のね ご 

「ぼく はい やです。 ぼく は イタ リイに 住んで じぶんの 

好きな ように 暮 したい ご 

ジ ヨウ は、 口— リイの いう、 その 好きな ように 暮し 

たいとい うこと を、 くわしく 聞きたい と 思い ましたが 

眉 を ひそめて ふきげんに 見えた ので、 気 を かえさせよ 

うと 思って、 足拍子 をと りながら、 

「ああ、 いい ポルカね。 あなた なぜい つて ダンスな さ 

らな いの？」 と、 尋ねました。 

「あなた もい けば。」 


「あたし はだめ。 あたし 姉さんに 踊らない といった の、 

なぜって、 いうと …… 」 

ジ ヨウが、 いおうか、 笑って すまそうかと している 

と、 口 ー リイ は、 しきりに わけ を 尋ねます。 だれに も 

いわな いならばと 念 を おして、 

「服に やけ こがしが あるんで す。 あたし わるい くせが 

あって、 よくやけ こがしす るの ご 

口— リイ は 笑いませんでした。 

「そんな こと 平気です よ。 それじゃ、 あっちの 細長い 

広間で 踊りましょう。 だれに も 見られな いから ご 

ジ ヨウ は 感謝して、 よろこんでつ いていき、 だれも 


いない、 その 広間で、 ポルカ を 踊りました。 口— リイ 

は、 ダンスが じょうずで、 ドイツ 流 を 教えて くれたが、 

まわったり はねたり する ことが 多い ので おもしろく 踊 

れ ました。 音楽が やむ と、 二人 は 階段に やすんで 話し 

ましたが、 つぎの 部屋で メグが 手 まねきし たので、 ジ ョ 

ゥ がしぶ しぶい つてみ ると、 メグ は 足 を かかえ、 青い 

顔 をして ソファに すわ つ ていました。 

「高い かかとが ひっくりかえって、 くるぶし を ひどく 

いためた の。 痛くて 立てそう もない わ。 どうやって 家 

へ 帰ろう かしら？」 

ジ ョ ゥは 姉の くるぶし を そ つ となで て やりながら、 


「あんまり かかとが 高い から、 けがす ると 思った わ。 

お 気の どくね。 だけど、 どうしたらいいでしょう。 馬 

車 を 頼む か、 ここに 夜通しい るか ご と、 こまった 顔 を 

しました。 

「馬車 を 頼めば 高い し、 頼みに いっても らう 人 もい な 

いし、 ここへ はとめて もらえな いし、 あたし ハンナが 

来たら、 なんとか 考える わ。 あら、 みんな 夜食に いく 

わ。 あなた もい つて、 あたしに コ— ヒ— もらって 来て 

よ。 あたし 疲れて 動け ない わご 

ジ ヨウ は、 いそいでい きました が、 あちこち 部屋 を 

まちがえて、 やっと 食堂に はいり、 コ— ヒ— 茶わんに 


手 を かけた とたん、 こぼして 服の 前 をよ ごして しまい 

ました。 それ を、 あわてて 手袋で こすった ので、 手袋 

もよ ごして しまいました。 

「お手伝いし ましょう ご 

親しみの ある 声が しました。 それ は 片手に コー ヒ— 

茶わん、 片手に アイス クリ— ムの皿 を もった 口 ー リイ 

でした。 

「あたしね えさん のと ころへ、 コ— ヒ— を もってい こ 

うとし ましたら、 また、 やりそこない ましたの ご 

「ちょうど いい。 わたし 〔# 「わたし」 は 底本で は 「た わ 

し 匕 が もっていって あげましょう ご 


ジ ヨウが さきにい きました。 口— リイ は、 なれた も 

の ごしで、 コー ヒ ー と アイス クリ— ムを、 メグに すす 

め、 ジ ヨウの ために、 もう 一度と りに いって くれ まし 

た。 三人が、 しばらく 話して いるう ちに ハンナが 来 ま 

した。 メグ は びっこ を ひき ひき 帰り支度 をし に 二階へ 

いきました。 その あいだに、 ジ ヨウ は 玄関へ いって、 

下男ら しい 人に、 馬車 を やとう こと を 頼み ましたが、 

その 人 は その 日 だけ やとわれた 下男で、 近所の こと は 

知りませんでした。 すると、 口 ー リイが 聞きつ けて 来 

ていいました。 

「どうか 送らせて 下さい。 道 はおな じです し、 それに 


雨 も ふ つ ています ご 

口— リイ は、 じぶん を 迎えに 来たお じいさんの 馬車 

に、 メグと ジ ヨウと ハンナ をのせ ました。 みんな は、 

ぜ いだくな 箱馬車に のって、 たのしい、 ゆたかな 気持 

に ひたりながら 帰りました。 口 ー リイ は 馭者 台に のつ 

たので、 メグ は 痛い 足 を 前に 出す ことができ、 姉妹 は 

気が ねなしに 話 をす る ことができました。 

「あたし、 とてもお もしろ かった わご と、 ジ ヨウ は 髪 

を かきあげながら いいました。 

「あたし もよ、 けがす るまで は、 サ ー リイさん のお 友 

だち の、 マフ オットさん という 方と 仲よ しにな つたの 


よ。 サ— リイさん と 一 週間と まりが けで 来る ようにと 

いって 下す つたわ。 サ— リイさん は、 春に なって オペ 

ラが はじまる とい らっしゃ るんで すって。 あたしお か 

あさんが いかして 下さる といい けど ご 

メグ は 元気 づきながら いいました。 

「おねえさん は、 あたしが にげ 出した あの 赤い 髪の 人 

と 踊った のね、 あの人、 いい 人だった？」 

「ええ、 髪 はとび 色よ。 ていねいな 方で、 あたし 気持 

よく 踊った わご 

「あの人、 足 を 出す とき、 ひきつった、 きりぎりすみ 

たいだ つたわ。 口 ー リイさん と あたし 笑って しまった 


わ。 あたした ちの 笑う の 聞えなかった？」 

「いいえ、 それやぶ しっけ だ わ。 あなたた ち、 そこに 

かくれて、 なにして たの？」 

ジ ヨウ は、 そこで じぶんた ちの やった こと を 話し ま 

した。 その 話が おわった とき、 馬車 は 家へ つきました。 

姉妹 は、 あつく お礼 をのべ て 馬車 をお り、 そっと 家へ 

はいり ましたが、 扉の 音で 一 一 つ の 小さな 頭が うごき、 

ねむそう な、 けれど 熱心な 〔# 「熱心な」 は 底本で は 「熱 

心が 匕 声が しました。 

「ねえ、 会の 話 をして よ？」 

ジ ヨウ は、 メグの いう、 ひどい お 作法 を やって、 妹 


たちに ボン ボン を もってき て やりました。 妹た ち は そ 

れを もらい、 その 夜の 胸の わくわく する ような 話 を 聞 

いて、 まもなく 寝入って しまいました。 メグ は、 ジョ 

ゥは、 薬 をぬ つて ほうたい をしても らいながら、 

「馬車で 夜会から 帰り、 ねま 着の まます わって、 女中 

に 世話して もらって、 りっぱな 貴婦人み たいだ わごと、 

い いました。 

「あたした ち は、 髪の毛 を やいたり、 服が 古かったり、 

手袋が 片方 だけ だったり、 きつい 靴 を はいて くるぶし 

をく じいたり、 とんまの まぬけ だけどね 〔# 「だけどね」 

は 底本で は 「だけね ど 匕、 たのしかった わね え ご と、 ジョ 


ゥ がいいました がほんと に そのと おりだった のです。 


第 四 重い 荷 を かついで 

「やれやれ、 またお 荷物 かついで 仕事 を はじめる の、 

なんて つら いんで しょうご 

会の あくる 朝、 メグ はため 息をつきました。 一週間 

たのしく 遊んだ あとで、 いやな 仕事 はやす やす はじめ 

られ ませんで した。 


「いつまでも、 クリスマス かお 正月 だとい い。 そうし 

たらお もしろ いでし ようね ご と、 ジ ヨウ は、 あくび ま 

じりに 答えました。 

「そしたら、 今よりか 半分 もお もしろ かない わ。 だけ 

ど、 お 夜食 や 花束 をいた だいた リ、 会へ いったり、 馬 

車で 帰ったり、 読書したり、 休養した りして、 こっこ 

つ はたらかない 〔# 「はたらかない」 は 底本で は 「はたち 

かない 匕 です むような 人、 うらやましい わご と、 メグ 

がいいました。 

「でも、 そんな ことで きない わ。 だから、 ぐち を こぼ 

さないで、 おかあさんみ たいに、 ほがらかに 〔# 「みた 


いに、 ほがらかに」 は 底本で は 「みたい に ほ、 がら かに 匕 歩 

い て いきまし ようご 

けれど、 メグの 心 は 晴れません。 髪 をき れいに する 

元気 すらありません。 

「ああ、 いや だ。 せっせと はたらいて、 年 をと つて、 

きたない 気 むずかし 屋 にな るんだ わ。 貧乏で おもしろ 

く暮 せない ばっかり にご 

こういって メグ は、 ふくれた 顔 をして 階下へ いき 朝 

の 食事のと きも ふきげんでした。 みんな も 気分が ひき 

たちませんでした。 べスは 頭痛が する ので、 ソファの 

上に 横にな リ、 親ね こと 三び きの 子ね こ を 相手に 気 を 


まぎらそうと しました。 ェ ミィは 勉強が はかどらない 

のに 〔# 「はかどらな いのに」 は 底本で は 「はが どらない の 

に 匕、 ゴ ム 靴が 見つからな いので ぷりぷり しました。 

ジ ヨウ は 口笛 を ふいて、 さわぎ を ひきおこし かねない 

ようすでした。 おかあさん は、 いそぎの 手紙 を 書く の 

にい そがし く、 ハンナ も 前の 晚ぉ そかった ので、 ふき 

げんでした。 

「こんな いじわるの 家って あり やしない！」 

ジ ヨウ は、 インキの つぼ を ひっくり返し、 靴の ひも 

を 二 本と も 切った ので、 とうとう かんしゃく を 起して、 

じぶんの 帽子の 上に ど さりと すわり、 大声で そうさけ 


びました。 

「なかで、 あなたが 一 ばん いじわる よご と、 エミ ィが 

やり 返し、 石盤の 上に こぼした 涙で、 まちがい だらけ 

の 計算 を 消して しまいました。 〔# 「。」 は 底本で は 「ご 匕 

「ベ ス、 こんなうる さいね こ。 あなぐらに ほうりこん 

でお かないと。 水で おぼれさせれ しまう わよ ごと、 メ 

グは、 じぶんの せなかに かじりつい たねこ を、 はな そ 

うとしながら いいました。 

ジ ヨウ は 笑う。 メグ はしかる。 べスは あやまる。 ェ 

ミィ は、 十二の 九 倍が いくつになる か、 わからなくて 

泣きました。 


「さあ、 しずかに してお くれ、 今朝 早く 出さなければ 

ならない のに、 がやがやうる さくして、 書け やしませ 

んご と、 おかあさん は 手紙の 書き そこない を 消しな が 

ら い いました。 

それで、 ちょっと 静まりました。 ハンナが 来て、 熱 

い パイ を 二つお いて、 出て いきました。 姉妹 たちのい 

く 道 は 遠く 寒く、 三時 前までに 帰れない ので、 これ は 

お べんとう でも あり、 また、 手 を あたためる こと もで 

きました。 それで この パイの こと 「マフ」 ともよんで 

いました。 

「では、 かあさんい つてまい ります。 今朝 は あたした 


ち だ だつ 子でした。 でも、 天使に なって 帰って来 ま 

すご 

ジ ヨウ は、 そういって、 メグと いっしょに 出かけ ま 

した。 町角で ふりかえ ると、 いつも 窓で にっこり 笑う 

おかあさんの 顔が あり、 それが 励ましになる のでした。 

二人 は 今朝 も ふりかえり、 おかあさんの 笑顔 を 見る と、 

元気に なろうと つとめ、 しばらく 歩いて から、 べつべ 

つの 道 をい きました。 メグ は 保姆の 仕事、 ジ ヨウ は 

マ ー チ おばさんの ところへ はたらきに いくのでした。 

おとうさんが、 不幸な 友人 を 救おうと して 財産 を 失 

くした とき、 二人 はすこし でも 家の ためにな りたくて 


はたらき、 それから ずっと はたらいて いるので す。 メ 

グの 給料 はわず かで、 しかもまい 日 キング 家で、 年上 

の 姉妹た ちが、 ぜいたく をして いるの を 見る ので、 だ 

れ よりも 貧乏 を つらが つてい ました。 ジ ヨウ は びっこ 

の マ— チ おばさんの 世話 をし ますが、 気み じかのお ば 

さんと、 よく 気が合いました。 それに、 死んだ おじさ 

んの 文庫が すばらしく、 おばさんが 昼寝 をしたり、 来 

客で いそがし いとき さっそく 文庫に はいりこんで、 詩、 

歴史、 旅行記 だのに 読み ふけりました。 それ はいいと 

しても、 思う さま かけまわったり、 馬に のったり でき 

な いのは、 なやみの 種でした。 


べス は、 はにかみ屋で、 学校へ もい けない ほどで し 

た。 それでお とうさんが 勉強 を 見て いました が 出征し 

なすって から はお かあさん、 かあさんが 軍人 後援会へ 

いくように なつてから は、 ひとりで 勉強し ます。 性質 

は 勤勉で 家事が 好きで、 ハンナ を 助けて 家 をき れいに 

します が、 まだ 子供で、 人形と 遊ぶ ことが、 なにより 

のた のしみ でした。 けれど、 このべ ス にも、 苦になる 

ことがありました。 それ は、 音楽 好きな のに、 よい ピ 

ァノ もない し、 音譜 もない ことで、 音楽の 勉強が 思う 

ようにで きな いので、 涙 をな がす ことが ときどき あり 

ました。 


エミ ィの つらい ことに は、 鼻が 美しくない ことで、 

エミ ィに いわせる と、 あかん ぼのと き、 ジ ヨウが 手 を 

すべらして 炭 取の なかへ 落した ためだ そうです。 エミ 

ィは 絵が じょうずで、 花 を 写生したり、 空想的な 絵 も 

かきます。 それに 十 あまりの 曲 も ひくし、 フランス語 

も 読める し、 性質 は 素直で おとなし いので、 みんな か 

ら かわいがられました。 

さて、 晚に、 みんなが いっしょにお 裁縫 を はじめた 

とき、 メグが いいました。 

「今日は ほんと にくさく さした 日だった わ。 なに かお 

もしろ い 話で もない？」 


すると、 ジ ヨウが すぐにい いました。 

「あたし、 今日は へんな ことあった のよ。 マ— チ おば 

さんがい ねむり を はじめた ので、 おばさんが 読め 読め 

という、 つまらない、 ベル シャム を 読み かかったら、 

こっち もね むくな リ、 大きな あくび をした の。 そうし 

たら、 おばさん は、 罪と いう ことにつ いて、 ながなが 

とお 説教 を やりだし、 お 説教が すむ と、 よく 考えな さ 

いといって、 またい ねむりよ。 そこで わたし は、 「村 牧 

師」 を 出して 読み だした のよ。 そしたら、 水の なかへ 

ころげこむ ところで、 つい 大声 を あげて 笑った の。 す 

ると、 おばさんが 目 を さまして、 それ を 読んで 聞かせ 


なさい とおつ しゃる の。 私 は 読んで あげた。 おもしろ 

かった のね。 だから、 お昼す ぎに、 あたしが 手袋 をと 

りに いったら。 おばさん は、 じぶんで 「村 牧師」 を 熱 

心に 読んで るの よ。 ね。 やっぱり ベル シャム なんかよ 

りお もしろ いのよ。 おばさんみ たいな 金 持 だって 貧乏 

人と おなじような 心配が あるんだ わ。 だから、 「村牧 

師」 に ひきつけられ るの だ わご 

すると、 メグが いいました。 

「それで、 あたし も 話す こと 思いつ いたわ。 今日 キン 

グ さんのと ころへ いったら、 なんだか へんな の。 〔# 

「。」 は 底本で は 欠落〕 それで、 あたし 一 人の子に 尋ねた 


ら、 一ばん 上の 兄さんが なに か大 へんな こと をして、 

おとうさんから 家 をお いだされ たんです つて。 泣き声、 

どなり 声が して 大 へんだ つたわ。 家の はじになる よう 

な、 らんぼうな 男の 兄弟が いなくて よかった わね え ご 

すると、 エミ ィが いいました。 

「今日、 ス— ジ— さん は、 先生の 漫画 を 書いた ので、 

三十 分 も 教壇に たたされ たの。 あたし ス ー ジ ー さんが、 

きれいな、 めのうの 指輪 を はめて 学校へ 来たので、 う 

ら やましく 思って いた けれど、 あんな はずかしい 目に 

あうよう じ や、 いい 指輪 はめた つてし あわせ じ やない 

わご 


つぎに、 ベ スが 話しました。 

「今朝 あたし ハンナに かわって、 魚屋へ かき を 買いに 

いったの。 すると、 貧乏そう な 女の人が 来て、 仕事が 

なくて 子供に 食べさせる ものが ないから、 みがき もの 

でも させて、 お 魚 をす こし 下さいと 頼んだ の。 すると 

魚屋さん いそがし いもので、 つつ けん どんに、 だめよ 

といった の。 すると、 そのと き 口 ー レンスさん がしお 

れて 帰って いく 女に、 大きな 魚 を ステッキで ひっかけ 

てあげた の。 女 は、 びっくりして、 よろこんで、 なん 

どもお 礼 をい つて、 口 ー レンス さんに 天国へ いける よ 

うに つ て 祈った の ご 


みんな はべ スの話 を 笑い ましたが、 もちろん 心 をう 

たれました。 そして、 おかあさん にお 話 をね だり まし 

た。 

「そうね、 おかあさん は、 会で 青い ネル を 裁って いた 

ら、 おとうさんの ことが、 みょうに 心配に なって、 も 

しもの ことがあったら、 どんなに 頼りなく、 さびしい 

だろうと 思って いました。 すると、 なに か 註文 を もつ 

てお じいさんが、 心配そう な、 疲れたよ うすで やって 

来ました。 身の上 を 尋ねて みたら 四 人 息子が 戦争に 出 

ていて、 二人 は 戦死 をし、 一人 はとり こに なり、 一人 

は ワシントン 病院に いるんで すって。 そして、 これ か 


ら そこへ いくんで すって。 けれど、 すこしも ぐち を こ 

ぼさないで、 よろこんでお 国の ために、 子供た ち を 出 

したと いうので す。 おかあさん は、 たった 一人お とう 

さん を 出して つらが つてい ます。 はずかしく なり まし 

た。 それば かり か、 おじいさん は、 たった 一人ぼっち 

です がおか あさんに は 四 人 も 娘が いて、 なぐさめ てく 

れ ます。 ほんと に、 おかあさん は、 じぶんの 恵み ふか 

い 幸福が ありがたかった ので、 おじいさんに、 つつみ 

とお 金 を あげ、 教えて いただいた 教訓に、 心からのお 

礼 をい いました ご 

みんな は、 この 話に も 心 をう たれました。 ジ ヨウ は、 


もう 一 つ、 今の ようない い 話 をと 望みました。 おか あ 

さん は、 にっこり 笑って、 すぐに 話し はじめました。 

「むかし、 食べたり 着たり、 なに 不足の ない 四 人の 娘 

が ありました。 たのしみ も、 よろこび も ありあまり、 

親切な お 友達 や 両親が あって、 愛されて いたのに、 娘 

たち は 満足し ませんで した。 (ここで 聞き手た ち は、 

こっそり 見 かわして、 お 裁縫に 精 を 出しました) 娘た 

ち はよ くな ろうと 決心す るので すが、 やりとげる こと 

がで きないで、 これが あったら とか、 あれが できたら 

とかと、 考えました。 それで、 あるおば あさんに、 幸 

福に して くれる まじないが あれば 教えて 下さいと いい 


ましたら、 あなたがたが 満足に 思う とき、 恵みと いう 

こと を 考えて 感謝なさい といい ました。 (ここで ジョ 

ゥは、 なに かいいた そうでし たが、 話が おわらな いの 

でい うの を やめました) それで、 りこうな 娘た ちが、 

その 言葉 を 試して みます と、 じぶんた ちがい かによ い 

暮し をして いるか わかって びっくり しました。 一人 は 

お金 持で も 家の はじと 悲しみ は 救えない という ことが 

わかりました。 一 人 は、 貧乏で も、 若くて 元気なら、 

じぶんの たのしみ もた のしめない、 気 むずかし いおば 

あさんより、 ずっと 幸福と いう ことが わかりました。 

一人 は 食事の 仕事 はい や だけど、 食物 を もらって 歩く 


の は、 つらい という ことが わかりました。 一人 は、 め 

のうの 指輪より もお 行儀の いい ほうがい いという こと 

がわ かりました。 それで、 四 人の 娘た ち は、 ぐち を や 

め、 さずかった 恵み を 感謝し、 もっとよ くな ろうと 考 

えました ご 

「おかあさん は、 あたした ちのお 話 をと つて、 あたし 

たち をお 説教な さるの、 ずるい わご と、 メグが いい ま 

すと、 ベ ス がいいました。 

「あたし、 そういうお 説教 すきだ わ。 おとう さんがよ 

く 話して 下さった わご 

エミ ィは、 つぶやく ように、 


「あたし、 そう 不平い わない けど、 もっと つつしむ わ。 

ス ー ジ— さんの やりそこないで、 あたし ほんと に 教え 

られ たんです もの ご 

すると、 ジ ヨウが、 ふざけて、 

「おかあさんの 教え は、 よかった わ。 もし か 忘れたら、 

チヨ— ル 人のお じいさんみ たいに、 子供ら よ 慈悲ち ゆ 

うもん を、 ようく かんげえ ねせ えと、 おかあさん、 おつ 

しゃって 下さい ごと、 いいました。 これで おもおもし 

い 空気が、 あかるくな りました。 


第五 おとなり どうし 


「まあ、 ジ ヨウ、 なに をな さるの？」 

ある 雪の ふる 午後、 妹の ジ ヨウが ごむ 靴 を はき、 古 

ばけた 上衣に、 ずきんと いういで たちで、 ほうきと シャ 

ベル を もって 広間へ 出て 来たの を 見て、 そうたず ねま 

した。 

「運動に いくの ご 

「今朝、 二度 も 散歩して 来たんだ もの、 たくさんだ わ。 

家に いて 火に あたりなさい よご 


「いやな こった。 ねこ じゃある まいし、 火の そばで い 

ねむりなん かする の 大きら い。 あたし 冒険が すき、 こ 

れ からな にか さがしに いくの ご 

メグ は 炉に足 を 出して 本 を 読み、 ジ ヨウ は 通路の 雪 

を どけ はじめました。 ところで、 マ ー チの邸 は 口 ー レ 

ンスの 邸と、 生垣で へだてられて いました。 いずれも、 

森 や 芝生の 多い、 いなかめ いた 気分の なかに つつまれ 

てい ましたが、 口 ー レンスの 邸で は、 大きな 馬車 をい 

れる 納屋 や、 温室 や、 りっぱな 石づ くりの 家が あるの 

に、 マ— チの 邸に は、 赤茶けた ふるびた 家が 見す ぼら 

しく ある だけでした。 


けれど、 口 ー レンスの りっぱな 家 はなん となく さび 

しく、 ここにお じいさんと、 ただ 二人で 住む ぼつち や 

んに友 だち もありませんでした。 ジ ヨウ は 考えました。 

「〔# 「「」 は 底本で は 欠落〕 かわいそうに、 少年の 心の わ 

からない おじいさんから、 お 部屋に とじこめられ てい 

るんだ わ。 口 ー リイに は、 にぎやかな、 わかわかしい 

遊び相手が いるんだ わご 

ジ ヨウ はなん とかして、 ぼっちゃん を 誘い出そうと、 

冒険 を もくろんで いると、 口 ー レンス 老人が 馬車で 出 

かけました。 すてき、 すてき、 ぼっちゃん 一人なら と、 

生垣のと ころまで 道 をつ けて いくと 下の 窓に は 力 ー テ 


ン がお りていて、 召使の 姿 も 見えません が、 上の 窓に 

は、 やせた 手と、 ちぢれた 髪の 黒い 頭が 見えました。 

「かわいそうに、 病気で ねて いるんだ わ。 こんな さび 

しい 日に ご 

ジ ヨウ は、 一 かたまりの 雪 を 窓 を 目が けて なげ まし 

た。 黒い 頭が すぐに ふりむき、 大きな 目が いきいきと 

かがやきました。 

「いかが、 御 病気な の？」 

口— リイ は、 窓 を 開けて しゃがれ 声で 答えました。 

「ありがとう。 いくらかい いんです。 ひどい かぜをひ 

いて、 一週間ね ちゃい ました ご 


「まあ、 お 気の どく、 なにして 遊んで いらっしゃる 

の？」 

「なにもし てません。 家 はお 墓みたい ご 

「本 は 読まない の？」 

「あんまり 読みません。 読ませて くれな いんです も 

の ご 

「だれに も 読んで いただけな い の？」 

「おじいさんに、 ときどき。 でも ぼくの 本 はお じい さ 

んに おもしろ くないし、 ブルック 先生に 頼む の は、 い 

つ だってい や だし ご 

「じ や、 お見舞に 来る 人 も いないの？」 


「いないん です。 男の子 は がやがや さわぐ し、 ぼく は 

頭が よわって るんで すご 

「女の子 はいない の、 本 を 読んだり なぐさめて くれる 

女の子 は？ 女の子 は 静か だし、 看護婦 ごっこす き 

よご 

「そんな 女の子 知りません もの ご 

「あんた、 あたし を 知って る？」 

ジ ヨウが 笑う と、 口— リイが さけびました。 

「知って る！ あんた 来て くれる？」 

「ええ、 あたし は、 おとなし くも、 やさしく もない け 

ど、 おかあさんが いいとおつ しゃった らいく わご 


ジ ヨウ は、 ほうき を かついで 家へ 帰りました。 その 

あいだに、 口 ー リイ はお 客 を 迎える ために、 髪に ブラ 

シを かけ、 あたらしい カラ をつ け、 五六 人の 召使た ち 

に 部屋 を かたづけさせました。 やがて、 ジ ヨウが 玄関 

にたち ベル をお しました。 口  — リイ は、 こころよく 

ジ ョ ゥを 迎えました。 

ジ ヨウ は、 親切の あふれた 顔 をして、 片手に はおお 

い をした 皿 を もち、 片手に はべ スの三 匹の 子ね こ を だ 

いて あらわれました。 

「おじ やまに あがりました。 荷物まで しょって、 おか 

あさんが よろしくって。 メグ はお 手製の 白 ジェリィ を 


お見舞で すって。 おいし いんです よ。 それから、 べス 

はね こ をお なぐさみに つれていく ようにって。 お笑い 

になる でしよう が、 ことわり きれなくて ご 

口 ー リイ は、 ねこ を 見て 笑い、 はにかみ を 忘れ、 す 

ぐに うちとけました。 ジ ヨウが、 皿のお おい をと ると 

緑の 葉の わと、 エミ ィの 秘蔵の ジ エラニ ュ ー ムの 赤い 

花 を そえた 白ジ ェ リイが あらわれました。 

「ああ、 きれいだ、 食べる のがお しい ご 

「たいした もので はない の。 ただ、 みんなが お 目に か 

けたかった だけ。 でも、 あっさりし てるから めしあが 

れ てよ。 それに やわらか いから、 のどが 痛くても、 す 


るつ とはいって しまう わ。 それ はそうと この 部屋なん 

て 気持が いいんで しょうご 

「女中が 女中な ので、 片づ いていなくて ご 

「じ や、 あたし 二分 間で 片 づけて あげる わご 

ジ ヨウ は、 てきば きと はたらきました。 部屋の 感じ 

がー 変した ので、 口— リイ は 満足して お礼 をい いまし 

た。 

「さあ、 今度 は ぼくがお 客 さま を よろこばせ なく 

ちゃ ご 

「いいえ、 あたし は あなた を なぐさめに 来たの よ。 な 

にか 本 を 読んで あげましょう か？」 


「ありがとう、 でも そこに ある 本、 みんな 読んで しま つ 

たんです。 だから、 あなた さえよ かったら、 お 話の ほ 

うがい いんだけ どご 

「いいです とも、 一日 だって 話す わ。 べスは あたしが 

おしゃべり を はじめたら、 いつやめ るか わからな いな 

ん ていう のよ ご 

「ベ ス さんと いうの は、 ときどき 小さな バスケット を 

もって 出て いく、 あかい 顔の ご 

「ええ、 いい 子です わ。」 

「すると、 あの 美しい かたが メグさん で、 まき 毛の か 

たが ェ ミ さんです ね？」 


「どうして ごぞんじ、 そんなに よく。」 

口— リイ は、 さっと 顔 を あかめました。 

「だって、 ここにい ると。 たのしそう なみな さんがよ 

く 見え るんで す もの、 夜、 力— テン を 閉め 忘れた 窓 ご 

しに、 おかあさん を かこんで、 いらっしゃ ると ころも 

見えます。 おかあさんのお 顔 は、 やさしく 花の ようで 

す。 ああ、 だけど、 ぼくに は 母 はいない ご 

母の愛に うえた 少年の 目 は、 ジ ヨウの あたたかい 胸 

をう ごかし ました。 すなおな ジ ヨウ は、 じぶんが、 い 

かに ゆたかな 家庭の 愛に 恵まれて いるか を 感じた ので、 

よろこんで それ を 病気の さびしい かれに、 分け あたえ 


たいと 思いました。 

「では、 力— テン をお ろさずに お好きな だけ 見せて あ 

げ ます。 いいえ、 それより 家へ いらっしゃい。 おか あ 

さん はいい 人よ、 ごちそう たくさんして 下さる わ。 ベ 

スは歌 をうたい。 エミ ィは ダンス をす る。 メグと あた 

し は おかしなお 芝居の 道具 を 見せて 笑わして あげる わ。 

そうして、 みんなで おもしろく 遊ぶ のよ。 でも、 おじ 

いさん 来させて 下さる？」 

「あなたのお かあさんが 頼んで 下されば ね。 おじい さ 

んは 親切で、 ぼくの すきな こと を させて くれます ご 

口 ー リイ は、 マ ー チ 家の人た ちの ことにつ いてた く 


さんの 興味 を もち、 ジ ヨウの 口から 姉妹た ちの こと を 

聞いて うれしそうでした。 ことに、 ジ ヨウが、 せっか 

ちの、 気 むずかしい おばさんの 世話 をし にいく 話 をお 

もしろ がって、 そのおば さんのと ころへ 気 どった 老紳 

土が 結婚 申込に 来たと き、 むく 犬が その 紳士の かつら 

を ひっぱって、 はげ 頭が むき 出しに なった 話で は、 こ 

ろげ まわって、 涙が 出る ほど 笑った ので、 女中が おど 

ろいて、 のぞきに 来たく らいでした。 

ジ ヨウ は、 話が 成功した のでと くいに なって、 家の 

お 芝居の こと、 いろんな 計画の こと、 おとうさん のこ 

と、 その 希望 や 心配、 家の なかの 一ばん おもしろ いこ 


とな ど、 のこらず 話しました。 それから 本の 話に なり 

ましたが、 ジ ヨウ は 口— リイが やはり 本ず きで、 じぶ 

ん よりもた くさん 読んで いるの を うれしく 思いました- 

「そんなに 本が すきなら 〔# 「すきなら」 は 底本で は 「す 

きな ち 匕、 おじいさんの 文庫へ いきまし ようご 

文庫 は、 ジ ヨウ を よろこばせました。 ずらり となら 

んだ 本の ほかに、 絵 や 彫刻 や 古い 品物の はいった たん 

すが ぁリ、 ゆったりした イスが そなえて ありました。 

ジ ヨウ は、 その ビロ ウド 張りの イスに 腰 を かけて、 

「まあ、 りっぱ だ！ あなた は、 一ばん この 世で しあ 

わせな ぼっちゃんで すよ！」 と、 いいました がそのと 


き ベルが 鳴りました。 あ、 おじいさん だと、 はっと、 

しました が、 まもなく 女中が 来て、 お医者さんが 来た 

といい、 口 ー リイ は 診察して もらいに 出て いきました。 

ジ ヨウ は、 ほっとして、 文庫の なか を 見物し ましたが、 

老 紳士の りっぱな 肖像画の 前に 足 をと めて ながめ まし 

た。 そのと き、 扉が 開いた けれど、 ジ ヨウ はふり 返つ 

て もみずに、 

「この 人、 親切そう な 目 をして いらっしゃ るから、 あ 

たしもう こわくな いわ。 でも 口 もとはき つそう だし、 

とても 意地つ ぱリ みたい ね。 うちのお じいさん ほど、 

きれいで はないけ ど、 あたし 好きだ わご 


すると、 うしろで 声が しました。 

「どうも、 ぁリ がとう。」 

ふりかえ ると、 口— レンス 老人が 立って いたので、 

ジ ヨウ は ちぢみあがりました。 顔 は あかくな リ 動悸が 

うちます。 逃げ出す のに 卑怯 だし、 ふみとどまる こと 

にした ものの、 ほんものの 老人の 目 は、 肖像画の 目よ 

り も、 もっと やさしかった ので、 そんなに こわくな く 

なりました。 

「そうすると、 あなた は、 わたしが こわくない のか 

ね？」 

「そんなに ご 


「あなたのお じいさん ほど、 きれいで はない というの 

だね？」 

「ええ、 きれいではありません わ。」 

「わし は、 意地つ ばり かね？」 

「そう 思います ご 

「それ だのに、 わしが 好きだって？」 

「ええ、 好きです ご 

この 答えが 老人 を よろこばせました。 老人 はジ ヨウ 

の 手 をに ぎり、 その 顔 を のぞきこんで、 

「顔 はに ていなくても、 あなた は、 りっぱな おじい さ 

んの 性質 をう けついで いる。 おじいさん は 勇気が ぁリ 


正直だった。 わたし は、 あのかたと、 友 だち であった 

こと を 誇りに 思って います わい ご 

「ありがとう ございま すご 

ジ ヨウ は、 気が らくに なりました。 

「あなた は、 家の 子と、 なに をして いなさった のかね？ 

「近所 づき あい をしょう とした だけです ご 

「あなた は、 あの 子 を 元気 づける 必要が あると お考え 

かね？」 

「ええ、 すこし さびし そうです もの。 わかいお 友 だち 

が あると いいでしょう。 わたしたち、 女です けど、 お 


役に たちたい と 思います。 あなたの とどけて 下さった 

りっぱな クリスマスの プレゼント を、 とても ありがた 

く 思って いますの よご 

「いや、 あれ は あの 子の 考えた ことじ や。 ところで、 

あの 気の どくな 婦人 はどうし たな？」 

「らくに 暮 しています わご 

「そうか、 おかあさんの やり 口 は、 いつも 貧乏な 人た 

ち を 恵んだ おじいさんの やり 口と おなじ だ。 いっか 天 

気の いい 日に、 おかあさん をお 訪ねしたい といって お 

いて 下され。 ほら、 お茶の ベル だ。 さあ いっしょにお 

茶 をのんで、 近所 づき あい をしても らおう ご 


口— レンス 老人 は、 礼儀正しく ジ ヨウに うで を さし 

出し、 二人 はう で を くんで 階段 をお りていき ました。 

すると、 そこへ 口— リイが 帰って来て、 その ありさま 

を 見て びっくり しました。 まったく、 これ は 考える こ 

ともで きな いこと でした。 

老人 は、 四 はいのお 茶 をのむ 間、 あまり しゃべり ま 

せんでした。 老人 は、 口— リイが ジ ヨウと 快活に しゃ 

べつて、 顔が 今日に かぎって、 あかく いきいき してい 

るの を 見 まも つ ていた からです。 

「ふむ、 この 娘の いうと おり、 孫 はさび しいの だ。 今 

日、 孫 はか わった。 よし、 この 家の 娘た ちが、 孫 を ど 


うする か 見て いよう。」 

老人 も、 ほんと は 気さくで、 こだわりがない 人 だつ 

たのです。 だから、 孫の こと も 理解す る ことができ ま 

した。 お茶が すむ と、 ジ ヨウ は 帰る といい 出しました 

が、 口 ー リイ は ひきとめて、 ジ ヨウ を 温室へ つれてい 

き、 りょう 手に もてない ほど、 美しい 花 をた くさん 切つ 

て、 

「これ、 おかあさん にあげて 下さい。 そして、 おと ど 

け 下す つたお 薬、 とても 気に ぃリ ましたと おっしゃつ 

て 下さい ご 

客間へ 帰った とき、 老人 は炉の 前に 立って いました 


ジ ヨウの 目 は、 そこに ある グランド • ピアノに すいつ 

けられました。 

「あなた、 ひくの？」 

「ときどき」 と、 口 ー リイ は、 ひかえ 目に 答えました 

「今、 ひいて ちょうだい。 帰ったら べスに 話して やり 

たいから、 聞いて いきたいの ご 

「あなた、 さきに ひかない？」 

「あたし だめな の。 音楽 はすき だけれ どご 

口— リイが ひきました。 ジ ヨウ は 花た ばに 鼻 をお し 

つけながら、 耳 をす ましました、 口 ー リイが、 じょう 

ずな のに、 ちっとも 気 どらない ので 尊敬 をよ せました 


ひきお わって から、 あまり ほめた ので 口— リイ はまつ 

かな 顔 をし ました。 

「いや、 ほめる の はもうた くさん。 この 子の 音楽 はま 

ずく はない が、 もっと ほかの だいじな ことに、 身 をい 

れて もらいたい のじ や。 ああ、 もうお 帰り か。 ありが 

とう、 またお 出で、 おかあさんに よろしく。 では、 さ 

よなら、 お 医者の ジ ヨウさん ご 

老人の 握手 はかたかった が、 なに か 気に いらない よ 

うすでした。 あとで、 口 ー リイに たずねたら、 ぼくが 

ピアノ を ひいた からだと いいました。 なぜと いうと、 

いっか 話す といい ました。 口— リイ は、 


「また、 来て ね ご と、 名残りお しそうでした。 

「あなたが、 よくな つたら、 家へ 来る という 約束 をす 

ればご 

「ええ、 いきます ご 

ジ ヨウが 帰って来て、 のこらず 報告す ると、 みんな 

もお しかけた くな りました。 マ ー チ 夫人 は、 おとう さ 

ん のこと を 忘れな いでいる 老人と 話したかった し、 メ 

グは 温室が 歩きたかった し、 ベ スは グランド • ピアノ 

に 心 ひかれ、 エミ ィは りっぱな 絵 や 彫刻が 見たかった 

のです。 

「おかあさん。 口 ー レンスさん は、 なぜ 口— リイさん 


が ピアノ を ひくの をき らうので しょう？」 と、 せん さ 

く 癖をジ ョ ゥが 出しました。 

「よく 知らない けど、 口 ー リイさん のおとう さんが、 

イタリアの 女の 音楽家と 結婚な さった の をき らうから 

でしよう。 口 ー リイさん がま だ 小さい とき、 両親が な 

くな つたので、 おじいさんが ひきとった わけです が、 

おかあさんの ような 音楽家に なりたい などと いう、 望 

み を 起されたら、 こまる からでし ようご 

「まあ、 小説み たいね ご と、 メグ。 すると、 すぐに、 

ジ ョ ゥが 

「まあ、 いや だ。 音楽家に なりたければ ならせて、 い 


やな 大学に いかせて、 苦しめなくても いいのに ご 

ひとしきり、 口 ー リイの ことで 話 ははず みました。 

話の すえに、 メグが いいました。 

「夜会であった けど、 たしかに あなたの 話のと おり、 

口 ー リイ は、 お 作法 を 知って る わ。 おかあさんが あげ 

た 薬って、 ちょっと、 気の きいたい いまわしね ご 

「白ジ ェ リイの ことでしょう？」 

「まあ、 なんておば かさんでしょう！ あなたの こと 

を、 おっしゃ つたの よご 

「そうな の ご と、 ジ ヨウ は、 思いがけない というよう 

すで 目 を まるくし ました。 


「あんた みたい な 人って あるか しら？ お世辞 をい わ 

れて わからな いんです もの ご 

「そんなば かなこと いいつ こなしよ。 お世辞 をい うな 

んて 考えずに、 かあさん のない ぼっちゃん を みんなで 

親切に して あげましょう。 口 ー リイ、 遊びに 来ても い 

いでしょう、 おかあさん？」 

「ええ、 ええ、 けっこうです。 それから、 メグさん、 

子供 は できるだけ、 いつでも 子供で いる ほうがい いの 

よご 

「あたし、 じぶん を 子供 だなん ていわない ねま だ 十三 

にもな つ て いないん です もの ご と、 ェ ミィが つぶやき 


ました。 

「ベ ス、 あなた はどう？」 

「あたし、 あの 巡礼 ごっこの こと 考えて いたの。 おと 

なしくな ろうとして、 失望の 沼 をと おり、 試練の 門 を 

ぬけて、 けわしい 山 をの ぼ つ て いくこと だの 、あのりつ 

ぱな ものの たくさん ある 口— レンス さんの 家が、 あた 

したち の 美しい 宮殿になる かもしれ ない つて こと だの、 

考えて いたの ご 

「あたした ち は、 まあ ライオンのと ころまで 来る こと 

がで きたんで すご と、 ジ ヨウ は、 べスの 言葉に いくら 

か 賛成ら しく 答えました。 


第 六 美しい 宮殿 


大きな 家 は、 とうとう 美しい 宮殿に なりました。 け 

れど、 みんなが そこへ いくのに、 かなりの 時間が かか 

り、 ことにべ スが ライオンの そば をと おりぬ ける のに 

かなり 骨が おれました。 そして、 口 ー レンス 老人 は、 

一ばん 大きな ライオンで したが、 訪ねて 来て、 娘の 一 

人 一 人に、 おどけ 言葉 や 親切な 言葉 を かけ、 おか あさ 


んと むかし 話 をして から は、 もうだれ も 老人 を こわが 

リ ませんで した。 もう 一 つの ライオン は、 こちらが 貧 

乏で、 むこうが 金 持と いう ことで、 それ も そのうちに 

口 ー リイが、 貧乏で も、 愛の こもった 家から 受けるな 

ぐ さめ を、 どんなに ありがた がって 〔# 「ありがた がつ 

て」 は 底本で は 「なりが たがって 匕 いるかが わかった の 

で、 じぶんた ちが 口 ー レンスの 家から 受ける もの を、 

ベ つに 恐縮し ないでも い いと 思う ようになりました。 

そして、 そこに 春の 草の めばえの ように、 あたらしい 

友情が もえました。 

口 ー リイ は、 今までお かあさんの 味 も、 姉妹の 味 も 


知らなかった ので、 マ ー チ 家に みなぎる ゆたかな、 あ 

たたかな ものに 心 を ひかれ、 ひま さえ あると、 遊びに 

来ました。 それ を 心配して ブルック 先生 は 老人へ くわ 

しく 告げました。 

「いや、 かまわん。 遊ばせて おくさ 〔# 「おくさ」 は 底 

本で は 「おくき」 r あとでと りかえ せば いい。 マ ー チ夫 

人の 意見のと おり、 あまり 勉強 させす ぎた のがい けな 

かった の だ。 マ— チ 夫人が よくやって くれる」 

老人 は、 もう わかって いました。 そして、 みんな は 

どんなに おもしろく 遊んだ でしよう！ お 芝居、 〔# 

「」 は 底本で は 欠落〕 そり 遊び、 氷す ベり、 にぎやかな 


夜会、 たのしい 談話。 マ— チ 家から も 三人の 姉妹が お 

しかけ、 メグ は 温室で 花た ば をつ くリ、 ジ ヨウ は 文庫 

で 本 を むさぼり 読み、 エミ ィは絵 を うつしました。 た 

だ、 ベ ス だけ は、 グランド • ピアノ  〔# 「グランド • ピ 

ァノ」 は 底本で は 「グランド、 ピアノ 匕 にあ こがれながら 

老人 を こわがって、 逃げて 帰りました。 老人 は、 その 

こと を 知って、 わざわざ 訪ねて 来て おかあさん にいい 

ました。 

「口— リイ は、 ピアノ を 怠けて います。 やりすぎ たか 

ら、 いいあん ばいな のです が、 ピアノ は 使わん とい か 

ん。 どなた か 〔# 「どなた か」 は 底本で は 「どな かた 匕 来 


て 使って もらえん かな、 いつはい つて 来ても いいし、 

口 をき かんでも いい。 だまって 来て、 だまって ひけば 

いいんだ がご 

聞いて いたべ スは、 もうた まら なくなって、 

「あたしべ ス です。 音楽が 好きです。 おじ やまで なけ 

れば、 まいりた いのです が」 

「どうぞ。 どうぞ。 半日 だれも いないん だから、 えん 

りよな く、 ピアノ を 使って もらえれば、 こちら からお 

礼 をい わねば ならん ご 

ああ、 ベ スは顔 を ほてらし、 口— レンス さんの 手 を 

にぎり、 お礼の 言葉が いえない ので、 ただき つくに ぎ 


りしめ ました。 老人 は、 そっとべ スの 髪に 口 を あてて、 

「わしに は、 こういう 娘が あった。 ああ、 かわいい 子 

じ や、 さよなら、 おくさん ご 

老人が 大 いそぎで 帰って いくと、 べス はお かあさん 

といつ しょに よろこび、 そのうれ しい ニュ ー スを 仲よ 

しの 人形た ちに 告げに 二階へ かけあがって いきました。 

その 晚、 べスは 今までに ない、 たのし さで うたい まし 

た。 あくる 日、 老人と 口 ー リイが 出かけた の を 見と ど 

けたべ スは、 こっそりと、 客間へ しのびこみ、 ふるえ 

る ゆびで ピアノ を ひきました。 おお、 その美し い 音、 

べスは うっとり となり、 よろこび はてしなく、 やすま 


ずに ひきつづけ、 ハンナが 食事の むかえに 来る まで 手 

を やめませんでした。 その後、 べス はまい 日の ように 

生垣 をく ぐり、 客間に しのびこんで ひきました。 べス 

は、 老人が その しらべ を 聞く ために、 じぶんの 部屋の 

扉 を 開ける こと も、 新ら し い 音譜 を そなえ ておいて く 

れる こと も、 口— リイが 広間に いて 女中た ちの 来る の 

を おっぱらって くれる こと も 知りませんでした。 ただ、 

べス は、 じぶんの 望みの かなった こと を 感謝して、 ま 

ことにた のしかった のであります。 

二三 週間た ちました。 ある 曰、 べス はお かあさんに 

い いました。 


「おかあさん、 あたし 口 ー レンスのお じいさんに、 ス 

リッパ を 一 つ、 つくって あげたい の。 あたしお 礼 をし 

たいんだ けど、 ほかに どうしてい いかわ からな いんで 

すご 

おかあさん は、 にっこり 笑って、 

「ええ、 ええ。 つくって おあげなさい。 きっとお よろ 

こびになる でしよう。 みんな も 手伝って くれる でしよ 

うし、 かかる お金 は、 おかあさんが 出して あげます よご 

と、 いい ましたが、 おかあさん は、 べスが めったにお 

ねだり をす る ことがない ので、 今、 べスの 望み を かな 

えて やる の を、 とくべ つうれ しく 思いました。 


べス は、 メグ ゃジ ヨウと 相談して、 型 を えらび、 材 

料 をと とのえ て、 スリッパ をつ くり はじめました。 紫 

紺の 布地に、 しなやかな 三色 すみれの 花 をお いたのが、 

たいそう かわいい と、 みんなが いいました。 べス は、 

手が 器用で したし、 ほとんど 朝から 晚ま でか かりきり 

でした から、 まもなく できあがりました。 それから、 

べス はごくみ じかい 手紙 を 書き、 口 ー リイに 頼んで、 

ある 朝、 老人が まだ 起きない うちに、 こっそり 書斎の 

テ ー ブルの 上に、 スリッパと いっしょに、 のせて おい 

て もらいました。 

べス は、 心待ちに、 待ち ましたが、 その 日 も、 つぎ 


の 日の 朝 も、 なんの 返事 もありません。 きっと 老人 を 

おこらせ たの だと、 べスは 心配し はじめました。 けれ 

ど、 その 日の 午後、 べス がちよ つと お使いに 出た 帰リ 

に、 思いがけない ことが 起り ました。 べスが 家の ちか 

くまで 来たと き、 四つの 頭が 客間の 窓から、 見え、 た 

くさん 〔# 「たくさん」 は 底本で は 「たんさん 匕 の 手が ふ 

られ、 いっせいに さけぶ 声が 耳 をう つたので す。 

「口— レンス さんから 御 返事よ！」 

ベ スは胸 を とどろかせながら、 いそいで 帰って来 ま 

した。 すると、 姉妹た ち は 扉 口のと ころに 待って いて、 

べス をつ かまえ、 わいわいい いながら かついで、 客間 


へ つれていきました。 

「ほれ、 あれよ！」 と、 みんなが、 ゆびさす ほう を 見 

たと き、 ベ スは うれしい のと、 おどろいた のとで、 まつ 

さおな 顔色に なりました。 ああ、 そこに は、 小さな キヤ 

ビ ネット. ピアノが おいてあって、 ぴかぴかした ふた 

の 上に 「エリ ザべ ス • マ ー チ さん」 にあて た 手紙が のつ 

て いました。 

「あたしに？」 と、 ベ スはジ ヨウに つかま リ、 たおれ 

そうな 気がしながら、 あえぐ ようにい いました。 ジョ 

ゥは、 手紙 を わたしながら、 

「そう、 あんた によ、 いい 方ね、 世の中で 一ばん いい 


おじいさんね、 かぎ も 手紙の なかに ある わご といい ま 

した。 

「読んで ちょうだい、 わたし 読めない わ。 へんな 気が 

して、 ああ、 とてもす てき！」 と、 ベ スは そのお くり 

ものに、 すっかり どぎもをぬかれて しまって、 ジ ヨウ 

の エプロンに 顔 を かくしました。 ジ ヨウ は、 手紙 を 開 

きました が、 最初の 言葉 を 見て 笑い出しました。 そこ 

に ま、 

「マ— チ さん、 親愛なる おくさん」 と、 書いて あった 

力ら てす 

「まあいい こと！ あたしに も、 だれかが そんな ふう 


に 書いて 手紙 くれる といい わごと、 エミ ィ がいい まし 

た。 エミ ィは、 こういう むかし 風の 書き出し は、 たい 

そう 上品の ように 思われました。 

「小生 これまでに、 かず 多く スリッパ を 使用いた し 候 

が、 あなたよ リ おくられし スリッパの ごとく、 小生に 

似合う もの これな く、 三色す みれ、 すなわち 心 を 安め 

る 花 は、 小生の 愛する 花に て、 やさしき おくり 主 を 常 

に 思い起させて くれる ものと 存じ 候。 よって 小生 は 小 

生の 負債 を はらいたく、 なにとぞ この 老 紳士の 小さき 

孫の ものたり し、 ある もの を、 あなたに おくる こと を 

お許し 願い 上げ 候。 心よりの 感謝と 祝福 を こめて、 あ 


なた の よろこんで いる 友 だち でも あり、 いやしき 召使 

の、 ジ ェ —ムス •  口— レンス ご 

「ねえ、 べス、 あなた、 じまんして もい いわ！  口 1 

リイが 話し だけど、 おじいさん 〔# 「おじいさん」 は 底本 

では 「おじい ささん 匕 は、 亡くなった お孫さんが すきで、 

その お孫さんの もの はちゃん としま つてお おきになる 

んで すって。 その ピアノ を、 あなたに 下す つたの よ。 

大きな 青い 目 をして、 音楽が 好きな ためよ ご 

ジ ヨウ は、 そういって、 今までに 見た ことがない ほ 

ど、 たかぶって、 ふるえて いるべ スを、 おちつけよう 

としました。 すると、 メグ も、 


「ごらんなさい。 この 口 ー ソク 立て、 まんなかに 金の 

ばらの あるみ どり 色の 絹のお おい、 きれいな 楽譜 かけ 

に、 腰かけと、 みんな そろってる わご と、 楽器 を 開け 

て、 そのき れいな もの を 見せながら いいました。 

そのと き、 

「さあ、 ひいて ごらんなさい まし、 かわいい ピアノの 

音 を 聞かして 下さい ご と、 家族の よろこび にも かなし 

みに も、 いつでも 仲間入り する 女中の ハンナが いい ま 

した。 

そこで、 べスが ひきました。 みんな は 口 を そろえて 

こんない い 音 は 聞いた ことがない といい ました。 それ 


は、 あたらしく 調律され て、 調子が ととのって いまし 

た。 ああ、 なんというす ばらしい 音色だった でしょう- 

「おじいさんと こへいって、 お礼 をい わなく ちゃい け 

ない わご と、 ジ ヨウが、 じょうだんの つもりで いい ま 

した。 むろん、 はにかみ屋 のべ スが、 ほんと にいく と 

は 〔# 「と は」 は 底本で は 「とほ 匕 思わな か つたから です 

が、 べス は、 

「ええ、 いく わ、 今す ぐ」 と、 いって、 庭に ぉリ、 生 

垣 をく ぐり、 口— レンス 邸の 扉 を 開けて はいって いき 

ました。 これに は、 みんな は、 あきれて しまいました 

が、 べス がそれ からどう し たかを 知れば、 もっとお ど 


ろいた にち がいありません。 というの は、 べスは 書斎 

の 扉 をた たき、 おはいり という 声 を 聞く と、 はいって 

いき、 おどろく 口 ー レンス さんの そばへ 立ち、 手 を さ 

し 出しながら、 

「あたし、 お礼 を 申しに 来ました ご と、 いい ましたが 

やさしい 老人の 目につき あた つ て、 もうあとの 言葉が 

出 なくなり、 いきなり、 老人の 首に だきついて、 じぶ 

んの唇 を あてました。 

老人 は、 たとい、 屋根が ふいに ふきとばされても、 

もっとお どろき はしないでしょう。 老人 は、 すっかり 

おどろき ましたが、 それが うれしく、 その かわいい 唇 


づけで、 い つもの ふきげん は 消えう せて しまいました _ 

老人 は、 べスを じぶんの ひざの 上に のせて、 そのし わ 

だらけの ほお を、 べス のばら 色の ほおに すりよせ、 ま 

るで じぶんの かわいい 孫娘が、 生き かえって 来たよう 

な 気持に なりました。 べス は、 〔# 「」 は 底本で は 「。匕 

そのと きから、 もう 老人 を こわがら なくなりました。 

そして、 まるで 生れた ときから、 ずっと 知っている 人 

に 話す ように、 やすらかな 気持で 話しました。 なぜな 

ら、 愛 はお それ をお いのけ、 感謝 は 誇り を おしつぶす 

からです、 べスが 家へ 帰る とき、 老人 は 門まで 送り、 

あたたかい 握手 をして くれました。 そして、 いかにも 


りっぱな 軍人ら しく 帽子に 手 を かけて、 敬礼 をし、 堂々 

とひき かえして いきました。 

姉妹た ち は、 その ありさま を 見て、 おどろく とと も 

に、 うれしくて たまりません。 ジ ヨウ は、 じぶんの 満 

足 を あらわす ために、 おどりあがって ダンス を はじめ、 

ェ ミィ はび つくりして、 窓から ころげおちそう になり、 

メグ は 手 を あげて 叫びました。 

「まあ、 この 世の中 は、 とうとうお しまいが 来たよう 

ね！」 


第 七 はずかしめの 谷 

ある 日、 口 ー リイが 馬に のつ て、 家の 前 をむ ち を ふ つ 

て 通りす ぎる の を 見て、 エミ ィが いいました。 

「口— リイさん が、 あの 馬に つかう お金のう ち、 ほん 

のす こしで も ほしい わご 

メグが、 なぜお 金が いるの か 尋ねます と、 

「だって、 わたした くさん お金が いるの、 借りが ある 

ん です もの、 お 小 遣 は、 あと 一月 もしない ともらえ な 

いし ご 


「借りが あるって？ なんの こと？」 

メグ は、 まじめな 顔に なりました。 

「塩漬の ライム、 すくなく つても、 ーダ ー スは 借りが 

あるの。 それに、 おかあさん は、 お 店から つけで もつ 

て 来る のい けない とおつ しゃる しご 

「すっかり 話して ごらんなさい よご 

「今 ライムが はやって いるの？」 

「ええ、 みんな ライム 買う わ。 メグさん だって、 けち 

だと 思われた くなかったら、 きっと 買う わ。 そして、 

みんな 教室で 机の なかに かくして おいてし やぶる の。 

お休み 時間に は、 鉛筆 だの、 ガラス 玉 だの、 〔# 「」 は 


底本で は 「。匕 紙 人形 やなに かと、 とりかえつ こする の。 

また、 好きな 子に は あげる し、 きらいな 人の 前で は 見 

せびら かして 食べる の。 みんな かわりばんこ にごち そ 

うする の、 あたし も、 たびたび ごちそう になった わ。 

それ を まだお 返しして ない の、 どうしても お返しし な 

ければ ねえ、 だってお 返しし なければ 顔が つぶれて し 

まう わご 

「お返しす るのに、 どのくらいい るの？」 

メグ は、 財布 をと り 出しながら 尋ねました。 

「二十 五 銭で たります わ。 あまった ぶんで、 おねえ さ 

ん にも、 ごちそう できます わ、 ライムお 好き？」 


「あまり 好き じ やない わ。 あたしの ぶん も あげます。 

では、 お金、 できるだけ 長く 使う のよ、 ねえさん だつ 

て、 もう そんな にないん ですから ご 

「ありがとう。 お 小 遣の あるの、 いい 気持ね え、 みん 

なに ごちそうし てあげる わ、 わたし この 週 は、 まだ 一 

度 も ライム 食べない わ。 ほんと は 食べたい けど、 お 返 

しで きないのに、 一 つで もいた だくの 気が ひける わご 

つぎの 曰、 エミ ィは いつもより すこし 〔# 「すこし」 

は 底本で は 「す こ 匕 おそく 学校へ 行きました。 けれど、 

しめった、 とび 色の 紙づ つみ を 机のお くにし まう 前に、 

みんなに 見せびらかして しまいました。 すると、 それ 


から 五分と たたぬ うちに、 エミ ィが 二十 四のお いしい 

ライム (エミ ィは その 一 つ を 学校へ 来る 途中で 食べ ま 

した。) を もつ ていて、 それ を大 ぶるまい するとい うう 

わさが、 たちまち 仲間に つたわり、 お 友 だち の、 エミ 

ィ へのお せじ は、 ものすご いものと なりました。 ケ 

ティ はつぎの 宴会に よぶ といい ましたし、 キング スレ 

ィは、 つぎのお 休み 時間まで、 時計 を 貸して あげる と 

いい ましたし、 ライム を もっていない といって、 エミ 

ィを あざけつ たことの ある スノ ー という、 いじわるの 

子 もた ちまち 好意 をよ せて、 ェ ミィの 得意で ない 算数 

を 教えて やる といい ました。 けれど、 エミ ィは、 スノ ー 


のい つたわる 口 を 忘れて はいけ ませんで した。 それで、 

きゅうに そんな 親切 はむ だよ、 あなたに あげない とい 

う、 電報 を 発して、 スノ ー の 希望 をべ しゃん こにして 

しまいました。 

ところが、 ちょうど その 日、 ある 名士が 学校へ 参観 

に 来ました。 そして、 エミ ィ のかいた 地図が おほめに 

あずかりました。 その 名誉に エミ ィは 得意に なり、 ス 

ノ ー ははげ しい 苦しみ を 味わいました。 そこで、 名士 

が 教室から 出て いくと、 重要な 質問で もす るよう な ふ 

う をして、 デビス 先生の そばへ いき、 エミ ィが ライム 

を 机の なかに かくして いる こと を 告げました。 


デビス 先生 は、 きびしい 先生で、 チュウ インガムの 

はやった とき も、 とうとう やめさせて しまい ましたし 

小説 や 新聞 を もって 来る と、 とりあげて しまいました _ 

生徒が 手紙 を やりとり する こと もよ させました。 です 

から、 ライムが はやり だすと、 ライム を もって 来て は 

いけない、 もしもって 来た 者 を 見つけたら むちで うつ 

と、 おごそかに いわた したので す。 それ は、 つい 一週 

間 ほど 前の ことでした。 

それに、 この 日、 先生 はたし かにき げんが わる かつ 

たのです。 それで、 スノ ー の 告げた ライムと いう 言葉 

は、 まるで 火薬に 火 を もっていつ たような ものでした _ 


「みなさん、 しずかに！ エミ ィ. マ ー チ、 机の なか 

の ライム を もつ てこ こへ 来なさい！」 

となりに いた 生徒が、 ささやきました。 

「みんな もっていく ことない わご 

そこで、 エミ ィ はす 早く 半ダ ー ス ほど を、 つつみ か 

らふり 落して、 先生のと ころへ もっていきました。 先 

生 は、 この ライムの においが 大きら いでした から、 顔 

をし かめて、 

「これで、 みんなで すか？」 

「いいえ ご と、 エミ ィは 口ごもりました。 

「のこり を もって 来なさい ご 


エミ ィは、 じぶんの 席へ 帰り、 いわれた とおりに し 

ました。 

「たしかに、 もうの こって いません か？」 

「うそ、 いいません ご 

「よろしい、 それで は、 このき たなら しい もの を、 二 

つず つもって いって、 窓から すてて しまいな さいご 

このはず かしめ に、 顔 を あかく して、 エミ ィは六 度 

も 窓へ 往復し ました。 ライムが すてられ ると、 窓の 下 

の 往来から 子供た ちの よろこびの 声が 起り ました。 み 

んな は、 その 声 を 聞いて、 ライム をお しみ、 無情な 先 

生 をに くみました。 エミ ィが、 すっかり ライム をす て 


てし まう と、 え へんと、 せきばらい をして、 きびしい 

顔つきで い いました。 

「みなさん は、 一 週間 ほど 前に 〔# 「前に」 は 底本で は 

「前た 匕、 わたしが いい 聞かせた こと を おぼえて いる は 

ずです。 ところが こうした ことが 起って、 まことに ざ 

ん ねんです。 わたし はじ ぶんの つくった 規則 を まもり 

ます。 さ、 マ ー チ、 手 を 出しな さいご 

エミ ィは、 びっくりして、 りょう 手 をう しろへ まわ 

し、 かなし そうな、 許し を 乞うよう な 目 をし ました。 

エミ ィは、 先生のお 気に いっていた 生徒の 一人でした 

し、 その 嘆願の 目つ き は 言葉よりも つよく、 先生の 心 


を 動かした ようで したが、 だれかが 〔# 「だれかが」 は 

底本で は 「だれかが だ」 r ちえつ！  〔# 空白 は 底本で は 

欠落〕 と、 舌う ちす る 音が したので、 かんしゃくもちの 

先生 は、 エミ ィを 許す ことなん か、 考えよう ともせず 

「手 を 出して、 さあ！」 と、 宣告 〔# 「宣告」 は 底本で 

は 「宜告 匕 をして しまいました。 

エミ ィは、 自尊心の つよい 子でした から、 泣いたり 

あやまった りする ような こと はなく、 頭 を もたげ ひる 

むこと なく、 その 手が はげしく 五六 度う たれる ままに 

まかして いました。 けれど、 人から うたれ るの は、 こ 

れが はじめてで、 その はずかしめ は、 エミ ィに とって 


は、 先生から なぐりたおされた ほどに も 感じました。 

「休み 時間まで 教壇の 上に 立って いなさい ご 

デビス 先生 は、 どこまでも、 ばつ を 加える つもりで 

した。 

これ も エミ ィに とって、 たまらない はずかし めでし 

た。 けれど、 それ を やらなければ なりません。 エミ ィ 

は、 その 場に たおれそう になる 足 を ふみしめて、 その 

不名誉の 場所に 立ち、 まっさおな 顔 をして 立ちつ づけ 

ました。 一 時間 ほどに も 思われる 十五 分が すぎ、 先生 

力 

「休め、 もうよ ろしい、 エミ ィ」 と、 いった ときには 


もうう たれた 手の 痛み を 忘れ、 うれしくて たまり ませ 

ん でした。 エミ ィは、 だれに も 口 をき かず、 ひかえ 室 

へいき、 じぶんの もの を ひっつかんで 二度と 来る もの 

かと、 怒りの 言葉 を もらして、 立ち去りました。 

エミ ィが、 家へ 帰った とき、 すっかり しょ 気て いま 

した。 やがて、 ねえさん たちが 帰って きました。 ねえ 

さんたち は 話 を 聞いて すっかり ふんがい しました。 

メグ は、 エミ ィの はずかしめられた 手 を、 リス リン 

と 涙で 洗って やり、 ジ ヨウ は、 すぐに デビス 先生 をし 

ばり あげろ といい ました。 べス は、 じぶんの かわいい 

ねこ も、 こんなと きの エミ ィに はなぐ さめに ならない 


と、 思いました。 ハンナ は、 わる 者め と、 いって、 げ 

んこを ふりあげ、 夜の 食事の じ やがい もが、 わる 者で 

でも あるよう に、 すりこ 木で つぶしました。 ただ、 お 

かあさん だけ は、 あまり 口 もき かず、 心 をいた めて い 

たようで したが、 エミ ィを やさしく なぐさめました。 

エミ ィが 逃げて 帰った こと は、 親しい 友 だち の ほか、 

だれも 気がつきませんでした。 けれど、 よく 気の つく 

生徒た ち は、 デビス 先生が、 その 日の 午後から たいへ 

ん やさしくな リ、 それでいて いつにな くびく びくして 

いるのに 気がつきました。 ちょうど 授業のお わる ころ、 

こわい 顔 をした ジ ヨウが 来て 先生に 母の 手紙 を わたし 


ました。 

〔# 空白 は 底本で は 欠落〕 それから、 のこって いた ェ 

ミィの もちもの を 一 まとめに まとめる と、 それ を もつ 

て 帰つ ていきました。 

その 晚、 おかあさんが いいました。 

「エミ ィ、 退学 させました。 むちで ぶっこと に は 賛成 

できません。 デビス 先生の 教育 方針に も 感心で きない 

し、 友 だち も ためになら ないようです。 けれど、 ほか 

の 学校へ かわる こと は、 おとうさんに うかがつ てから 

でない とでき ません。 だから、 まい 日、 これからべ ス 

といつ しょに 勉強す るんで す。 ただ、 あなたが ライム 


を 机の なかに いれて いた こと は、 同情で きません。 規 

則 を やぶ つたので すから ご 

「ね、 おかあさん は、 あたしが あんな ふうに、 人の 前 

では じ を かかされ たの を、 あたり 前と 思って いらつ 

しゃ るんで すか？」 

「あやまち を 改めさせ るのに、 おかあさん ならば、 あ 

ん なやり 方 をし ません。 ただ、 あなた は、 このごろ、 

すこし うぬぼれ 〔# 「うぬぼれ」 は 底本で は 「うぬ ばれ 匕 

が 強くな つてい くようです。 なおさなくて はいけ ませ 

ん。 あなた は、 才能 も ありい い 性質 ももって いるけ ど 

それ を 見せびらかして はだい なしです。 へりくだ ると 


いう 気持、 それが あなた をぐ つと 美しく する でしよ 

うご 

そのと き、 むこうで、 ジ ョ ゥと 将棋 を さしていた 口  — 

リイが 大声で いいました。 

「そのと おり！ 音楽の すばらしい 才能 を もっていな 

がら、 じぶんで は 気づかず にいる、 あるお じょうさん 

を、 ぼく は 知ってい ますが、 その 人 は、 ひとりで いる 

とき、 どんな りっぱな 音楽 を 作曲して いるの か 知らず 

にいる し、 そのこと を 人から いわれても 本気に しませ 

んご 

口 ー リイの そばに 立って いたべ スが、 それ を 聞いて 


い いました。 

「そんなす てきな 方と お 友 だち になりたい わ。 きっと、 

あたしの ためになる 方よ、 あたし なんて、 とても だめ ご 

口 ー リイ は、 いたずらつ 子ら しく、 

「あなた は 知ってい ますよ。 その 人 は、 ほかの だれよ 

リも、 あなたの ためにな つてい ますよ ご と、 いったの 

で、 ベ スは顔 を あからめ 〔# 「あからめ」 は 底本で は 「あ 

かめ 匕、 はずかしがって クッションに 顔 をう めました。 

ジ ヨウ は、 べスを ほめて もらった お返しに、 口 ー リ 

ィに勝 を ゆずりました。 べスは ほめられてから は、 い 

くら すすめられても、 ピアノ を ひこうと しません でし 


た。 口 ー リイ は、 いいき げんで、 たのしそう にうたい 

ました。 

口 ー リイが 帰って 〔# 「帰って」 は 底本で は 「帰て つ 匕 

いってから、 エミ ィは、 

「口— リイ は、 なんでも できる 方な の？」 と、 いうと 

おかあさんが、 

「教育 も あり、 天分 も あるから、 かわいがられて、 増 

長し なければ、 りっぱな 方に おなりで しょうご と、 答 

えました。 

「うぬぼれたり なさらないでしょう？」 と、 エミ ィが 

尋ねました。 


「ちっとも。 だから 人 を ひきつけ るの よご 

「たしかに、 気 どらな いのは、 りっぱな こと だ わご と、 

ェ ミィ はしみ じみい いました。 

「教養と か 才能 は、 へりくだって いても、 あらわれて 

来ます。 見せびらかさなくても いいわけで すご 

ジ ヨウが、 そのと き、 

「あなたの 帽子 や 服 や リボン を、 みんな 一度に 身に つ 

けて、 人に 見せびらかさなくても いいわけ ねごと、 い つ 

たので、 おかあさんのお 説教 は、 にぎやかな 笑い声の 

なかに おしまいと なりました。 


第 八 ジ ヨウの 原稿 

エミ ィが、 土曜日の 午後、 ねえさん たちの 部屋へ い 

くと、 メグと ジ ヨウが 外出の 支度 をして いました が、 

ないしょら しいので、 

「おねえ さんたち、 どこへ いらっしゃ るの？」 と、 尋 

ねました。 すると、 ジ ヨウ は 

「どこへ だってい いじ やない の、 小さな 〔# 「小さな」 

は 底本で は 「小さに 匕 子 はそう 聞きた がらない ものよ ご 


と、 つつ けん どんに いいました。 

「わかった わ！  口— リイと いっしょに、 七つの 城の 

お 芝居 を 見に いらっしゃる のね。 あたし もい くわ。 お 

かあさん は、 見ても いいとおつ しゃった わ。 あたしお 

小 遣 も あるし ご 

メグ は、 なだめす かすよう に、 

「まあ、 あたしの いう こと をお 聞きな さいよ 〔# 「お 聞 

きなさい よ」 は 底本で は 「お 聞ぎ なさい よ 匕。 おかあさん 

は、 あなたの 目が まだな おってい ないから 来週べ スゃ 

ハンナと いっしょに、 いくとい いって ご 

エミ ィは、 あわれつ ぼい 顔 をして、 


「いや だ あ、 おねえ やん や 口 ー リイと いく、 半分 もお 

もしろ く  〔# 「おもしろく」 は 底本で は 「お おもしろく 匕 

ない わ。 ね、 お願い だからい かせて よ。 長い こと かぜ 

ひいて 家にば かりい たんです もの、 ねえ、 おとなしく 

します から ご と、 せがむ のでした。 

「いっしょに 〔# 「いっしょに」 は 底本で は 「いっしに 匕 

つれていって はどう？ あつ 着させて いけば、 おか あ 

さんだつて、 なにも おっしゃらないで しょうご と、 と 

うとう メグが、 しかたがない というよう にいい ました 

「それなら、 あたしい かない わ。 二人 だけ 招待され た 

のに、 つれてい くの は 失礼 だ わご 


この ジ ヨウの いいかた や 態度 は、 ますます エミ ィを 

怒らせました。 靴 を はきながら、 エミ ィは、 

「メグね えさん がいいって おっしゃ つたから 〔# 「か 

ら」 は 底本で は 「かち 匕、 あたしい きます。 じぶんで 切 

符買 うから、 口— リイに めいわく かけません ご 

「あたした ちの は 指定席よ。 と、 いって、 あなた 一人 

はなれて いられない しさ、 そうすると、 口— リイが じ 

ぶんの 席 を ゆずるでしょう 〔# 「でしよう」 は 底本で は 

「でで よう 匕。 それじゃ、 つまらない。 もしかしたら、 

口 ー リイが 切符もう 一枚 買う かもしれ ない けど、 それ 

じ やず うずう しい わ。 だから、 おとなしく 待って い 


ら つ しゃ いご 

ジ ヨウ は、 仕度に あわてて、 針で 指 を さした ので、 

ますます ふきげん になって、 エミ ィを しかりつけ まし 

た。 

エミ ィは 泣き出しました。 メグが なだめて いると、 

階下で 口— リイが よんだ ので、 二人 は、 いそいで おり 

ていきました。 二人が 出かけて いくの を、 エミ ィは窓 

から 見お ろして、 おどかす ように さけびました。 

「今に、 後悔す る わよ。 ジ ヨウさん、 おぼえて いらつ 

しゃい！」 

「ばかな！」 と、 ジ ヨウが やり 返して、 玄関の 扉をぴ 


しゃ つ と 閉めました。 

「七つの 城」 のお 芝居 は、 とてもよ かった ので、 三人 

はたの しく 見物し ました。 けれど、 ジ ヨウ はとき どき 

きれいな 王子 や 王女に 見 とれながら も、 〔# 「」 は 底本 

では 「。匕 心に くらい 影が さしました。 妹が、 後悔す る 

わよ といった 言葉が、 あやしく、 耳に のこって いたか 

ら でした。 

ジ ヨウと エミ ィは、 前から よく はげしい けんか をし 

ました。 二人とも 気が みじかく、 かつと すると ひどく 

めんどうな ことになる のでした。 けれど、 二人とも 長 

く 怒る こと はなく、 けんかの 後で は、 たがいに よくな 


ろうとす るので すが、 日が たっと、 またく り 返す こと 

になる のでした。 

二人が 家へ 帰った とき、 エミ ィは 知らん顔 をして 本 

を 読んで いました。 ジ ヨウ は、 帽子 を 二階へ しまいに 

いきまし たが、 この 前 けんか をした とき、 エミ ィがひ 

き 出し を ひっくり返 したので、 たんす やかばん や、 た 

なの 上な ど を しらべ ましたが、 なんとも なって いない 

ので、 エミ ィが じぶん を 許して くれた ものと 思い まし 

た。 

けれど、 それ はジ ヨウの 思いち がいで ある ことが、 

あくる 曰に なって わかりました。 その 曰の 午後 ジ ヨウ 


〔# 「ジ ヨウ」 は 底本で は 「メグ 匕 は 血相 を かえて、 メグ 

とべ スと エミ ィが 話しあって いると ころへ、 とびこん 

で 来て、 息 をき らして 尋ねました。 

「だれか、 あたしの 原稿と つた？」 

メグと べス は、 いいえと いい ましたが、 エミ ィは炉 

の 火 を つ つ いて だま つ て いました。 

「エミ ィ、 あなたで すね ご 

「あたし、 持って ない わご 

「じ や、 どこに ある？」 

「知らない わご 

「うそつき！ 知らない とはい わさない わ。 さあ、 早 


い 白状なさい。 白状し ないか ご 

ジ ヨウ は、 ものすごい 顔で どなりました。 

「いくらでも 怒る がいい わ。 あんなつ まらない 原稿な 

んか、 もう 出ない わよ ご 

エミ ィは、 どうに でも なれと いうよう な、 いいかた 

でした。 

「どうして！」 

「あたしが 焼い ちゃった から ご 

「なに？ あんなに 苦労して、 おとうさんが お帰りに 

なる までに 書き あげる つもりの、 あの 大切な 原稿 を、 

ほんと に 焼いた の？」 


ジ ヨウ は、 まっさお になり、 目 は 血ば しり、 ふるえ 

る 手で ェ ミィに とびかか リ ました。 

「ええ、 焼いた わ。 昨夜、 いじわるし たからよ。 お ぼ 

えてい らっしゃい といった でしよう ご 

ジ ヨウ は、 悲しみと 怒りに、 かつと なって、 

「ばか、 ばか！  二度と 書け ない のよ。 あたし 一生 あ 

なた を 許さない ご 

メグ もべ スも、 どうしょう もありませんでした。 

ジ ヨウ は、 エミ ィの 横つ つら を ひっぱたいて、 部屋 を 

とび 出し、 屋根 部屋の ソファに 身 を 伏せて 泣きました。 

おかあさん は、 帰宅して その 話 を 聞き、 エミ ィ をし 


かりました。 エミ ィ はわる いこと をした と 思いました 

けれど、 ジ ヨウの 原稿 は、 五六 篇の かわいい お伽話で 

したが、 文学的 才分と 全 精力 を 数年間 かたむけて 書い 

たもので、 ジ ヨウに とって は、 とり 返しの つかぬ 損失 

でした から、 ジ ヨウ は、 お茶の ベルが 鳴った とき、 い 

かに もこ わい 顔 をして 出て 来ました。 エミ ィは、 あ 

りった けの 勇気 を ふるい 起して、 

「ジ ヨウ、 ごめんなさいね、 あたし、 ほんとう にわる 

かった わご と、 あやま リ ました。 

ジ ヨウ は、 ひややかに、 

「許して あげる もの かご と、 答え、 エミ ィに とりあい 


ませんで した。 

だれも、 この 大事 件の こと を 口にしませんでした。 

ジ ョ ゥが じぶんの 怒り を やわらげ るまで、 なに を い つ 

て もしょうがない からです。 そんな わけで、 その 晚は 

たのしく なく、 みんな だまって 針仕事 をし ました。 お 

かあさんが、 おもしろい 物語 を 話しても、 なに かもの 

足りなくて、 家庭の 平和 は、 すっかりみ だされて いま 

した。 〔# 「いました。」 は 底本で は 「いました。 いました 匕 

おもくるしい 気分 は、 メグと おかあさんが うたっても 

晴れませんでした。 

おかあさん は、 ジ ヨウに おやすみなさいの キッス を 


したと き、 やさしい 声で、 

「ねえ、 怒り を 明日まで 持ち越さな いように、 今夜 中 

にき げん をな おしまし ようね。 おた がいに、 ゆるし 合 

い 助け合いましょう。 明日から は、 またたの しくね ご 

と、 ささやきました。 

ジ ヨウ は、 おかあさんの 胸に、 顔 を うずめました。 

悲しみと 怒り を、 涙で 流したかった。 けれど、 あまり 

にいた では 深く、 とうとう 頭 を ふり、 エミ ィに 聞え よ 

がしに、 

「あんまり ひど いんです もの、 許して やれません わご 

そうい つ て、 ジ ヨウ は、 さっさと 寝室へ い つ てし まつ 


たので、 その 夜 は おもくるしい 気分で おわりました。 

つぎの 日 も、 おもくるしい 気分 は 去らず、 みんなつ 

まらな そうでした。 ジ ヨウ は、 ぷんぷんして、 口— リ 

ィを 誘って スケ— トに でもい つ てみ ようと 思って 出か 

けて いました。 エミ ィは、 じぶんの ほうから あやまつ 

たのに、 ジ ヨウが まだ 怒って いるので、 なお 気 を わる 

くしました。 メグ は、 エミ ィに むかって、 〔# 「ご は 底 

本で は 「、」 匕 

「あなたが わるかった のよ。 大切な 原稿 をな くされた 

ん です もの、 なかなか 許せない わ。 だけど、 いいおり 

を 見て、 あやまれば いいと 思う の。 だから、 あなた も 


スケ —， ^にいって ごらんなさい。 そして ジ ヨウが 口  — 

リイと 遊んで、 きげんが よくな つたと き、 ジ ョ ゥ にキッ 

ス してして あげる か、 なに かや さしい ことして あげる 

のよ。 そしたら、 心から 仲な おりして くれる にち がい 

ない わご 

この 忠告が 気に いったので、 エミ ィは いそいそと 仕 

度 をして、 後 をお いかけました。 川まで は、 そんなに 

遠くなかった が、 エミ ィが いったと き、 二人 はすべ る 

用意が できて いました。 ジ ヨウ は、 エミ ィの すがた を 

見る と、 くるりと せなか をむ けました。 口— リイ は、 

ェ ミィの 来たのに 気がつかず、 氷の あっさ を しらべる 


ために、 その ひびき を 聞き わけながら、 用心ぶ かく 岸 

に そってす べってい きました。 口— リイ は、 角 を まが 

ると さ、 

「岸に ついて 来なさい。 まんなか は あぶない ご 

そういって、 すがたが 見え なくなりました。 

ジ ヨウが、 すべって、 その 角まで いったと き、 エミ 

ィ はずつ と はなれた ところで、 川の まんなかへ すべつ 

ていきました。 ジ ヨウ は、 みょうな 心さ わぎ をお ぼえ 

ましたが、 ふいに 氷の さける、 ばりつ という 音と とも 

に 水け むり をた て、 エミ ィ がりょう 手 を あげ、 悲鳴と 

ともに 落ち こむ の を 見ました。 その 悲鳴に、 ジ ヨウ は 


、お 臓が とまると 思う くらい、 おどろきました。 口 ー リ 

ィを よぼうと しました が 声が 出ません。 すると、 なに 

かが、 じぶんの そば を 走った と 思う と、 

「ぼう を もって 来て、 早く、 早く！」 と、 口 ー リイの 

どなる 声が 聞え ました。 

それから、 ジ ヨウ は、 まるで 夢中でした。 ただし 冷 

静な 口— リイの さしずの ままに なって、 おびえて いる 

エミ ィを 救い あげる こと 〔# 「こと」 は 底本で は 「こと 

と 匕 がで きました。 

ふるえて、 ぼと ぼと しずく をたら しながら 泣いて い 

る エミ ィを、 二人 は 家まで つれて 帰りました。 ジ ヨウ 


は、 口 ひとつきかず、 青い 顔 をし、 手に きず をし、 服 

はさけ たままで、 とびまわり、 なにかと 用事 をし まし 

た。 さわぎが おさまった 後、 エミ ィは 毛布に くるまつ 

て炉の 火の 前で ねむって しまいました。 

おかあさん は、 エミ ィの そばに すわって ましたが、 

ほっとして、 ジ ヨウ を よんで、 手に ほうたい をして や 

りました。 

「おかあさん、 だいじよ ぶでしょう か？」 

「ええ、 けが もして いないし、 かぜ も ひかなかった よ 

うです。 あなたが、 よくく るんで、 大 いそぎで つれて 

来て くれた からね ご 


「口 ー リイが、 みんなして くれたの です。 わたし は、 

エミ ィを ほっとい たから、 一人です べっていって 落ち 

たんです。 もしかして 死んだら、 あたしの せいです 

わご 

ジ ヨウ は、 後悔の 涙 を 流し ましたが、 それ はもつ と 

重い 心の 痛みから のがれる ことので きた、 感謝の 涙で 

も ありました。 

「みんな、 あたしの、 おそろしい かんしゃく からです 

わ。 ああ、 どうして、 こうなんでしょう。 おかあさん 

どうぞ あたし を 救つ て 下さい ご 

「ええ、 ええ、 救って あげます よ。 そんなに 泣かない 


でね。 今日の ことよく 覚えて おいて、 二度と しないと 

誓いなさい。 おかあさん 〔# 「おかあさん」 は 底本で は 

「おお あさん 匕 だって、 じつは、 あなたと おなじく らい、 

かんしゃくもち なんです よ。 それに、 おかあさん はう 

ち 勝とうと して いるんで す。」 

「まあ、 おかあさんが？ だって、 一度 だって、 かん 

しゃく を 起しな すった の、 見た ことがありません わご 

ジ ヨウ は、 おどろし い 目 を まるくし ました。 

「なおす のに 四十 年 かかりました。 やっとお さえられ 

るよう になり ました。 ほとんど、 まい 曰、 怒りた くな 

るけ ど、 顔に 出さぬ ようになった のです。 これから は、 


怒りた く  〔# 「怒りた く」 は 底本で は 「怒りたくない 匕 な 

ら ないように したいので すが、 それに は、 もう 四十 年 

かかる かもしれ ません ご 

ああ、 その 言葉 はジ ヨウに とって、 どんなお 説教よ 

り、 はげしい おしかりより、 よい 教訓で ありました。 

そして、 四十 年 も 祈りつ づけて 欠点 をな くそうと した 

おかあさん のように、 じぶん もどう かして この 欠点 を 

なおした いと 思いました。 

「ねえ、 おかあさん、 どういう やりかたな さるの？ 

教えて 下さい ご 

「そう、 あたし は、 今の あなたより、 すこし 大きくな つ 


たころ、 おかあさん をな くしました。 あたし は、 自尊 

心が 強いので、 じぶんの 欠点 を たれに うち 明ける こと 

もで きず、 ただ 一 人で 長い 年月 を 苦しみました。 なん 

度 も 失敗して、 にがい 涙 を 流しました。 そのうちに、 

あなたた ちのお とうさんと 結婚して、 しあわせ になつ 

たので、 じぶん をよ くす る ことが、 らくに なりました。 

けれど、 四 人の 娘が でき、 貧乏に なって 来る と、 また 

またむ かしの わるい 欠点が でて 来そう です。 もともと、 

あたし は 忍耐 心がない ので、 娘た ちがな にか 不自由し 

ている の を 見る と、 とてもた まらない 気持に な るんで 

すご 


「まあ、 おかあさん！ それじゃ、 なにが おかあさん 

を 救つ て 下す つたんで すか？」 

「あなたのお とうさんです。 おとうさん は、 忍耐な さ 

います。 どんなと きも、 人 をうた がう ことなく 不平な 

く、 いつも 希望 を もってお はたらきになります。 おと 

うさん は、 あたし を 助け なぐさめ、 娘た ちの 御手 本に 

なる ように、 教えて 下す つたので す。 だから、 あたし 

は 娘た ちのお 手本に なろうと して じぶん をよ くす る こ 

とに 努めました ご 

「ああ、 おかあさん。 もし あたしが、 おかあさんの 半 

分 もい い 子に なれたら 本望です わご 


「いいえ、 もっともつ といい 人に なって 下さい。 今日 

味った よりも、 もっと 大きな 悲しみ や 後悔 を しないよ 

うに、 全力 をつ くして、 かんしゃく をお さえな さいご 

「あたし、 やって みます。 でも、 あたし を 助けて 下さ 

いね。 あたしね、 おとうさん は、 とっても おや さしい 

けど、 ときどき 真顔に おなりに なり、 指に 口 を あてて 

おかあさん を ごらんになる の を 見ました わ。 そうする 

と、 おかあさん は、 いつも 口 をむ すんで、 部屋 を 出て 

いらっしゃいます。 そういう とき、 おとうさんに、 お 

かあさん は、 お気づかせ になつ たんです か？」 

「そうなんです。 そういう ふうに、 助けて 下さいと お 


頼みした 〔# 「した」 は 底本で は 「しんだ 匕 ん です。 おと 

うさん は、 お忘れに ならないで、 あの ちょっと したし 

ぐ さや、 やさしい お 顔つきで、 あたしが きつい 言葉 を 

出しそう になる の を 救つ て 下す つたので すよ ご 

ジ ヨウ は、 おかあさんの 目に 涙が あふれて いるの を 

見て、 いいすぎた かしらと、 心配に なって 尋ねました 

「あたし、 あんな ふうに い つたの、 いけなかった でしよ 

うか？ でも、 あたし 思った こと、 おかあさんに みん 

ない つてし まう の。 とてもい い 気持なん です もの ご 

「ええ、 なんでも おっしゃい。 そう やって、 うちあけ 

て くれる と、 おかあさん は うれしい のよ ご 


「あたし は、 おかあさん を 悲しませ たので はない かと 

思って ご 

「いいえ、 おかあさん は、 おとうさん のこと を 話して 

いるう ちに、 お 留守と いう こと 〔# 「こと」 は 底本で は 

「ごと 匕 がしみ じみ 〔# 「しみじみ」 は 底本で は 「み じみ 匕 

さびしく なり、 おとうさんの おかげと いう こと を 思 つ 

たりした ので ご 

「だって、 おかあさん は、 おとうさんに 従軍な さるよ 

うに、 おすすめ になった し、 出発のと きもお 泣きに な 

ら なかった し、 留守に なつてから も 一度 もこ ぼしたり 

なさらな いし、 だれの 助け も あてに してい らっしゃら 


ないし ご と、 ジ ヨウ は、 いぶかしそう にいい ました。 

「あたし は、 愛する 御 国の ために、 あたしの 一ばん 大 

切な もの を ささげた のです。 どうしてぐ ちがいえ ま 

しょう。 あたしが 人の 助けが いらない ように 見える の 

は、 おとうさんよりも、 もっとい いかたが おかあさん 

が 慰め 励まして 下さる からな の、 それ は、 天国のお と 

うさんで す。 天国のお とうさんに 近づけば、 人の 知慧 

や 力に 頼る 必要 はなく、 平和と 幸福が 生れます。 さ、 

あなた もこのお とうさんの ところへ いきなさい。 すべ 

ての 心配 や 悲しみ や 罪 を もって。 ちょうど、 あなたが 

おかあさんの ところへ 心から 信頼して 来る ように、」 


ジ ヨウの 答え は、 ただお かあさんに、 しっかり すが 

りつく ことでした。 そして、 だまって、 心から ある 祈 

り を ささげ、 いかなる 父 や 母よりも、 いっそう 強い や 

さしい 愛で、 すべての 世の 子供 をむ かえて 下さる 「お 

とうさん」 に、 近づいて いくのでした。 

エミ ィは、 眠った まま、 ねがえり をう つて、 ため息 

をつ きました。 ジ ヨウ は、 今す ぐに、 じぶんの 過失 を 

つぐない たいと 思うた めか、 今までに ない まじめな 表 

情 をし ました。 

「あたし、 かんしゃく をつ ぎの 曰まで もち 越して、 ェ 

ミィを 許さなかった。 もし 口 ー リ さんがいなかったら 


とんだ ことにな つたんだ わ。 ああ、 どうして あたし は 

こんなに いけな いんでしょう？」 

ジ ヨウ は、 エミ ィの 上に よりかかり、 枕の 上の みだ 

れ髪 をな でながら、 そういい ましたが、 それが 聞え た 

ものの ように、 エミ ィ はばつち リ目を 開け、 ほほえみ 

をう かべて 手 を さし 出しました。 二人 はなん ともい い 

ませんで したが、 毛布に へだてられながら も、 しっか 

リと 〔# 「しっかりと」 は 底本で は 「しつ リと匕 抱き合い 

心 こめた キスに、 すべて を 許し 忘れて しまいました。 


第 九 虚栄の 巿 


四月の ある 日、 メグ はじ ぶんの 部屋で、 いもうとた 

ちに かこまれながら、 トランクに 荷物 を つめこん でい 

ました。 おかあさん は、 娘た ちが 年 ごろに なったら 与 

えようと 考えて、 むかしの はなやかだった 時代の 記念 

品の しまって ある 杉 箱 を 開けて、 絹の 靴下と、 きれい 

な 彫刻の ある 扇子と、 かわいい 青い かざり 帯 を 下さい 

ました。 

あくる 日 は、 うらら かな 天気で、 メグ はたの しい 二 


週間の 遠出に 家 を 出ました。 上流の マフ オット 家の 客 

になり にいく のです。 おかあさん は、 あまり この 訪問 

を よろこびませんで したが、 メグが 熱心に 頼む し、 サ 

リイが よく 面倒 を 見る と 約束して くれたので、 冬の 間 

よく はたらいた ごほうび の 意味で 許した ので、 メグ は、 

上流社会の 生活 を 味わう 第 一 歩 を ふみ 出した ので あり 
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マフ オット 家に 客と なって みると、 メグ は そのす ば 

らしい 家 や、 そこに 住む 人々 の 上品 さに、 気 をの まれ 

てし まいました。 その 生活 は、 軽薄で したが、 みんな 

が 親切で したから、 らくな 気持に なりました。 す ばら 


しい ごちそう をた ベ、 りっぱな 馬車で 乗り まわし、 上 

等な 服 を 着か ざって、 なにもせ ずに 遊び暮す こと は、 

たしかに、 たのしい ことでした。 それ は メグの 趣味に 

かない、 メグ は その 家の人た ちの、 会話 や 態度 や 服の 

着こなし や、 髪の ちぢらし かたな ど を、 まねしようと 

努めました。 そして、 金 持の 家の 暮 しの ゆたか さに く 

らべ ると、 貧乏な わが 家の 暮 しが、 いかにも 味気なく 

不幸に 見えて 来ました。 

メグ は、 マフ オット 家の、 三人の わかいお じょう さ 

ん たちの 気に いって、 散歩、 乗馬、 訪問、 芝居 や オペ 

ラ 見物、 夜会な ど、 いつも いっしょに、 たのしい 時間 


をす ごしました。 そして、 ベルに は 婚約者が ある こと 

がわ かリ ましたが、 メグ は それに 興味 を もち、 ロマン 

チックな ことに 思えました。 

マフ オット 氏 は、 ふとった 老 紳士で、 メグのお とう 

さん を 知っていました。 マフ オット 夫人 も、 やはり ふ 

とった 婦人で、 メグ を かわいが つ て くれ、 「ひな 菊さん」 

という 名で、 よんでくれ ました。 

いよいよ、 夜会が あると いう 日、 三人 は みんなす ば 

らしい 服 を 着て、 はしゃいで いるのに、 メグ はじ ぶん 

の ポプリンの 服の みすぼらし さに 心が おもくな り まし 

た。 それでも、 服の ことな ど、 なんとも 思って いない 


ように、 三人 は 親切に メグに むかって、 髪 を ゆって あ 

げ ようと か、 かざ リ帯 をし めて あげよう とかいい まし 

たが、 メグ は その 親切の なかに、 じぶんの 貧し さへの 

あわれ をみ てとり、 いっそう 心 は 重くなる のでした。 

そこへ、 女中が 花の はいって いる 箱 を もって 来 まし 

た。 アン ニイが、 

「ジョ ー ジ から、 ベルへ 来たんだ わご と、 いいました 

が、 女中 は、 手紙 を さしだしながら、 

「マ ー チ さんへ と、 使いの 者が 申しました ご と、 いい 

ました。 

「まあ、 すてき。 どなたから？ あなたに 恋人が ある 


と は 知らなかった わご 

みんな は、 強い 好奇心 をいだ きました。 

「手紙 は 母から、 花 は 口 ー リイから です わご 

「まあ、 そうな の ご と、 アン ニイ は、 みょうな 表情で 

い いました。 

母からの 手紙 は、 みじかい けれど、 よい 教訓でした。 

メグ は ポケットに しまいました。 また、 花 はし ずんだ 

〔# 「しずんだ」 は 底本で は 「じ ずんだ 匕 気持 を ひきたて 

て くれました。 その 幸福な 気持で、 メグ は、 しだとば 

ら をわず かとって、 あと は 気前よ くわけました ので、 

メグの やさし さに 心 ひかれた ようでした。 メグが、 み 


どり のし だ を 髪に さし、 ばらの 花 を 胸に さした ので、 

服 は そのために いくらか ひきた つ て 見えました。 

メグ は、 その 夜、 心 ゆく まで ダンス をし ました。 み 

ん なが 親切に して くれ、 歌 をうた えば いい 声 だと ほめ、 

リンカ ー ン 少佐 は、 あの 目の 美しい 令嬢 は どなたと 尋 

ねました し、 マフ オット 氏 は、 メグの 身体にば ねみ た 

いなもの が ある、 ぜひ メグと ダンス するとい いました。 

こうして たのしく していた のに、 温室の なかに 腰 か 

けて、 ダンスの 相手が アイス クリ— ムを 持って来 てく 

れ るの を 待って いたと き、 うしろで 話す 話し声 を ふと 

聞いて、 メグ は 気分 を こわされました。 


「いくつ ぐら いでしょう？」 

「十七 八 かしら、」 

「あの 娘た ちのうち の 一人が、 そういう ことに、 なつ 

たらたい した ものです よ。 サ リイが いって ましたが、 

あの人た ち は、 このごろ とても 親しくし ていて、 それ 

に、 あの 老人 は 娘た ちに、 まるで 夢中に なって いるん 

です つ て ご 

「それや マ— チ 夫人の 計略です よ。 娘の ほうで はそん 

な 気 はなさそう だけど、」 

そういつ たの は、 マフ オット 夫人でした。 

「あの 子ったら、 おかあさん からだなん てう そついて、 


花が とどいたら 顔 を あかく したわ。 いい 服 さえ 着せた 

ら、 きれいになる でしよう に。 木曜日に ドレス 貸して 

〔# 「貸して」 は 底本で は 「貸しで 匕 あげようと いったら 

あの 子、 気 を わるく する かしら？」 

「あの 子、 自尊心 は 強い けれど、 モス リンの ひどい 服 

しかない の だから、 気 を わるく はしないでしょう。 そ 

れに 今晩の 服 を やぶく かもしれ ないから、 貸して あげ 

る 口実になる わご 

「そうね え。 あたし 口— レンス を よんで、 あの 子 をよ 

ろ こばして あげましょう。 そして、 後で、 からかって 

あげましょう ご 


そこへ、 ダンスの 相手が もどって 来ました。 メグ は、 

今のう わさ 話に 怒り を もやし、 すぐに も 家へ 帰って、 

おかあさんに 心の 痛み を 訴えた くな りました。 

けれど、 メグの 自尊心 は、 むろん そのこと を 〔# 「こ 

と を」 は 底本で は 「ことる」 I- させる わけもなく、 できる 

だけ、 ほがらかに ふるまつ たので、 だれも メグの 努力 

に 気づきませんでした。 

夜会が おわる と、 メグ は ほっとし ました。 ベットの 

なかで 考えて いると、 ほてった ほおに、 涙が 流れ まし 

た。 あのお ろかな うわさ 話 は、 メグに 新ら しい 世界 を 


開いて くれ、 古い 平和の 世界 を 根 こそぎ みだして しま 

いました。 あわれな メグ は、 ねぐるしい 一 夜 を あかし 

おもい まぶたの、 いやな 気分で 床 を はなれました。 

その 朝 は、 だれも ぼんやりして いました。 娘た ちが 

編物 を はじめる 気力が 出た ときには、 もうお ひるで し 

た。 メグ は、 みんなが 好奇心で、 じぶんの こと を 気に 

している こと を 知り ましたが、 ベルが 手 を やめて 感傷 

的ない いかたで、 こういつ たので、 なにもかも わかり 

ました。 

「ねえ、 ひな 菊さん、 木曜日の 会に、 あなたのお 友 だ 

ちの 口— レンス さんに 招待状 を 出し ましたの。 あたし 


たち、 お近づきに なりたい し、 それに、 あなたに 対す 

る 敬意です からね ご 

「御 親切に ありがとう ございます。 でも、 あのかた、 

いらっしゃらないでしょう。 七十に 近い、 お 年より で 

す もの ご 

「まあ、 ずるい、 あたしの いうの は、 わかい かたの ほ 

うよ ご と、 ベル は 笑いました。 

「わかい かたって、 いらっしゃいません わ。 口 ー リイ 

なら、 口— リイなら、 まだ 子供で、 いもうとの ジ ヨウ 

くらいでしょう。 あたし はこの 八月で 十七です もの ご 

「あんな りっぱな 花 をお くって 下す つて、 ほんと にい 


い 方ね ご と、 アン ニイが、 意味 ありげ にいい ました。 

「ええ、 いつでも 下さる の。 あたしの 家の みんなに。 

あのかたの 家に、 いっぱい 花が あるし、 あたしの 家で 

は みんなが 花が すきだ からです。 母と 口 ー レンスさん 

と はお 友 だち でしよう。 だから、 あたした ち 子供 同志 

も 遊びます の ご 

メグ は、 この 話 を、 うちきって くれれば いいと 思い 

ました。 

「ひな 菊さん は、 まだ 世間の ことにう といの ね ご と、 

クララ はうな ずきながら、 ベルに むか つてい いました 

「まるで、 まだ あかちゃんね ご と、 ベル は 肩 をす ぼめ 


ました。 

そのと き、 マフ オット 夫人が、 レ ー スの ついた 絹の 

服 を 着て はいつ て 来ました。 

「あたし、 これから 娘た ちの もの を、 もとめに まいり 

ますが、 みなさん 御用はありません か？」 

「ございません わ、 おば さま、 ありがとう。 あたし は 

木曜日に は、 あたらしい ピンクの 絹の を 着ます しご と、 

サ リイが いいました。 

「あなた、 なにお 召しになる の？」 と、 メグに サ リイ 

が 尋ねました。 

「昨夜の 白い の を 来ます わ。 ひどく さけ ましたが、 も 


しう まくな おせましたら ご 

「どうして、 かわり を 家へ とりに おやりに ならない 

の？」 と、 気の きかない サ リイが いいました。 

「かわり なんか、 あたしありません わご 

やっと メグが いったのに、 サ リイ は 人の よさそう な 

びっくりした ふうで、 

「あれつ きり、 まあ、」 と、 いいかけ ましたが、 ベル は 

頭 を ふ つ て、 サ リイの 言葉 を さえぎって やさしく いい 

ました。 

「ちっともお かしくな いわ。 まだ 社交界に 出て いない 

のに、 たくさん ドレス こしらえて おく 必要ない わ。 ひ 


な 菊さん、 いく 枚あって も、 お 家へ とりに いかせな く 

て もい いわ。 あたしの 小さくな つた、 かわいい 青色の 

絹の が、 しまって あります から、 あれ を 着て ちょうだ 

ヽ 一 

レな 」 

「ありがとう ございます。 でも、 あたしみ たいな 子供 

に は、 この 前ので たくさんです わご 

「そんな ことおつ しゃらないで、 あなた をき れいに し 

てみたい の。 だれに も 見せない ように 仕度して シン デ 

レラ 姫みたい に、 ふたりで ふいに 出て いって、 みんな 

を おどろか したいの ご と、 ベル は 笑いながら、 けれど、 

あたたかい 気持です すめる ので、 メグ も それ を こばむ 


こと はでき ませんで した。 

木曜日の 夕方、 ベルと 女中で、 メグ を 美しい 貴婦人 

にし あげました。 髪 を 力— ルし、 いい 香りの 白粉 をぬ 

りこみ、 唇に さんご 色の 口紅 をぬ リ、 空色の ドレス を 

着せ、 腕 環、 首 かざり、 ブロ ー チ など、 装身具で かざ 

りたて ました。 美しい 肩 は あらわに、 胸に ばらの 花 は 

あかく、 ベル も 女中 も、 ほれぼれと 〔# 「ほれぼれと」 

は 底本で は 「ほれ ばれと 匕 ながめました。 

「さあ、 みんなに 見せて あげましょう ご と、 ベル 〔# 

「ベル」 は 底本で は 「ベる 匕 は、 ほかの 人 たちのつ めかけ 

ている 部屋へ、 メグ を つれていきました。 


メグ は、 ハイ ヒ— ルの 青い 絹の 舞踏靴 を はき、 長い 

スカ— トを ひきずり、 胸 を わくわく させながら 歩いて 

いきました。 鏡が かわいい 美人 だと、 メグに はっきり 

教えて くれたので、 メグ はかね ての 望みが かなえられ 

た 満足 を 味わい、 じぶんから 進んで、 美し さ を、 見せ 

びら かそうと さえし ました。 ベ ルは、 ナンと クララに 

むかって、 

「あたしが、 着かえ て 来る 間に、 ナン、 あなた は 裾 さ 

ばき と、 靴の ふみかた を 教えて あげてね。 ふみちがえ 

てつまず くと いけない から、 それから、 クララ、 あな 

たの 銀の ちょうち よ を、 まんなか にさして 髪の 左が わ 


の 力— ルを とめて あげてち ようだい 〔# 「ちょうだい」 

は 底本で は 「ようだい」 r あたしの つくった、 すてきな 

作品 を だめに しちやい やよ ご と、 いって、 じぶんの 成 

功に、 さも 満足ら しい 顔つきで、 いそいで 出て いきま 

した。 

ベルが 鳴り ひびき、 マフ オット 夫人が、 使い をよ こ 

して、 娘た ちに すぐ 来る ように、 告げた とき、 メグ は 

サ リイに、 ささやきました。 

「あたし、 階下へ いくの こわい わ。 なんだか、 とても 

へんな、 きゅうくつな 気持で、 それに 半分、 はだかみ 

たいで ご 


「とても きれいだ からい いわ。 あたし 〔# 「いい わ。 あ 

たし」 は 底本で は 「いい わ あ。 たし 匕 なんか とても くら 

ベ ものに ならない。 ベルの 趣味 はすて き、 ただつ まず 

かないよ うにね ご 

心の なかに その 注意 をた たみこんで、 メグ は 無事に 

階段 をお り、 客間へ、 しずかに はいって いきました。 

メグ は、 たちまち みんなの 目 を ひきつけ 〔# 「ひきつけ」 

は 底本で は 「ひさつけ」 r この 前の 夜会のと きと、 まる 

でちがって、 わかい 紳士た ちが、 ちゃほやして、 いろ 

いろ 気に いるよう な こと を 話しかけました。 ソファに 

腰かけて、 他人の 品定め をして いた 数人の 老婦 人た ち 


は、 メグに 興味 を もち、 なかの 一人が マフ オット 夫人 

に 身 もと を 尋ねました。 

「ひな 菊 マ— チ です。 父 は 陸軍 大佐で、 あたし どもと 

おなじ 一流の 家 がらです が、 破産し ましてね、 口— レ 

ンス さんと 親し いんです。 家の ネッド は あの 子に 夢中 

なんです よご 

「おや、 そうなんで すの ご と、 その 老婦 人 はもつ とよ 

く 見ようと して 眼鏡 を かけました。 

メグ は、 聞えない ふり をし ましたが、 夫人ので たら 

めに は あきれました。 けれど、 その 妙な 気持 を 心の す 

みに おしつけ、 笑い をた たえて、 貴婦人ら しく ふるまつ 


て いました。 ところが メグの 顔から きゅうに 笑いが き 

えました。 正面に 口— リイの 姿 を 見た からで、 その 目 

はじ ぶん を 非難して いるではありません か。 口 ー リイ 

は、 笑って おじぎ をし ましたが、 メグ はこん な 姿で な 

くじ ぶんの 服 を 着て いればよ かった と 思いました。 メ 

グは、 そば へ いき、 

「よくい らっしゃ いました。 お出でにならな いと 思つ 

ていました ご 

「ジ ヨウが、 ぜひい つて、 あなたの ようす を 見て 来て 

ほしいと いうので 来たんで すご 

「ジ ヨウに、 なんて おっしゃる つもり？」 


「どこの 人 だか わからなかった といい ます。 だって、 

まるで 大人み たいで、 あなたら しくな いんです もの ご 

「みんなで こんなな りに させた の、 あたし もちよつ と 

してみたかった けど。 ジ ヨウび つくりす るでしょう 

ね？ あなた もこん なの、 おいや？」 

「ぼく、 いやです。 わざとら しく、 かざりたて たの、 

いやです ご 

年下の 少年から いわれた 言葉と して は、 あまりにす 

る どく、  メグ はふき げんにな つて、 

「あなたみ たいな、 失礼な 人、 知らない わご と、 いつ 

て、 そこ を 去り、 窓ぎ わへ いってた たずみ 〔# 「たたず 


み」 は 底本で は 「たにず み」 r きゅうくつな ドレスの ため 

に、 ほてった ほお を 夜気に ひやしました。 大好きな ヮ 

ルツの 曲が はじまっても、 そのままで いると、 口 ー リ 

ィが 来て、 ていねいに 手 を さしのべました。 

「失礼な ことい つて、 お許し 下さい。 いっしょに 踊つ 

て 下さい ご 

「お 気持 を わるく すると こまります ご 

「いいえ、 ちっとも、 ぼく ダンスした いのです。 その 

ドレス は 好き じ やない けど、 あなた はほんと うに、 す 

てきです。」 

メグ は、 にっこり 笑って 気持 を やわらげ、 二人 は 音 


楽に 合せて おどり はじめました。 

「口— リイ、 あたしの お願い 聞いて ね、 家へ 帰っても 

あたしの ドレスの ことい わないで ね、 家の人々 は、 じょ 

うだん がわから ないし、 おかあさんに は 心配させる か 

らご 

「どうして そんな もの を 着たん です？」 

口 ー リイの 目が なじ つ て いました。 

「どんなに 馬鹿だった か、 自分で お母さんに いうから、 

あなたい わないで よご 

「いわない と 約束し ます。 でもき かれたら どういい ま 

しょう！ 一 


「あたしが きれいで、 たのしそう だった とだけ、 いつ 

てちょう だ いご 

「きれいだ けど、 さあ、 たのしそう かしら？ たのし 

そうに 見えない ご 

「ええ、 たのし くないの。 おもしろい ことして みた 

かった けど、 やっぱり 性に あわない わ。 あきて しまう 

わご 

このと き、 マフ オット 家の 若 主人の ネッドが 来たの 

で、 口 ー リイ は 顔をしかめました。 

「あの人、 あたしに 三回 も ダンス を 申し こんでい るの 

だから 来たんで しょうご 


メグが いかにもい やそうに いうので、 口— リイ は、 

これ はお もしろ いと 思いました。 

口 ー リイ は、 それつ きり 夕飯のと きまで、 メグと 話 

しません でした。 食事のと き、 ネッドと その 友達の 

フ イツ シャァ を 相手に、 メグが シャンペン 酒 を 飲む の 

を 見た 口— リイ は、 だまって いられませんでした。 

「そんな もの 飲む と、 明日、 頭痛が します よ。 ぼく は 

飲みません。 おかあさん だって 〔# 「だって」 は 底本で 

は 「たって 匕、 お 気に いらないで しょうご 

口 ー リイ は、 ネッドと フ イツ シャァ に 聞かれな いよ 

うに、 メグに よりそって、 そうさ さやき ました。 


「今夜 は、 あたし 気ち がいみたい なお 人形な の。 明日 

から はいい 子になる わご 

「それじゃ、 明日 もこ こにいた いんです ね ご 

口— リイに、 ついと はなれて 立ち去りました。 

メグ は、 踊ったり、 ふざけた リ、 しゃべ つたり、 口  — 

リイが あきれる ほど、 はしゃぎました。 帰リ がけに、 

口 ー リイが あいさつに 来る と、 メグ は、 もう 頭痛に な 

やまされて いました が、 

「いいこと！ 頼んだ こと 忘れないで ねごと 、むりに 

笑顔 をつ くって いいました。 

「死 を もっての 沈黙」 と、 口 ー リイ は、 フランス語で、 


芝居が かりで 答えて 立ち去りました。 

メグ は、 もう 疲れき つてい ました。 わびしい 気分で 

床に はいり ましたが、 あくる 日 も 一日 気分が わるく、 

土曜日に なって、 二週間の 遊びと、 ぜいたくざんまい 

〔# 「ざん まい」 は 底本で は 「さんまい 匕 にあき あきして 

家へ 帰って来ました。 

日曜日の 晚、 メグ はお かあさんと くつろい だとき、 

あちこち 見 まわしながら、 

「年中、 お 客 さわぎな どい や だ わ。 しずかに 暮す のた 

のしい わ。 りっぱで なくても、 じぶん 〔# 「じぶん」 は 

底本で は 「じぶ 匕 の 家が 一ばん いい わご と、 のびのび 


した 表情で い いました。 

「そう 聞いて かあさん は うれしい。 あなたが りっぱな 

ところへ いったので、 家が つまらなく  〔# 「つまらなく」 

は 底本で は 「つまち なく 匕、 みじめに 見え やしない かと 

心配して いたのよ ご と、 おかあさんの 目の、 気づか わ 

しそうな 影が 消えました。 

メグ は、 おもしろ そうに、 いろいろの 冒険 を 話し ま 

した。 けれど、 心の中に なに か おもくるし いものが あ 

るら しく、 九 時が うって ジ ヨウが ねようと いい 出した 

とき、 メグ は 〔# 「メグ は」 は 底本で は 「メグに 匕 思い 

き つたと いう ふうに 


「おかあさん、 あたし 白状す る ことがあり ますの ご 

「そうだと 思って いました。 どんな こと！」 

「あたし、 むこうへ いきましょう か？」 と、 ジ ヨウが 

気 をき かしてい いました。 

「いいえ、 いて。 なんでも あなたに は、 うち 明けて る 

じ やない の。 いもうと たちの 前で は、 はずかし いけど、 

あなたに は、 あたしの した、 あさまし いこと、 すつ か 

リ 聞いて ほしい わご 

「さあ、 聞き ましょうね ご と、 おかあさん 〔# 「おか 

あさん」 は 底本で は 「あか あさん 匕 は、 にこに こしながら 

も、 すこし 心配そう でした。 


「みんなで、 あたし を かざりたて たこと は、 お話し ま 

したが、 髪 を 力— ル したり、 白粉 をぬ つたり、 ドレス 

を 着せたり した こと、 まだ 話しませんで したね。 口 ー 

リイ は、 正気の 沙汰で はない と 思った でしよう。 あた 

し は、 お 人形の よう だと か、 美人 だと か おだてられ ま 

した。 つまらな いこと 〔# 「こと」 は 底本で は 「と 匕 と 

はわ かっていながら、 おもちゃに なりました ご 

「それつ きり？」 と、 ジ ヨウが いいました。 

「まだ、 あるの。 シャンペン を 飲んだり、 ふざけたり、 

はねまわったり、 けがらわし いことば かり」 と、 メグ 

は 自責の 念に 堪えられない ようでした。 


「もっと、 なに かあつた でしよう？」 と、 おかあさん 

が、 やさしく メグの ほお をな でながら いいました。 

「ええ、 とてもば かげた ことなの。 だって、 みんなが 

あたしと 口 ー リイの こと、 あんな ふうに いったり 考え 

たりす る のんで す もの ご 

メグ は、 マフ オット 家で 聞かされた いろんな うわさ 

話 をし ました。 おかあさん は、 こんな 考え を 純真な メ 

グの 心に つぎこんだ こと を 不快に 思 つ て、 唇 をぎ ゆ つ 

とむ すんで いました。 ジ ヨウ は、 怒って さけびました 

「そんなば かなこと、 あたし 聞いた ことがない わ。 な 

ぜ おねえさん は、 その 場で いって やらなかった の？」 


「あたしに はでき なかった の。 でも あんまり ひどい の 

で、 しゃくにさわ るし、 はずかし いし、 帰って来 なけ 

れ ばなら ない のに、 帰る の も 忘れて しまって ご 

「あたし たちのよ うな 貧乏人の 子供に ついて、 そんな 

つまらぬ うわさ 話 をして いる こと を、 口— リイに 話し 

たら、 きっと どなりつける でしよう ね ご 

「口 ー リイに そんな ことい つたら、 いけません わ。 ね 

え、 おかあさん ご 

おかあさん は、 まじめな 顔で いいました。 

「いけません。 ばかな うわさ 話 は、 二度と 口にして は 

いけません。 できるだけ 早く 忘れる ことです。 あなた 


をい かせた の は、 おかあさんの 失敗でした。 親切なん 

でしよう が、 下品で、 教養が あさく、 わかい 人た ちに 

いやしい 考え を 持たせる 連中です からね。 メグ、 今度 

の 訪問が あなたに わるい 影響が あるよう なら、 か あさ 

んは 残念です ご 

「御 心配 下さらないで。 あたし は、 自分の いけな かつ 

た 〔# 「なかった」 は 底本で は 「なかつ だ 匕 こと をな おし 

ます わ。 けれど、 あたし は みんなから、 ちゃほやされ 

て、 ほめられ るの、 わるい 気 はしません の ご 

メグ は、 はずかしそう にいい ました。 

「それ は、 しぜんな 気持です。 それが ために、 ばかげ 


たこと をし なければ いいんです。 ただ、 ほめられ たと 

き、 それだけの 価値が じぶんに あるか 反省して、 美し 

い、 へりくだる 娘になる ことです ご 

それから、 話 は 計略の ことにな りました が、 メグ は 

おかあさんに むか つ て 尋ねました。 

「マフ オット 夫人の おっしゃった ように、 計略 をた て 

てい らっしゃる 〔# 「いらっしゃる」 は 底本で は 「いらつ つ 

しゃる〕 の？」 

「ええ、 たくさん たてて います。 だけど マフ オット 夫 

人の いうのと はちが います。 あたしの は、 娘た ちが、 

美しくて 教養の ある、 善良な 人に なって 幸福な 娘 時代 


をす ごし、 よい、 かしこい 結婚 をして、 神 さまの 御意 

により、 苦労 や 心配 を できるだけ すくなく して、 有益 

なた のしい 生涯 を 送って ほしいの です。 りっぱな 男の 

人に 愛され、 妻と して えらばれる こと は、 女の 身に とつ 

て 一ばん たのしい ことです。 あたし は、 娘た ちがこう 

いう 美しい 経験 をす る こと を、 心から 望んで います。 

そういう こと を 考える の はし ぜんで、 メグ、 その 日の 

来る の を 望み、 その 日 を 待つ の は 正しい ことです し、 

その 支度 をして おく こと は 〔# 「おく こと は」 は 底本で は 

「おく ことに 匕 かしこい ことです。 あたし は、 あなたが 

たのた めに、 そういう 大望 をいだ いています。 けれど、 


ただ 世間へ おし 出し、 金 持と 結婚 させたい ので はあり 

ません。 お金 持 だからと か、 りっぱな 家に 住める から 

とか、 そんな こと だけで 結婚したら、 それ は 家庭と い 

えません。 愛が かけて いるから です。 お金 は 必要で 大 

切な ものです。 上手に 使えば たっとい ものです が、 ぜ 

ひと も 手に いれるべき 第一 の ものと か、 ごほうび とか 

思って はこ まります。 かあさん は、 あなたがたが、 幸 

福で、 愛されて、 満足して さえ いれば、 自尊心 や 平和 

なくして 王位に のぼ つ ている 王女 さまた ちに な つても 

らうより、 かえって 貧乏人の 妻に なっても らいたい と 

思います ご 


メグ は、 そのと き、 ため息 をして いいました。 

「貧乏な 家の 娘 は、 せいぜい 出しゃばらなければ、 結 

婚の チャンス はっかめ ない つて、 ベルが いってました 

わご 

ジ ヨウ は、 気づよ くいいました。 

「そんなら、 あたした ち は、 いつまでも、 えんどおい 

娘で いまし ようご 

「ジ ヨウの いうと おりです。 不幸な 奥さん や、 だんな 

さん を あさり まわって いる 娘ら しくない 娘よりも、 幸 

福な えんどおい 娘で いた ほうが、 よろしい。 なにも 心 

配す る ことはありません。 メグ、 ほんと に 愛の ある 人 


は、 相手の 貧乏な どに ひるむ ことはありません。 か あ 

さんの 知っている りっぱな 婦人の なかには、 むかし は 

貧乏だった かたがい くら もあります。 けれど、 愛 をう 

ける、 ねうちの あるかた のば かりだつ たから、 人が え 

んど おい 娘に してお かなかった のです。 そういう こと 

は、 なリ いきに まかせて おけば いいので、 今 は、 この 

家庭 を 幸福に する ように 努め、 やがて 結婚の 申し こみ 

をう けたら ば その 新ら しい 家庭に ふさわしい 人になる 

し、 もし かしこい 結婚が できなければ、 この 家に 満足 

して 暮す のです。 それから、 もう 一 つ、 よく 覚えて い 

て ほしいの は、 かあさん はいつ でも あなたが 秘密 をう 


ち 明ける ことので きる 人と いう こと、 また、 おとう さ 

んは、 あなたがたの よいお 友 だち であると いう ことで 

す。 そして、 おとうさんと あたし は、 あなたがたが 結 

婚 しても、 独身で いても、 あたした ちの 生活の ほこり 

であり、 なぐさめ である こと を 信じ、 また 望んでも い 

ると いう こと をね ご 

メグと ジ ョ ゥは、 

「おかあさん、 あたした ちきつ とそうなります！」 と 

ほんと に、 心から さけんで、 おやすみなさい をい いま 

した。 


第 十 ピ クイック • クラブと 郵 

便 局 

〔# 「第 十 ピ クイック. クラブと 郵便局」 は 底本で は 「第 

十 ピック イク. クラブと 郵便局 匕 

春が めぐって 来る と、 いろいろと 新ら しいた のしみ 

が はや リ、 しだいに 日が のびるに したがって、 長い 午 

後の 時間に、 いろいろの 仕事 や あそびが できる ように 

なりました。 

庭に 手入れ をし なければ なりませんでした。 姉妹 は 


めいめい 四 分の 一の 地所 を もらって、 じぶんの すきな 

ように やりました。 ハンナが、 どれが どの かたの 庭 か、 

支那から 見た つて わかる といい ましたが、 まさに その 

とおりで、 四 人の 趣味 は ひとりひとり ちがって いまし 

た。 

メグ は、 ばらとへ リオ トロ ー プと 天人 花と、 かわい 

い オレンジの 木 をう えました、 ジ ヨウの 花壇に は、 二 

シ ー ズン、 けっして おなじ じ ものが うえられた ことが 

なかった の は、 たえず 新ら しい 実験 を 試みる からで、 

今年 は 日 まわり をう える はずで、 その 種子 はにわと り 

と、 その ひよこの 餌に する ためでした。 べスは、ス^ -— 


ト • ピィ、 〔# 「、」 は 底本で は 「 • 匕 もくせい 草、 ひえ 

ん草、 なでしこ、 パン ジィ、 よもぎな ど、 古風な 香り 

ゆたかな 花や、 小鳥の 餌になる はこべ、 子猫の ための 

いぬ はっかな ど をう えました。 エミ ィは、 小さく は あ 

るが、 かわいい あずま 家 をつ くリ、 にん どう だの、 朝 

がお だの を、 その上に はわせ、 いろんな 花 を 咲かせ ま 

した。 そして、 せの 高い 白 ゆり だの、 やさしい しだな 

ど、 たくさんの 花 をう えこみ ました。 

晴れた 日に は、 庭い じり、 散歩、 川での ボ— ト あそ 

び、 花の 採集な ど、 雨の 日に は、 室内の あそびごとに 

時間 をす ごしました。 その あそびの なかには、 もと か 


らのも あり、 新ら しいの も ありました がその 一 つ、 ピ 

クイック • ク ラブ というの は、 ィ ギリ ス 文豪 ジ ケンス 

の 作品 中から、 その 名 をと つた ものでした。 この クラ 

ブは、 そのころ はやって いた 秘密 会で、 土曜日の 夕方、 

ひろい 屋根 部屋で 開き、 ずっと 一年 もつ づけて 来たの 

です。 会 はこん な 順序で 行われます。 ランプ をお いた 

テ ー ブルの 前に、 三つの イス をなら ベ、 ちがった 色で 

クラブの 頭文字の p、  c、  二つの 大きな 字 をぬ いっけ 

た 四つの 白い きしょうが 用意され ました。 そして、 「ピ 

クイック 週報」 という 週刊 新聞が 発行され 会員 は みん 

ななに か 寄稿す る ことにな つて、 文才の ある ジ ヨウが、 


編集に あたりました。 

今後 七 時、 四 人の 会員 は、 クラブ 室に のぼって いき、 

くびに、 きしょう を まきつけ、 ものものしい 態度で 席 

にっきました。 ディケ ンスの 小説の なかの 名 を 借りて、 

メグ は 一 ばん 年上な ので、 サミ エル .ピ クイック 氏 〔# 

「ピ クイック 氏」 は 底本で は 「ビ クイック 氏 匕。 ジ ョ ゥは文 

学 的 才能が あるので、 ォ ー ガス タス • スノ ー ダグラス 

氏、 べス は、 ト ラシィ • タップ マン 氏、 エミ ィは、 ナ 

ザ ニエル. イン クル 氏で ありました。 会長の ピク イツ 

ク 〔# 「ピ クイック」 は 底本で は 「ビ クイック 匕 が、 週報 

を 読みました。 週報に は、 創作 物語、 詩、 地方の ニュ— 


ス、 おかしな 広告、 たがいの、 欠点 や 短所 を 注意し あ 

うい ましめ などが、 いっぱいの つてい ました。 今夜 は、 

玉の はいって いない 目が ね を かけた 会長が、 テ— ブル 

をた たいて、 せきばらい をし、 おもむろに 読み はじめ 

ました。 

会長が、 週報 を 読みお わると、 いっせいに 拍手の 音 

が 起り、 つぎに スノ ー ダグラス 氏が、 ある 提案 をす る 

ために 立ち あがりました。 

「会長なら びに 紳士 諸君 ご と、 議会で 演説す るよう な 

堂々 たる 態度と 調子で はじめました。 「わたくし は、 

ここに 一 名の 新 会員の 入会 許可 を 提議した いと 思う の 


であります。 その 人 は、 その 名誉 を あたえられ るに ふ 

さわし い 人物でありまして、 入会され たなら ば、 クラ 

ブの 精神、 週報の 文学的 価値に 寄与す ると ころ 犬なる 

ものが ありましょう。 そして、 その 人と は、 ほかなら 

ぬ テオドル •  口— レンス 氏です。 ねえ、 入れて あげ ま 

しょう。」 

ジ ヨウの 演説 は、 最後で 調子が かわったので、 みん 

な 大笑いし ました。 けれど、 すぐに、 みんな 気づか わ 

しそうな 顔 をして、 ひと リも 発言し ませんで した。 そ 

こで、 会長が、 

「投票に よってき める ことにします ごと、 いい、 つづ 


いて 「この 動議に 賛成の かたは、 賛成と いって 下さい ご 

と、 大声で うながしました。 

すると、 おどろいた ことに、 ベ スのト ラシィ • タツ 

プ マン 氏が、 おずおずした 声で、 

「賛成」 と、 いいました。 

「反対の かたは、 不賛成と いって 下さい ご 

メグと エミ ィ、 すなわち、 ピ クイック 氏と、 インク 

ル氏 は、 不賛成で ありました。 そして、 まず エミ ィの 

イン クル 氏が 立ち あがって、 いと 上品に いいました。 

「わたしたち は、 男の子た ち を 入会 させた く ありませ 

ん。 男の子た ち は、 ふざけたり、 かきまわした りする 


だけです。 これ は、 女の クラブで すから、 わたしたち 

だけで、 やって いきたいと 思います ご 

ついで、 メグの ピ クイック 氏が、 何 かうた がう とき 

にす るく せの、 ひたいの 小さな 力 ー ルを ひっぱり なが 

ら い いました。 

「口— リイ は、 わたしたちの 週報 を 笑い ものにし、 あ 

とで わたしたち をから かう でしよう ご 

すると、 スノ— ダグラス 氏 は、 はじかれた ようにと 

び あがって、 熱 を こめて、 

「わたし は 紳士と して 誓います。 口 ー リイ はそんな こ 

と は 致しません。 かれは 書く のがす きで、 わたしたち 


の 書いた ものに 趣き を そえ、 わたしたちが 〔# 「たちが」 

は 底本で は 「たが 匕 センチメンタルになる の を 防いで 

くれる と 思います。 そう 思いません か？ わたしたち 

は、 かれに すこしし かなし 得ません が、 かれは わたし 

たちに たくさん のこと をして くれます。 よって、 かれ 

に 会員の 席 を あたえ、 もし 入会 すれば、 よろこんで 迎 

えたいと 思います ご 

いつも 受けて いる 利益 をた くみに 暗示され たので、 

べスの タップ マン 氏 は、 すっかり 心 をき めた ようすで 

立ち あがりました。 

「そのと おりです。 たとえ、 すこしぐ らいの 不安 は 


あっても、 かれ を 入会 させましょう。 もし かれのお じ 

いさん も、 はいりた ければ 入会 させて よいと 思い ま 

すご 

べス のこの 力 ある 発言に、 みんなお どろき、 ジ ヨウ 

は 席 を はなれて 握手 を 求めに 来ました。 

「さあ、 それで は、 もう 一度 投票し ます。 諸君 はわた 

したち の 口 ー リイで ある こと を 頭に いれて、 賛成と 

いって 下さい ご 

ジ ヨウの スノ— ダグラス 氏が、 いきおいこん でさけ 

ぶと、 たちまち、 賛成と いう 三つの 声が いっしょに 聞 

えました。 


「よろしい、 ありがたい しあわせ！ さて、 それで は、 

時 をう つさず、 さ つ そく 新 会員 を 紹介 させて 下さ いご 

と、 ジ ヨウ は、 戸 だな を 開ける と、 くずいれぶ くろの 

上に、 おかし さ を こらえて 顔 を あかく して、 口 ー リイ 

がす わって いました。 このいた ずらに、 すっかり やら 

れた 三人が、 

「いたずら 者。 ひどい わ！」 と、 ぶつぶつ いっている 

あいだに、 ジ ヨウ はかれ を ひき 出し、 会員章 を あたえ 

て 席に つかせて しまいました。 

「きみたち、 ふたりの ずるい のに は おどろかされ まし 

た ぞ。」 と、 ピ クイック 氏 は、 こわい しかめつ 面 をし よ 


うとし ましたが、 かえって にこに こ 顔に なって しまい 

ました。 その 新 会員に、 うやうやしく 敬礼 をして、 き 

わめて 愛想の よいよう すでい いました。 

「会長 閣下お よび 淑女 諸君、 いや、 これ は 失礼、 紳士 

諸君、 どうぞ 自己紹介 をお 許し 下さい。 わたくし は、 

この クラブの 末席 〔# 「末席」 は 底本で は 「未 席 匕 をけ が 

す サム • ゥ ェ ラ— と 申します。」 

「すてき すてき」 と、 ジ ヨウ はテ— ブル をた たきな 

がらい いました。 

「ただ今、 わたくし を、 じょうずに ひっぱり 出して 下 

すった、 忠実な 友 だち、 そして、 尊敬すべき 後援者 は、 


今夜の ずるい 計画に ついては、 すこしも 責任 はない の 

でありまして、 これ はすべ てわたく しがた てた 計画で、 

わたくしが むり をい つて、 やっと 承知 させた ので あり 

ます 」 

口— リイが、 手 を ふりながら そういうと、 その じょ 

うだん が、 おもしろくて しょうがな いという ふうに、 

スノ— ダグラス 氏 は、 

「みんな じぶんの せいに しなく つても いい わ。 戸 だな 

にかくれ る こと は、 あたしが いい 出したん だ わご とい 

いました。 

「この 人の いう ことな ど 心に かけて はいけ ません。 計 


画 をした わる 者 はわた くしです。 しかし 名誉に かけて、 

二度と こんな こと はしません。 今後 は、 永久に つづく 

この クラブの ために、 大いに 力 をいた す 考えで ありま 

すご 

「ヒ ャ！ ヒ ャ！」 と、 ジ ヨウ は フライ 鍋のへ り をた 

たきながら さけびました。 

「つづけろ！ つづけろ！」 と、 イン クル 氏 は、 会長 

が うやうやしく 礼 をして いる 間にい いました。 

「おお、 一 言 申して おきたい こと は、 小生の 受けた 名 

誉を 感謝いた したく、 となり 合う 両国 民の 親善 関係 を 

ふかめる 一助と して、 庭の すみに 郵 1K 局 をつ くった こ 


とであります。 もとはつ ばめ 小屋で したが 改造し まし 

た。 手紙、 原稿、 本、 小づ つみ、 なんでも とりつぎ、 

時間の 節約に 役 だっと 思います。 両国 民 は それぞれ か 

ぎ を もちます わけで、 ここに その かぎ を 贈呈す る こと 

をお 許し 下さい ご 

ゥ エラ— 氏が、 かぎ をテ— ブルの 上に おいて、 自席 

にも どると、 さかんな 拍手、 さけび 声が 起り ました。 

つづいて いろんな 討議が おこなわれ、 めいめい、 かつ 

ぱ つに 意見 を かわしました。 そして、 新人 会員の ばん 

ざい を、 最後に となえて 散会し ました。 

たしかに、 口 ー リイの サム. ゥ エラ ー 氏の 入会 は、 


この クラブに 生気 を ふきこみ、 書く もので も、 週報に 

ちがった おもむき を そえました。 郵便局 は、 すばらし 

い 考えでした。 たくさんの 奇妙な ものが とりつがれ ま 

した。 悲劇 台本、 ネクタイ、 詩、 漬 もの、 草花の 種子、 

長い 手紙、 譜本、 しょうが パン、 〔# 「」 は 底本で は 欠 

落 r ゴム 靴、 招待状、 注意書き、 小犬な どでした。 口— 

レンス 老人 も、 この あそび をお もしろ がって、 おかし 

な小づ つみ や、 ふしぎな 手紙 や 笑いの 電報な ど を 送つ 

て 来ました。 また、 口— レンス 家の 園丁 は マ— チ 家の 

女中 ハンナに ひきつけられ、 本気で 恋文 を 書いて 来 ま 

した。 その 秘密が ばれた とき、 みんな は どんなに 笑い 


ザ j ろげ た， 」 とでしょう！ 


第 十 一 経験が 教える 


「〔# 「「」 は 底本で は 欠落〕 六月 一 日、 明日 は キングさん 

の 家の人、 みんな 海岸へ 出かけて いって、 あたし は ひ 

まになる の！ 三 ヶ月のお 休み！ なんて うれし いん 

でしよう！」 

ある あたたかい 日、 家へ 帰って来た メグが、 ジ ヨウ 


を 見つけて さけびました。 ジ ヨウ は、 いつにな く 疲れ 

たようす で、 ソファの 上に 横たわり、 べス がその ほこ 

り だらけの 靴 をぬ がして やって いました。 エミ ィは、 

みんなの ために レモン 水 をつ くって いました。 

ジ ヨウが いいました。 

「マ— チ おばさん も、 今日お 出かけに なった わ。 すて 

きで しょ。 いっしょ にいって ほしいと、 いわれ やしな 

いかと、 びくびくし ちゃった。 それで、 あたし、 おば 

さん を 早くた たせたい ので、 お 気に めすよう に、 それ 

こそい つしょう けんめいに はたら いたわ。 だけど 気の 

きいた このお つき を、 つれていこうと 思われたら 大へ 


ん だと 心配した の。 それでお ばさん を 馬車に のりこま 

せる と、 なに かいって たけ ど 聞えない ふり をして、 大 

いそぎで 逃げて 帰った の、 ほんと に 助かった わ 〔# 「助 

かった わ」 は 底本で は 「助かった わ わ 匕 ご 

「よかった わね。 それで、 メグね えさん。 この 休みに 

なに をな さるつ もり？」 と、 エミ ィが 尋ねました。 

「うんと 朝ね ぼうして、 なにも しないの。 だって 冬 か 

ら こっち、 朝早くから たたき 起されて、 ひとの ために 

はたらいて ばかりい たんです もの。 大いに 休んで あそ 

ぶの よご 

「ふうむ、 あたし はそんな だらけた の 大きら い。 たく 


さん 本 を 集めて おいた から、 あの 古い 林檎の 枝の 上で、 

この かがやかしい 少女 時代 をよ くす るた めに 勉強す る 

の ご と、 ジ ヨウが いいました。 

「あたした ち も、 勉強 はやめにして、 おねえさん のま 

ねして あそびましょう ご と、 エミ ィ がいう と、 べス も、 

よろこんで、 

「ええ、 いい わ。 あたし 新ら しい 〔# 「新ら しい」 は 底 

本で は 「新ち しい 匕 歌 をす こし おぼえた いし、 人形さん 

の 夏服 もつ くらなければ ならない しごと、 いいました。 

そのと き、 おかあさんが、 針仕事の 手 を やめて、 み 

ん なにむ かってい いました。 


二週間、 はたらかないで あそんで ごらんなさい。 土 

曜日の 晚 になる と、 つまらな いという ことが、 きっと 

わかる でしよう ご 

「そんな ことありません わ。 とても うれしい わ。 きつ 

と ご と、 メグが いいました。 

「ねえ。 わが 友、 祝杯 を あげましょう よ。 あそび は 永 

久に！ あくせく しっこな し！」 と、 ジ ヨウ は レモン 

水が いきわた つたと き、 その コ ップを 高く ささげて さ 

けび ました。 

みんな はたの しそうに 飲み ほしました。 そのと きか 

ら、 ぶらぶら あそびが はじまりました。 あくる 朝 も、 


メグ は 十 時まで ねどこの なか。 ジ ヨウ は 花瓶に 花 もさ 

さず、 ベ ス はそう じ をし ないし、 ェ ミィの 本 はちら か つ 

たま ま、 ただ 「おかあさんの 領分」 だけが、 きちんと 

片づ いている だけでした。 この 部屋で は、 メグ は、 休 

息 も 読書 もで きず、 あくびが 出る ばかり、 給料で 夏の 

どんな ドレ スが 買える かな どと 考える のでした。 ジ ョ 

ゥは、 午前のう ち は 口 ー リイと 川へ ボ —， ^こぎに いき、 

今後 は 林檎の 木の 上で 「広い 世界」 という 物語 を 涙 を 

流して 読みました。 べス は、 戸 だな を かきまわし、 そ 

のま まにして、 ピアノへ 気 をう つして いきました。 ェ 

ミィ は、 じぶんの 花園の スケッチ を はじめました。 そ 


れ から 散歩に いきまし たが、 夕方に なって ぬれねずみ 

にな つ て 帰って来ました。 

お茶のと き、 四 人 は その 日の こと を、 いろいろ 話し 

合い ましたが、 たのしかった けれど、 いつにな くその 

日 は、 永く 感じられ たという ことに、 みんなの 意見 は 

一 致しました。 そして、 つぎの 日 も、 また、 つぎの 日 

も、 休んで あそびました。 ところが、 いよいよ 一日が 

永く 感じられ、 なんとなくお ちつかない 気分に なって 

来ました。 すると、 悪魔 は 四 人の 心 をね らい、 いろん 

なわる いこと を 見つけて、 あばれ はじめた ので ありま 


たとえば、 メグ は 布地 を 小さく きりす ぎて、 一 枚の 

服 を だいなしにして しまいました。 ジ ヨウ は、 本 を 読 

みすぎて 目が ぼやけ、 いらいらした 気分と なって、 や 

さしい 口 ー リイと、 けんかして 〔# 「けんかして」 は 底本 

では 「けんかし てして 匕 しまいました。 べス は、 あそん 

でば かリ いないで、 いつもの 習慣で 家事のお 手つ だい 

をす るので、 わりにい いほうで したが、 それでも、 家 

のなかの 気分に 動かされて、 いらいらして しまい、 人 

形 をし かりとば したりし ました。 エミ ィは、 ひとりで 

あそぶ ことが、 むずかしい ことが わかりました。 一 日 

中、 絵 を かいても いられません し、 人形 あそび はきら 


いでした し、 すっかり 心の つかれ を おぼえました。 

金曜日の 晚 になる と、 だれも あそびに あきたと はい 

いませんで したが、 もう 一 日で 一 週間が おわる ので、 

うれしく 思いました。 おかあさんの ほうで も、 ほうれ 

ごらんと、 ちゃんと 見て とって、 この 教訓 をい つそう 

印象づけ たいと 思って、 わざと ハンナに 土曜日 一日、 

休み を あたえました。 

土曜日の 朝、 みんなが 起きて みると、 台所に は 火の 

気 はなく、 食堂に は 朝御飯 はなし、 おかあさん も ハン 

ナも いません。 

「あら、 どうしたって いうんで しょう！」 


ジ ヨウが さけんだ とき、 メグ はもう 二階へ かけあ 

がって いき、 まもなく、 ほっとして、 けれど、 すこし 

はお かしそう な 顔 をして おりて 来ました。 

「おかあさん は、 御 病気で はないけ ど、 おつかれ でお 

やすみよ。 今日 一 日 は、 みんなで 好きな ようにな さ 

いって ご 

「そう。 いい じ やない の、 おもしろ いわ、 あたしな に 

かしたくて、 うずうずして たんです もの ご と、 ジ ヨウ 

がいいました。 

まったく、 今、 四 人 はすこし 仕事が したくな り まし 

た。 メグが コック 長と なって さっそく 食事の 仕 S が は 


じ まり、 みんなお もしろ がって やりました。 おか あさ 

んは、 じぶんの こと はかまわないで といい ましたが、 

おかあさんの 食事 は 用意され、 ジ ヨウが 二階へ はこび 

ました。 わかしす ぎた 紅茶 はに がく、 オムレツ はこげ、 

ビスケット は 重曹で かたまって、 ぶつぶつして いまし 

たが、 おかあさん は、 感謝して 受け、 ジ ヨウが 去って 

しまう と、 おかしくて たまらなくて、 ひとりで 笑って 

しまいました。 

「かわいそうに、 みんな こまって いるでしょう。 でも、 

そうつ らいと も 思って いないだ ろうし、 後の ために も 

なること だから ご と、 つぶやいて、 おかあさん はじぶ 


んで 用意して おいた も つ とおい しい 食物 をと り 出し、 

運ばれた 食事 はわから ないように しまつして、 食べた 

ことにし ておいた ので、 みんな は うれしがりました。 

これ はお かあさん らしい、 ちょっとした うそでした。 

ところで、 階下で は いろんな 不平が 起り ました。 食 

事の 失敗に、 コック 長 は ひどく くやしが リ ました。 

ジ ョ ゥは、 

「いい わ。 お昼の 食事 は、 あたしが 女中に なって 用意 

する わ。 ねえさん はおくさん になって、 お 客 さまの 相 

手 をして ちょうだ いごと、 いって、 口 ー リイ をよ ぶこ 

と を 提案し ました。 


これ は、 賛成され ました。 そこで、 ジ ヨウ は、 さつ 

そく 口 ー リイに 招待状 を 書いて 郵便局へ 出して おき ま 

した。 けれど、 ジ ヨウのう で 前 は、 すこし あぶない よ 

うでした。 メグが 心配す ると、 

「だいじょうぶ、 コンビ— フも、 じ やがい もも ある。 

つけ 合せに、 アスパラガス とえび を 買って くるわ。 そ 

れ から、 ち さで サラダ をつ くりましょう。 つくりかた 

の 本 を 見れば いい わ。 デザ— トは、 白 ジェリィ といち 

ご、 もっと ぜいたく すれば、 コー ヒ ー も 出す のよ ご 

「ジ ヨウ、 あなた は。 しょうが パンと キャンディ だけ 

しかつ くれない じ やない の。 あたし この 御馳走に は 関 


係し ない わよ。 だって、 あなたが 勝手に 口— リイ をよ 

ん だんだ から ご 

「おねえさん は、 口 ー リイ を、 そらさない ようにして 

下されば いい わ。 でも こまったら、 なんでも 教えて 下 

さるでしょう ねえ？」 と、 ジ ヨウ は むっとし ました。 

「ええ、 でも あたし いろんな こと 知らない わ。 おか あ 

さんに、 尋ねて からにす る ほうがいい わご 

ジ ヨウ は、 じぶんの うで をうた がうよう な こと をい 

われた ので、 ぷりぷり怒って 部屋 を 出て、 おかあさん 

へ 相談に いきました。 

「好きな ようになさい。 おかあさんの じゃま をし ない 


でね。 あたし は 食事 は 外で します。 家の ことな どか 

まって いられません。 今日はお 休みです。 本 を 読んだ 

り、 手紙 を 書いたり、 お 友 だち をたず ねたり して 過し 

ます 」 

いつもい そがし いおか あさんが、 今日は 朝から ゆれ 

イスに かけて 本 を 読んで いる ふしぎな ありさまと、 け 

んも ほろ ろな、 その 言葉に、 ジ ヨウ は、 

「へんだ わ。 おかしい わごと、 ひとり 言 をい いながら 

階段 をお リて 来る と、 べスの 泣き声が 聞え ました。 

いってみ ると、 鳥 かごの なかで 力 ナリヤが 死んで いま 

した。 


「みんな、 あたしの せいよ。 えさ も 水 もちつ ともない 

わご と、 べスは こわばって、 つめたく なった 力 ナリヤ 

を 手の 上に のせて、 かいほうし ましたが、 もうだめ で 

した。 

「お 墓へ いれて やる わ。 もうあた し 小鳥なん かかわな 

いご 

べス は、 すっかり 気 を 落して いました。 

「おとむらい は、 お昼から にして、 みんなで おまいり 

しましょう。 さ、 もう 泣かないで、 箱の なかへ ねかせ 

てお やり ご と、 ジ ヨウ はいって、 台所へ はいりました 

が、 台所 は 手の つけられない ほど 混乱し スト— ヴは火 


が 消えて いました。 ジ ヨウ は 火 を 起し、 お湯が わく ま 

でに 市場に 買い出しに いくこと にしました。 えびと ァ 

ス パラ ガスと、 いちご を 二 箱 買って 来る と、 火 は 起き 

ていました。 ジ ヨウ はまず 台所 を片 づけ ましたが、 ハ 

ン ナがパ ンを やくように 鍋に しかけた ままに して あつ 

たの を、 メグが こねな おして、 スト ー ブに のせた まま 

客まで サリ ー 二 # 「二 は 底本で は 欠落〕 ガ— デナ ァの 

お 相手をして いました。 

ジ ヨウ 〔# 「ジ ヨウ」 は 底本で は 「メグ 匕 は、 そこへ と 

びこんで いつ て、 

「ね、 パンが お 鍋の なかで ころがる ようになったら、 


ふくらんだ のじ やない？」 

サ リイ は 笑い出し ましたが、 メグ はた だうな ずいた 

だけでした。 ジ ヨウ は、 すぐに ひきかえし、 すっぱい 

パン を そのまま、 かまに いれました。 

そのと き、 おかあさん は、 どんなぐ あいに やって い 

るか、 あちこち のぞきま わり、 あわれな 力 ナリヤ を 箱 

にいれ て、 着せて やる 服 をぬ つてい るべ スに、 なぐさ 

めの 言葉 を かける と、 外へ 出かけて しまいました。 娘 

たち は、 なんだか もの 足りない 気がしました。 

そこへ、 クロ ッカ— が やって来ました。 この 人 は、 

やせて 黄色い 顔 をした ォ ー ルド ミスで、 いろいろと あ 


たり をな がめ まわし、 お昼の 食事 を ごちそうに なりた 

いといい ました。 娘た ち は、 この 人が きらいで したが、 

年より で 貧乏で 友 だち もない から、 親切に して あげる 

ようにい われて いました。 その 人 は、 いろいろな こと 

を 尋ねたり、 やたらに 批評した リ、 知人のう わさ 話 を 

したりし ました。 

その 朝の ジ ヨウの 苦しい 骨折 は、 たいへんな もので 

ありました。 ジ ヨウの 骨折 は、 すべて 失敗に おわり、 

アスパラガス は、 一時間 もに てま だかた く、 パン は 黒 

くこげ、 サラダの かけじる は 食べられる しろもの では 

〔# 「しろもの では」 は S 本で は 「しろもので ほ 匕 なく、 え 


びに は 手 こずり、 じ やがい も は なまにえ、 白 ジェリィ 

はぶつ ぶっだら けでした。 

「まあ、 いい わ。 ビ— フと パンに バタ をつ けて 食べて 

もらえば いい わ。 だけど、 朝のう ちまる で、 むだに な つ 

たのが くやしい ご 

ジ ヨウ は、 いつもより 三十 分お くれて 食事の ベル を 

鳴らし ましたが、 いつも りっぱな 料理 を 食べつ けて い 

る 口— リイと、 失敗 を ほじく リ 出す ような 好奇の 眼と 

それ をし やべ リ 散らす 舌 を もつ クロ ッカ— の 前になら 

んだ 料理 を ながめて、 ジ ヨウ は 顔が ほてり、 すっかり 

しょげて つつ 立つ ていました。 


ああ、 料理 はちよ つと 味 をみ ただけ で、 のこされて 

いきます。 エミ ィは くつくつ 笑い、 メグ はこ まった 顔 

をし、 ォ— ルド • ミス . クロ ッカ— は 口 を つぼめる し 

口 ー リイ は 景気 づけよう として 大いにし やべ りました- 

ジ ヨウの 最後の 頼み はいち ごでした。 ガラスの 皿に 赤 

いいち ご を もり、 おいし そうな クリ ー ム がか かってい 

ます。 だが、 それ を 食べた 〔# 「食べた」 は 底本で は 「食 

ベた. 匕 クロ ッカ— は、 しかめ 面して 〔# 「して」 は 底 

本で は 「しで 匕 あわてて 水 を 飲みました。 口— リイ は 

口 を ゆがめながら も 男らしく 食べて しまいました。 ェ 

ミィ は、 むせかえり、 ナプキンで 口 をお さえて、 あた 


ふたと 食卓から はなれて いきました。 ジ ヨウ はふる え 

な 力ら 

「まあ、 どうしたの？」 と、 さけびました。 

「お 砂糖の かわりに 塩 を いれたん だ わ。 クリ ー ム すつ 

ぱい わご と、 メグが 答えました。 

ジ ヨウ は、 うめき 声 をた てて、 イスに たおれかかり 

ました。 ところが、 がまん をしょう としても、 おかし 

くて たまらない というよ うな、 口— リイの 顔に つきあ 

たると、 ジ ヨウ はきゅう にこの 事件が いかにも こつけ 

いに 思われ、 涙の こぼれる ほど 笑い出しました。 する 

と、 ぶつく さ屋の クロ ッカ ー も いっしょに、 みんな 笑 


い 出し、 不幸な 宴会 は、 ともかく 陽気に おわりました。 

「あたし、 もう 片 づける 元気ない わ。 だから、 おとむ 

らい をして、 すこしお ちつき ましょう ご 

ジ ヨウ は、 みんなが 食卓 を はなれた ときに いい まし 

た。 クロ ッカ —は 帰って いきました。 きっと この 料理 

のこと を、 しゃ ベリたかった からでしょう。 みんな は 

べス のために、 やっとお ちつき ました。 口— リイ は、 

木立の なかの、 しだの 下にお 墓 を ほり、 力 ナリヤ はや 

さしい べスの 手で、 涙と ともに うめられ、 こけで おお 

われ、 すみれと はこべの 花輪が、 墓石の 上に かざられ 

ました。 墓石に は、 ジ ヨウが、 食事の 仕度 をしながら 


つくった 詩が 書かれて いました。 

おとむ らいがす むと、 べスは 悲しみと、 さっきの え 

びと で、 胸が いっぱい になり、 じぶんの 部屋へ ひっこ 

みました が、 ベッドが そのまま になって いて、 ねる 場 

所 もありませんでした。 片づ いている うちに、 悲しみ 

もやわら いで 来たので、 台所で 片づ けもの をして いる 

ジ ヨウの 手つ だい をし ました。 二人 は へとへと にっか 

れ ました。 口 ー リイ は、 エミ ィを 馬車に のせて つれ 出 

しました。 すっぱい クリ ー ムで 気持が わるくな つてい 

た エミ ィは、 大 よろこびでした。 

やがて、 おかあさん 〔# 「おかあさん」 は 底本で は 「お 


かさん 匕 が 帰宅し ました。 三人の 娘た ちが はたらいて 

いました し、 戸 だな を ちょっと のぞいて みて、 経験の 

一 部が 成功した ことが わかりました。 

ところが、 やっと 片 づけた のに、 三人 は 休む こと も 

できませんでした。 と、 いうの は、 数人の 来客が あり、 

それお 茶、 それお 使いと いう わけでした。 けれど、 露 

とともにた そがれが せまる ころ、 姉妹た ち は 六月のば 

らが 美しく 咲き はじめた ポ— チに 集りました。 

「なんてい やな 日だった でしよう。 今日は ご 

ジ ヨウが 口 をき ると、 メグが、 

「いつもより 短い ような 気 はした けど、 とてもい や 


だった わご 

「ちっとも 家みたい じ やない わご と、 エミ ィ。 

「おかあさんと、 力 ナリヤが いなければ、 家の ような 

気がしない わご とべ スは、 涙ぐんで、 からの 鳥 かご を 

見 あげました。 

「みなさん、 かあさん は 帰って来 ましたよ、 べス、 力 

ナリヤが ほしければ、 明日 買って あげ ましょうね ご と、 

いいながら、 おかあさん も 娘た ちの 仲間入り をし まし 

た。 おかあさん も、 一 日のお 休みが、 あまりた のし そ 

うではありませんでした。 

「みなさん、 あなたた ちの 経験 は、 もうた くさんで す 


力！」 

「あたし、 もうた くさん ご と、 ジ ヨウ、 ほかの 三人 も 

声 を そろえて、 

「あたし も！」 

「おかあさん は、 みなさんが、 どんな ふうに やる かと 

思って、 わざと なにもかも ほうって、 出かけました。 

けれど、 今日の 経験で、 みなさん は、 家 をた のしく す 

るに は、 めいめいが、 受 持の 仕事 を 忠実に やらな けれ 

ばなら ぬと いう ことが わか つたと 思います。 ハ ンナと 

あたしが、 みんなの 仕事 をして いれば、 あなたがた 〔# 

「あなたがた」 は 底本で は 「おな たがた 匕 は、 そう 幸福で 


気ら くだ つ たと は 思いません が、 とどこおりな くやつ 

ていけた のです。 だから、 かあさん は、 だれも かれ も、 

じぶんの ことば かり 思 つたら、 どんな ことにな るか、 

教訓と して みんなに 見せて おきたかった のです。 あな 

たがた が、 たがいに 助け合い、 まい 日のお 仕事が あれ 

ば、 ひまに なった とき、 それが とてもた のしく 思える 

し、 くるしい ときには たがいに、 しんぼうし 合って い 

けば、 家 は どんなに たのしく 美しいで しょう。 わかり 

ました か？」 

「わかりました。 よく わかりました ご 

娘た ち は、 口々 にさけ びました。 


「では、 かあさん のい うこと を 聞いて、 もう 一度、 小 

さい 重荷 をしょう のです よ。 たまに は 重く 思えても、 

みんなの ためにな り、 なれれば かるくな つてい きます 

はたらく こと は 健康に もよ く、 たいくつ はしない し、 

わるい 心 も 起らない ものです。 身体に も 心に もよ く、 

お金 や 流行 ものな どより、 精神力 や 独立心 を あたえて 

くれます ご 

みんな は、 はたらく ことにき めました。 よろこんで _ 

ジ ヨウ は、 お 料理 をけ いこす る、 メグ は、 おかあさん 

にかわって、 おとうさんへ 送る シャツ をぬ う、 べスは 

ピアノ やお 人形 あそびに あまり 時間 を とれないで、 ま 


い 日 勉強す る、 〔# 「」 は 底本で は 欠落〕 エミ ィは、 ボタ 

ンの あな かがりが じょうずになる ように、 また 文法に 

かなう 言葉 づ かい のけい こ をす ると、 てんでに 決心 を 

のべました。 

「けっこうです。 かあさん は、 今度の 経験が うまく 

いって、 よかった と 思います。 もうく りかえ さなくて 

もい いと 思います。 でもね。 どれいの ように、 はたら 

きすぎ ないように、 はたらく にも あそびに も、 時間 を 

きめて 〔# 「きめて」 は 底本で は 「きめで 匕、 まい 曰 を 有 

益に たのしく 送って、 時間 を じょうずに 使い、 時間の 

ねうち を さとるよう になさい。 それでき たら、 貧乏で 


も、 娘 時代 をた のしく すごせる し、 年 をと つてから も 

後悔す る こ ともなく、 この 人生 を りっぱに 生きて いけ 

るので すご 

「よく わかりました ご と、 娘た ち は、 おかあさんの 教 

訓を、 ふかく も 心に とどめました。 

第 十二  口— レンスの キャンプ 

べスは 郵便局 長でした。 たいてい 家に いて、 時間 を 


きめて 局へ いくこと がで きました し、 〔# 「ご は 底本で 

は 「。匕 かぎで 小さな 扉 を 開けて、 郵便物 をと つ て 来て、 

くばる のがす きだった からです。 七月の ある 日の こと、 

べス はりよう 手に いっぱい 郵便物 を かかえて 帰り、 家 

中に くばりました。 

「おかあさん、 はい、 花束、 口 ー リイ は 一度 も 忘れた 

ことない のね え ご と、 いって、 べス はお かあさんの 花 

瓶に さしました。 

「メグ ねえさんに は、 手紙が 一 本、 手ぶ くろが 片っ ぼご 

メグ は、 おかあさんの そばに すわって、 シャツの そ 

で 口 をぬ つ て いました が、 


「あら、 りょうほう 忘れて 来たのに。 お 庭に 落して 来 

やしない？  〔# 「しない？」 は 底本で は 「しないい？」〕」 

「いいえ、 郵便局に 片 つぼし かなかった わご 

「片 つぼなん てい や だ わ。 でも そのうちに 片 つぼ 見つ 

かるでしょう。 あたしのお 手紙 は、 ドイツの 歌の 訳し 

たのが はいって いる だけ、 きっと ブルック 先生が な 

さった 〔# 「なさった」 は 底本で は 「なかった 匕 のね ご 

「ジ ヨウ 博士に は、 手紙が 二通、 本が 一冊、 おかしな 

古 帽子、 帽子 は 大きくて、 郵便局から はみ出して いま 

した ご 

べス は、 書斉 でな にか 書き ものして いる ジ ヨウに、 


笑いながら いいました。 

「まあ、 いやな 口 ー リイさん、 あたし 日に やける から 

大きな 帽子が はやると いいと いったら、 流行なん か 気 

にしないで、 大きな 帽子 かぶりなさい つてい うから、 

あれば かぶる といった の。 いい わ。 あたし かぶって、 

流行なん か 気にしな いこと 見せて あげよう ご 

その 帽子 を そばの 胸像に ひっかけて、 手紙 を 読み は 

じめ ました。 それ はお かあさんからの 手紙で、 ジ ヨウ 

の 目 は よろこびに かがやきました。 

「愛する ジ ヨウ —— あなたが、 かんしゃく をお さえよ 

うと 努めてい るの を 見て、 〔# 「」 は 底本で は 「。匕 か あ 


さん はたい へん うれしく 思って います。 あなた は その 

試み、 失敗、 成功に ついて なにもい わない し、 日々 あ 

なた を 助けて 下さる 神 さまの ほかに は、 だれも 見て い 

ない と 考えて おいででしょう。 けれど、 かあさん もの 

こらず 見て いました。 そして、 りっぱな 実が むすび そ 

うです から、 あなたの 決心が 真心から である ことが わ 

かります。 愛する 娘よ、 しんぼう 強く 勇ましく ゃリ通 

して 下さい。 かあさんが、 あなたに 同情 を よせてい る 

こと を、 常に 信じて 下さい ご 

「まあ、 うれしい。 百万 円 もらって 山 ほど 賞讃 される 

より うれしい。 かあさんが 助けて 下さ るんで す もの、 


あたし やります ご 

ジ ヨウ は、 顔 を ふせた ので、 うれし 涙で 原稿 を ぬら 

してし まいました。 やっと 顔 を あげた ジ ヨウ はこの あ 

りが たい 手紙 を、 ふいにお そって 来る 敵への ふせぎの 

梔 にす るつ もりで、 上衣の 内が わに ピンで とめました。 

もう 一 つの 手紙 は 口— リイから でした。 

「や あ、 親愛なる ジ ヨウさん、 明日、 イギリス 人の 男 

の 子と 女の子が 二三 人 来る から、 おもしろく あそびた 

いのです。 天気が よかったら、 ロング メドウへ ボ ー ト 

でい つて テント を 張り、 べんとう を 食べてから クロ ッ 

ケ— をし 遊ぼうと いう わけ。 焚火 をし 料哩 をつ くり、 


ジ プシィ みたい にやる つもり、 みんない い 人た ちで、 

そういう ことが 好き、 ブルック 先生 も いっしょで、 男 

の 子の かんとく をして 下さる し、 ケ イト. ボ ガンさん 

が 女の子 を とりしまって 下さいます。 みんな ぜひ 来て 

下さい。 食料の 心配 は 無用、 すべて ぼくの ほうで 用意 

します。 右 とりいそぎ、 あなたの 永久の 友 口— リイ ご 

「すてき だ わ！」 と、 ジ ヨウ はさ けんで、 メグに 知ら 

せる ためにい そぎました。 

「ね、 かあさん、 いっても いいでしょう。 いけば 口  — 

リイ も 助かる わ。 あたし ボ— ト こげる し、 メグ はおべ 

ん とうの 世話が できる し、 ェ ミィ やべ スだ つ てな にか 


役に たつ わご 

「ボ ガンの 人た ち、 大人く さくなければ いいのね。 あ 

の 人た ちの こと 知って る？」 と、 メグが いいました。 

「兄妹 四 人と いう ことし か 知らない わ。 ケ イト は あな 

たより 年上、 ふた 児の フ レッドと フランク は あたしぐ 

らい、 グレ— スは 九つ か 十でしょう。 口— リイ は、 そ 

の 人た ちと 外国で 知り合つ たんだって。 兄妹のう ち 男 

の 子が 好きら しいの よ。 でも 口 ー リイ は、 ケ イト を あ 

まリ 好きで ない らしい わご 

メグと ジ ヨウ は、 着て いく 服に ついて 話し合い まし 

た。 キャンプ だから、 しわくちゃに なっても かまわな 


いものに する ことにき まりました。 ジ ヨウ は、 

「さあ、 精出して、 今日中に、 二倍の 仕事 をして おき 

ましょう。 明日、 安心して 遊べる ように」 といって、 

ほうき をと りに いきました 〔# 「いきました」 は 底本で は 

「いききした 匕。 

つぎの 日、 いい 天気 を 約束し に、 お 日 さまが 娘た ち 

の 部屋 をの ぞいた とき、 そこで は、 娘た ちがた のしい 

遠足の 仕度 をして いました。 べス は、 さっさと 仕度 を 

すまして、 窓ぎ わへいって、 おとなり のよう す を、 た 

えず 知らせました。 

「あ、 お べんとう を つめている。 あら、 口 ー リイが、 


まるで 水兵さん みたい なかこう をして …… 」 

やがて、 みんなの 仕度が できました。 ジ ヨウ は、 口  — 

リイが じょうだん 半分で よこした 旧式の 麦 わら 帽子 を 

かぶり、 あかい リボン をし ばりました。 それ を 見て、 

メグが やめなさい というと、 ジ ヨウ は 

「あたし、 だんぜん かぶって いくの。 だって、 かるく 

て 大きくて 日よ けになる し、 みんなお もしろ がる わ 

よご と、 いって、 平気で 出て いきました。 それに つづ 

いて、 はなやかな 三人の 娘た ち 〔# 「娘た ち」 は 底本で は 

「娘 だち 匕 の 小隊が いきました。 

口 ー リイ は、 かけて 来て 小隊 をむ かえ、 じぶんの 友 


だち に 紹介し ました。 芝生が 応接間に なり、 そこに 陽 

気な 光景が ひろげられました。 すぐに みんな は 心 やす 

くな り、 えんりょなく 話し合いました。 

テント やお べんとう は、 クロ ッケ ー の 道具な どと 

いっしょに、 さきへ 運んで ありまし たので、 一行 は 二 

隻のボ —ト にの りこんで 岸 を はなれました。 口 ー レン 

ス氏 は、 岸に 立って 帽子 を ふっていました。 口 ー リイ 

とジ ヨウが 一 隻のボ —トを こぎ、 ブルック 先生と 大学 

生の ネッドが、 もう 一隻の ほう を こぎました。 ジ ヨウ 

のお かしな 帽子 は、 みんな を 笑わせて 気分 を やわらげ、 

ボ ー トを こぐ と、 つばが ばた ばた して すずし い 風が 起 


りました し、 ジ ヨウに いわせれば、 もし 夕立で も ふれ 

ば、 みんな を いれて あげる ことができる そうでした。 

メグ は、 もう 一隻の ボ— トに のって いました が、 ブ 

ルック 先生と ネッドに とって、 よろこばしい 存在で、 

この 二人の 青年 は、 メグが いるので、 いつも よりいつ 

そうじょうずに ボ 11 ^を こぎました。 

ロング メドウに ついた とき、 もう テントが はられ、 

クロ ッケ— をす るた めの、 鉄 輪が とりつけて ありまし 

た。 そこ は、 気持の よい 緑の 野原で、 まんなかに、 三 

本の 樫の 樹が、 広く 枝 を はり、 クロ ッケ ー をす る 芝生 

は、 きれいに 刈り こまれて いました。 


「キャンプ . 口— レンスばん ざい！」 

みんなが、 よろこびの 〔# 「よろこびの」 は 底本で は 

「よろこの び 匕 声と ともに 上陸す ると、 口— リイが いい 

ました。 

「ブルック 先生が 司令官で、 ぼくが 兵站 総監、 ほかの 

みんな は 参謀です。 それから、 女の かたはお 客 さま、 

テント はみ なさん のために、 とくに 張った もので、 樫 

の樹 のと ころ は 客間、 ここが 食堂、 そちらが 台所です。 

あまり 暑くなら ない うちに、 ゲ ー ムを やって、 それ か 

ら、 ごちそうの 支度 をし ましょう ご 

フランク、 べス、 エミ ィ、 それから グレ ー スは 芝生 


に 腰をおろし、 ほかの 八 人が クロ ッケ ー を はじめ まし 

た。 ブルック 先生 は メグと ケ イトと フ レッドと 組み、 

口— リイ は、 サ リ—、 ジ ヨウ、 ネッドと 組みました。 

みんな 張りき つて、 ものすごく 戦い、 しばらく は、 ど 

ちらが 勝つ か 敗け る わかりませんでした。 そのうちに、 

フ レッドが、 だれも 近くに いなかつ たので、 じぶんの 

打ちい いように、 ボ— ルを 靴の さきで ころがしました。 

そして、 

「ぼく はいった よ。 さあ、 ジ ヨウ、 あなた を 敗 かして、 

ぼくが 一ばん だ ご と、 いいました。 

ジ ヨウ は、 ずるい フ レッドに むかって、 やり 返し ま 


した。 そして、 しばらく 戦い ましたが、 とうとう 勝つ 

ことができました。 

口 ー リイ は、 帽子 を ほおり あげ ましたが、 お 客の 敗 

けたの を よろこん ではい けない と 気がつき、 小声に 

なって ジ ヨウに いいました。 

「きみ、 えらかった ぞ。 あいつ インチキ やった。 ぼく 

見て た。 みんなの 前で いって やる ことで きないが、 二 

度と やらないだろう ご 

メグ も、 髪 をな おす ふリ をして ジ ヨウ を ひきよせ、 

さも 感心した というよ うな 顔で、 

「ほんと に、 しゃくだった わ。 でも、 よくこら えた わ。 


あたし、 うれしかった ご 

「ほめない でよ。 メグ。 今 だって あいつの 横っ面 はり 

とばしたい くらいよ。 もうす こしで あのと き、 かん 

しゃく 玉が はれつし そうだった わご と、 ジ ヨウ は、 フ 

レッド を にらみつけました。 

時計 を 出して、 ブルック 先生が いいました。 

「さあ、 お べんとうに しましょう。 兵站 総監、 きみ は 

火 を 起させたり、 水 をく ませたり して 下さい。 マ ー チ 

さんと サリ ー さんと ぼくと で 食卓の 支度 をす るから、 

たれ か コ— ヒ ー を じょうずに いれる 人 はいません 

か？」 


「ジ ヨウが じょうずで すご と、 メグ は よろこんで 妹 を 

すいせん しました。 

ジ ヨウ は、 このごろ、 料理の けいこ をした ので、 こ 

んな 名誉な 役 を ひきうけられ るの だと 思いながら、 支 

度に かかりました。 その あいだに、 少年た ち は 火 を 起 

し、 近くの 泉から 水 を くんで 来ました。 司令官と その 

部下 は、 すぐに テ— ブル かけ を ひろげ、 食べ もの や 飲 

みもの をなら ベ、 みどりの 葉で かざりました。 コ— 

ヒ ー の 用意が できる と、 みんな 席に つきました。 食慾 

はさかん でした し、 まことに たのしく、 しばしば 起る 

大きな 笑い声 は、 近くで 草 を 食べて いる おとなしい 馬 


を おどろかせました。 

食事が すむ と、 すずしくな るまで、 なに か 遊び をし 

ようとい うこと になり、 樫の 樹 のかげ、 すなわち 客間 

へ 席 を うつしました。 

ケ イトが、 尻と リ話 をしょう といい ました。 

「いいです か、 たれ かが、 勝手な お 話 を はじめる のよ。 

そして、 好きな だけつ づけて、 おもしろ そうな ところ 

で、 ぷ つつと きってし まう のよ。 すると、 つぎの 人が 

それ をつ づけ、 じゅんに 話して いくと 悲しい の やお か 

しいの や、 ごつ ちゃに なって おもしろ いわ。 さ、 では、 

どうぞ あなたから ご と、 ケ イトが 命令す るよう な 調子 


でい つたので、 ブルック 先生が はじめました。 

「むかし、 ある 一 人の 騎士が 立身出世 しょうと 思って 

旅に 出ました …… 」 

ブルック 先生 は、 ゆたかな 想像で 話しました。 この 

騎士 は 二十 八 年 も 旅 をつ づけ、 ある 王宮へ いきます と、 

王 さま はま だなら していない 馬 を、 うまくし こんだ 者 

に、 ほうび を 与える と 申されました。 そこで、 騎士 は 

その 馬 をし こむ ために、 まい 日、 のりまわし ましてい 

ると、 お 城に 美しい おひめさ まが、 魔法の ためにと じ 

こめられ、 自由になる お金 をつ くるた めに、 糸 をつ む 

いでいる こと を 知りました。 騎士 は、 貧乏な ので、 お 


金 はなし、 しかたがな いので、 お 城の 扉 をた たくと… 

…と 後の 待 たれる ように 話 をき りました。 

それ をつ づけた の は、 ケ イト、 ネッド、 メグ、 ジョ 

ゥ、 フ レッド、 サ リ—、 エミ ィ、 口 ー リ ー、 フランク 

という じゅんで したが、 話の すじ は、 じつに 変化して 

いき、 おほりに 落ちたり、 墓場の ような ろうか を 歩い 

ていったり、 そこで 見つけた かぎ 煙草 を かいだら 首が 

おちた リ、 そうかと 思う と、 たちまち 生き かえったり 

箱の 中で ダンスしたら、 それが 軍艦に かわった リ、 聞 

いている 者 も、 ときには 笑い出し、 ときには 眉 をし か 

め、 はてし もな く 変化して いく 話 を おもしろく 思い ま 


した。 

話が すむ と、 サリ— がいいました。 

「ずいぶん、 へんな 話でした ね。 だけど、 練習 すれば、 

もっとい いのが できそう ね。 それじゃ、 今後 は ツル— 

ス つて いう あそび ごぞんじ？」 

「どんなの？」 

「そうね、 みんなで 手 を かさねて おいて、 かず をき め 

て、 じゅんじゅんに 手 をのけ ていって、 そのかず にあ 

たった 人が、 ほかの 人の 質問に なんでも 正直に 答える 

の。 それやお もしろ いわ ご 

「やって みまし ようご と、 新しい ことの 好きな ジ ヨウ 


がいいました。 そして、 みんなで 手 を かさね、 じゅん 

じゅんにの いていく と、 口— リイが あたりました。 

「だれ、 あなたの 尊敬す る 英雄 は？」 と、 ジ ヨウが 尋 

ねました。 

「おじいさんと、 ナポレオン ご 

「一ばん 美しい と 思う 女の人 は？」 と、 フ レッド。 

「もちろん、 ジ ヨウ ご 

口— リイの、 あたり 前 さとい うような 顔つきに、 み 

ん などつ と 笑った ので、 ジ ヨウ は、 

「ずいぶん、 ばかげた 質問ね ご と、 けいべ つす るよう 

に 肩 を すぼめました。 


「さ、 もう 一 度 やろう。 おもしろ いね ご と、 フ レッド 

がいいました。 今度 はジ ヨウの ばんでした。 

「あなたの 一 ばん 〔# 「 一 ばん」 は 底本で は 「 一 がん 匕 大 

きい 欠点 は？」 と、 フ レッドが 尋ねました。 

「かんしゃ くご 

「一ばん ほしい もの は？」 と、 口— リイが いいました 

が、 ほしい もの をい えば、 口— リイが くれそう なので、 

わざと、 

「靴の ひも」 と、 答えました。 

「そんなの だめ、 ほんとの ことい わなく ちゃ ごと、 口  — 

リイ。 


「天才、 あなた は、 あたしに 天才 を くれたい と 思わな 

い？」 と、 ジ ヨウ はいって 笑いました。 

「男の 美点の なかで、 なにが 一ばん だいじ？」 

「勇気と 正直」 

すると、 フ レッドが、 

「今度 は ぼくの ばんだ ご と、 いいました。 

口— リイが、 あれ をい つてお やりと、 ささやい たの 

で、 ジ ヨウ はすぐ にきり 出しました。 

「クロ ッケ— で インチキ やらなかった？」 

「うん、 ちょ つ と ご 

「よろしい、 きみの さっきの 尻と り 話、 海の ライオン 


という 本から とらなかった？」 と、 口 ー リイ。 

「いくらかね ご 

「イギリス 国民 は、 あらゆる 点で 完全と 思います か？」 

と、 サ リ—。 

「そう 思わなかったら、 イギリス 人の 自分 は、 はず か 

しいです よご 

「それでこそ ほんとの イギリス 人 だ。 さあ、 今度 はサ 

リ ー のばんだ ご 

「あなた は、 じぶん をお てんば 娘 だと 思いません か？」 

と、 nl リイ。 

「ひどい わ。 そんな 女 じ やない わ。」 


「なにが 一ばん きらい？」 と、 フ レッド。 

「くもと、 ライス • プディング ご 

「一ばん 好きな の は？」 と、 ジ ヨウ。 

「ダンスと フランスの 手ぶ くろ。」 

そのと き、 ジ ヨウが、 頭 を ふって、 

「つまらない 遊びね。 それより 作家 トランプ を、 おも 

しろく やらない？」 

ネッドと フランクと 小さい 女の子が くわわって 遊ん 

でい る あいだ、 〔# 「」 は 底本で は 「。匕 年上の 三人 は そ 

こから はなれて 腰をおろして 話しました。 ケ イト は、 

ふたたび 写生帳 をと り 出して かき、 メグ は それ をな が 


め ブルック 先生 は 草の 上に ねころんで いました。 メグ 

は、 ケ イトの かくの を 見て、 おどろきの 声で、 

「なんてお じょうずなん でしよう！ あたし も あんな 

にかいて みたい わご と、 いいました。 

「どうして、 おけい こなさらない の？ あなた は 絵の 

天分が おありです わご 

それから、 家庭教師の ことにな り、 ケ イト は 家庭 教 

師 について 習った から、 あなた も 家庭教師に 習う とい 

いといい ました。 メグ は 家庭教師 につく どころ か、 じ 

ぶん は 家庭教師 として 教えに いっている といい ますと、 

ケ イト は、 


「まあ、 そうなんで すの ご と、 いい ましたが、 そのい 

いかた は、 おやおや、 いやな こと だと、 いうよう な 調 

子でした。 ブルック 先生 は、 とりなす ように、 

「アメリカのお じょうさんが たは、 先祖が そうで あつ 

たように、 独立し 自活す る ことが たっとばれ るので 

すご と、 いいました。 

ケ イト は、 眉 を ひそめて、 去って いきまし たが、 そ 

れを 見送りながら メグ はいいました。 

「あたし、 イギリス 人が、 女の 家庭教師 を けいべつす 

る こと を 忘れて いました ご 

ブルック 先生 は、 むしろ 満足そう に、 


「あちらで は、 男の 家庭教師 だってよ くいいません。 

なさけない ことです がね、 なんとい つても、 われわれ 

はたらく 者に は、 アメリカ ほどい いところ はあり ませ 

んご と、 いったので、 メグ はじ ぶんの こと を 嘆いた の 

を、 むしろ はずかしくな りました。 

「ええ、 あたし アメリカに 生れた の を うれしく 思い ま 

すわ。 そのために、 たくさんの よろこび を 得て いるの 

ですから。 ただ、 あたし、 あなたの ように 教える こと 

が 好きに なれたら、 どんなにい いでし ようご 

「口 ー リイが あなたの 生徒 だったら、 あなた も 教える 

のがた のしくな ります。 来年 口 ー リイと 別れなければ 


ならない ので、 ざんねんです よご 

「大学へ いら つ しゃる のでしょう？」 

「そうです。 準備 はだいたい できて います。 口 ー リイ 

がいけば、 ぼく は 軍隊に はいります ご 

「まあ、 すてき！ わかい 男の かたは、 兵隊に いきた 

がるの はほんと です ね。 お 家に のこる おかあさん や、 

姉妹た ちはつら いでしょう がご 

「ぼく は 一人ぼっちです。 友 だち もす くないし、 ぼく 

が 死のう が 生きよう が、 たれ も 心配す る 者 はい ませ 

んご 

「口— リイ やお じいさんが 心配な さいます わ。 それに 


あたし たちだって、 あなたが おけが でもな されば、 悲 

しみます わご 

「ありがとう。 そう 聞いて うれしく 思います よご と、 

ブルック 先生 は、 また 快活に なって 話しつ づけました 

が、 ネッドが 馬に のって 来たので、 しずかに 話し合う 

こと はでき ませんで した。 

たった 一 つ、 メグ ゃジ ヨウのお どろいた ことがあり 

ました。 それ は、 べス が、 人 を よろこばせた いという 

一心から、 足の わるい フランクに 話 を 聞かせて やって 

いる 光景でした。 それ は、 また、 フランクの いもうと 

にと つても、 びっくり する ような ことで、 いもうとの 


グレ— スは、 

「フランクに いさんが、 あんなに 笑って いるの 知らな 

いわ ご と、 いいました。 

日 ぐれ 近くまで、 また、 いろいろ のあそび をし まし 

た。 帰り支度 は、 みんなで やり、 テント をた たみ、 ク 

ロッケ ー の 鉄 輪 をぬ き、 一行 はボ— ト にの リ こみ、 声 

はりあげて うたいながら、 川 を 下って いきました。 

ネッド は、 センチメンタル になって、 

ひとり、 ひとり、 ああ、 ただ、 ひとり。 

われら、 いまだ 年 わかく 

みな あたたかき 心 もつ に 


なぜに つめたく はなれい く。 

と、 いうと ころで、 わざと あわれつ ぼい 表情 をして、 

メグ を ながめました ので、 メグ は 笑い出して しまい、 

その 歌 をめ ちゃめち やにして しまいました。 

「あなた は、 どうして ぼくに つらくあた るんで す？ 

今日 一日、 あなた は あのかた くるしい イギリス 人にば 

かりく つついて いて、 今度 は ぼく を 鼻で あしら うんで 

すね ご 

「そんなつ もり じ やなく つてよ。 あんまり おかしな 顔 

をな さるので、 ついご 

ネッド は 怒って、 サリ ー の 同意 を 得ようと して、 


「あの人、 すこしも 情味の ない 人ね ご 

「ちっとも。 だけど、 かわいい 人。」 

サ リイ は、 友 だち の 短所 をみ とめながら も かばい ま 

した。 

「とにかく、 あの人 は 手お い 鹿で はない ね ご 

ネッド は、 しゃれたつ もりで したが、 たいした しゃ 

れ とはいえ ませんで した。 

朝、 集合した 口— レンス 家の 芝生で、 みんな は、 た 

がいに、 あいさつして 別れ をお しみました。 というの 

は、 ボ ガン 家の人た ち は、 カナダへ 帰って いくからで 

した。 四 人の 姉妹 は、 庭 を 通って 家へ 帰り ましたが、 


そのうし ろす がた を ながめて いた ケ イト は、 今度 はか 

ばうよう な 調子な ど を まじえずに いいました。 

「アメリカの 娘さんた ち は、 ずいぶん 露骨な ところ は 

ある けれど、 よく 知って みると、 とてもい い 人た ちね 

え ご 

すると、 ブルック 先生が いいました。 

「ぼく も 同感です ね ご 

第 十三 美しい 空中楼閣 

〔# 「第 十三 美しい 空中楼閣」 は 底本で は 「十三 美しい 


空中楼閣 匕 

九月の ある あたたかい 日の 午後、 口 ー リイ は、 マ— 

チ 家の 連中が、 なに をして いる だろうと 考えながら も、 

わざわざ 見に 出かけて いくの もお つくうな ので、 ただ 

ハ ンモ ックに ゆられて いました。 

かれは、 ふきげんでした。 その 日 は、 する ことが う 

まくい かず、 あたたか いので 身体 はだる く、 勉強 をす つ 

ぼかして ブルック 先生 をい やがらせ、 お昼から ピアノ 

を ひきつづ けて、 おじいさんの 気持 を そこね、 家の 犬 

がー 匹、 気が くるった といって 女中 をお どかし、 馬に 


ひどく したと いって 馬丁と けんかし、 世の なか はお も 

しろくな いやと、 ぶんぷん 怒って、 ハンモックに とび 

こんだ のです。 

けれど、 美しく のどかな ので、 かれの 気持 はやす ま 

り、 世界一周の 航海 をして いるよう な 空想に ふけって 

いると、 人声が して 空想 はや ぶれました。 見る と マ— 

チ 家の 姉妹た ちが 出かけて いくと ころでした。 けれど、 

いつもとよう すがち がって、 めいめい 大きな つばの 帽 

子 を かぶり、 肩に 茶色の ふくろ を かけて 長いつ え をつ 

き、 メグ は クッション、 ジ ヨウ は 本、 べスは ひしゃく、 

エミ ィは 紙ば さみ を、 それぞれ 持って いました。 一行 


は、 しずかに 庭 をぬ け、 うら 木戸 を 出て、 家と 川の あ 

いだに ある 丘 をの ぼり はじめました。 

「ひどい な あ。 ぼく を 誘わないで ピクニック にいくな 

んて。 かぎ を もってい ないから、 ボ ー トに のれまい。 

よし、 持って いって やろう。 そして、 なに をす るの か 

見て 来よう ご 

口 ー リイ は、 どの 帽子 を かぶろうかと まよい、 かぎ 

をさん ざん さがし、 かぎが ポケットに はい つてい るの 

に 気がつく と、 さっそく 後 を 追い ましたが、 少女た ち 

のす がた はなく、 ボ— ト 小屋へ いきまし たが、 だれも 

来ない ので、 上への ぼって いきました。 すると、 松の 


木立の かげから、 風の 音よりも、 こおろぎの 歌よりも、 

も つ と ほがらかな 声が 聞え て 来ました。 

「すてき だ！」 と、 口— リイ は、 目が さめた ような 思 

いでした。 

姉妹た ち は、 木 かげに すわり、 太陽の 光と 木の 影が、 

その上に ゆれて いました。 メグ はぬ いもの をして いま 

したが、 ピンクの ドレスが ばらの ように あざやか でし 

た。 べス は、 松 ぼっくり をより わけてい ました。 エミ 

ィは、 一 むらの しだ を 写生して いました。 そして、 ジョ 

ゥは、 大きな 声で 本 を 読みながら、 あみもの をして い 

ました。 この 光景が、 口 ー リイの 心 を とらえました。 


口 ー リイ は、 そばへ いきたいが、 誘われた ので もな し、 

家へ 帰るべき だが、 家 はた まらな くさびし く、 それで 

立ち去り かねてい ると、 リスが かれの すがたに おどろ 

いて、 するどい 声 を 出しました。 その 声に、 ベ スが顔 

を あげる と、 口— リイの さびし そうな 顔が あつたので、 

安心させる ように、 に つ こり 笑つ て 手 まねきし ました。 

「ぼく、 いっても、 いいです か？」 

メグ は、 眉 をつ りあげて、 いけない といよう す をし 

ましたが、 ジ ヨウ は メグに 顔をしかめて、 

「だいじょうぶよ、 いらっしゃい。 お誘いし ようと 

思った けど、 こんな 女の 遊びなん か、 つまらな いと 思つ 


たのよ ご 

「あなたた ちの 遊びなら 好きです。 でも メグが いやな 

ら、 ぼく 帰ります。」 

「いやじゃありません わ。 そのかわり、 ここで は 怠け 

てはいけ ない という 規則 だから、 あなた もな にかし な 

ければ いけません よご 

「どうもありがとう。 なんでも します。 だって 家 は、 

さばくみ たいに 退屈です ご 

口— リイ は、 うれしそうでした。 

「それで は、 あたしが、 かかと を あんで いる あいだに、 

この 本 を 読んで しまって ね ご 


ジ ヨウが 本 を わたす と、 口 ー リイ は、 はいと、 うや 

うやし く 答えて 「はたらきばち 会」 に 入会 させて くれ 

た 好意に 感謝して、 熱心に 読み はじめました。 その物 

語 は あまり 長く はなく、  口 ー リイ は 読みお わると、 労 

にむ くいても らう 〔# 「もらう」 は 底本で は 「もろう 匕 た 

めに、 二三の 質問 を 出しました。 

「ちょっとう かがい ますが、 この 有益な 会 は、 新ら し 

くで きたんです か？」 

姉妹た ち は 顔 を 見合せ ました。 秘密に してお くべき 

か、 それとも うち 明けるべき か？  口 ー リイに なら 

いっても いいと、 みんな は 考えました。 ジ ヨウ は、 につ 


こり 笑って い いました。 

「あたした ち、 巡礼 あそび 〔# 「あそび」 は 底本で は 「あ 

そび 匕 を、 冬から 夏まで つづけて 来たの。 そして、 こ 

の 休暇に は、 怠けない ようにと 思って、 めいめい 仕事 

を こしらえて 精 いっぱい やりました。 休暇 はもう じき 

おわり ますが、 仕事 は みんなで きて、 よろこんで いま 

すの。 ところで、 おかあさん は、 あたした ち を、 外へ 

出したがって いらっしゃ るので、 この 丘へ 仕事 を 持つ 

て 来て、 おもしろ くやって いるの ご 

口 ー リイ は、 うなずいてい いました。 

「ああ、 それで、 ふくろ をし よい、 杖 をつ き、 古い 帽 


子 を かぶ るんで すね。」 

「あたした ち は、 この 丘の こと を、 よろこびの 山と い つ 

てます の。 ずっと、 むこうまで 見 わたせる し、 〔# 「ご 

は 底本で は 欠落〕 あたした ちが、 いっか は 住んで みたい 

と 思う 国 も 見える からです。 」 

ジ ヨウが、 ゆびさし たので、 口— リイ は 立ち あがつ 

てながめ ました。 あおい 川、 ひろびろとした 草地、 そ 

のむ こうの みどりの 山々、 その 峰に たなびく 金と 紫の 

雲、 まことに、 天の 都 を 思わせる ものが ありました。 

「なんてう つくし いんだろう！」 と、 口 ー リイ は、 美 

しさ をす 早く 見つけました。 


「あのうつ くしい 景色のと ころが、 あたした ちの ほん 

との 国で、 みんなで そこへ いけたら、 うれしい と 思う 

わご と、 べス がいい ますと、 メグ は、 やさしい 声で、 

「あれよ か、 もっとう つくしい 国が あるの よ。 あたし 

たちが、 りっぱな 人に なったら、 そこへ いける のよ ご 

と、 いいました。 

「べス なんか、 いっかいけ るで しょうが、 あたしなん 

か、 戦ったり はたらいたり、 のぼったり すべった りで、 

いかれそう にもない わご 

ジ ヨウが いうと、 口 1 リイ も、 

「ぼく、 べスの 道づれ になり ますよ。 でも、 ぼくが そ 


の 旅に おくれたら、 やさしい 言葉 を かけて くれる で 

しょうね？」 

べス は、 なんと 返事して よい かこまった ようでした 

が、 快活に いいました。 

「だれ だって、 ほんと はいきたい 気持で、 一生、 努力 

の 旅 をつ づけたら 天の 都へ いける と 思う わご 

しばらく 沈黙が つづ いた 後、 ジ ョ ゥが い いました。 

「あたした ちの 勝手に 考える 空中楼閣が みんな ほんと 

の ものに なって、 そこに 住む ことができたら、 どんな 

にお もしろ いでし ようご 

「ぼく は 見たい だけ 世界 を 見物して から、 ドイツに お 


ちついて、 好きな だけ 音楽 を 勉強して、 有名な 音楽家 

にな るんで す。 けれど、 ぼく はお 金 だと か、 商売と か 

すこしも 気に かけずに、 じぶんの 好きな ように 暮 すん 

です。 これが ぼくの 気に いっている 空中楼閣で すご 

口— リイが そういうと、 メグが つぎを つづけました- 

「あたし は、 いろいろ ぜいたくな ものが、 たくさん あ 

るう つくしい 家が いい わ。 おいしい 食べ もの、 きれい 

な 服、 りっぱな 道具、 感じの いい 人た ち、 そして、 お 

金 は 山 ほど あるの。 あたし その 家のお くさんで、 召使 

をた くさん 使って。 でも 怠けたり しないで、 いいこと 

をして、 みんなから かわいがられ たいご 


ジ ヨウ は、 ずばりと、 

「おねえさん は、 なぜり こうで やさしい 夫と、 天使の 

ような 子供が いてと、 おっしゃらな いの。 それが な 

かったら、 おねえさんの 空中楼閣 はでき ない わご と、 

い いました。 

「あなたの 空中楼閣に は、 馬と インクつ ぼと 小説し か 

はいって いないんで しょう？」 と、 メグ はすこし むつ 

としてい いかえしました。 

「いい じ やない の。 アラビア 馬の いっぱい はいった 馬 

屋と、 本 をつ みあげた 部屋と、 魔法の インクつ ぼが あ 

れば、 あたし は、 その インクつ ぼで、 口— リイの 音楽 


とおな じくら い、 有名な 作品 を 書 くんだ わ。 だけど、 

あたし その 空中楼閣へ はいる 前に、 なに かすば らしい 

英雄的な こと、 そうね、 あたしが 死んでも 人から 忘れ 

られ ないような こと、 やって みた いわねえ。 そうだ、 

あたし 本 を 書いて お金 持に なリ 有名に なれたら いい わ 

それが あたしに 似合って いるの。 それ、 あたしの 大好 

きな 空想よ ご 

「あたしの は、 無事にお とうさん やお かあさん といつ 

しょに 家で 募して、 家の人た ちの 世話 をして あげる こ 

とです わご と、 べス がいう と、 口— リイが 尋ねました 

「ほかに は、 なに か 望み はない の？」 


「あの かわいい ピアノ をいた だいた から、 ほかになん 

にも 望みはありません ご 

すると、 エミ ィが いいました。 

「あたし は、 絵 を かきに 口 ー マへ いき、 りっぱな もの 

を かいて、 世界中で 一ばん えらい 画家になる ことです 

わご 

「ぼくたち、 なかなかの 野心家で すね。 べスの ほか は、 

金 持に なり、 有名に なり、 あらゆる 点で えらくな ろう 

というの ですから ご と、 口— リイが いうと、 ジ ヨウが、 

「今から 十 年た つて、 みんな 生きて いたら あつまって、 

だれが 望み をと げた か、 だれが 望みに 近づ いたか 見 ま 


しょうよ ご と、 い いました。 

「そしたら、 あたしい くつ？  二十 七ね ご と、 メグ。 

すると、 すぐに ジ ヨウが、 

「口— リイと あたしが 二十 六、 べスが 二十 四、 エミ ィ 

が 二十 二、 なんとみ なさん、 相当の 御先 輩と いう わけ 

ね ご 

「ぼく は、 それまで になに か、 じまんになる ような こ 

としたい な、 だけど、 ぼく はこん な 怠け者 だから、 だ 

めだろう。 ねえ、 ジ ヨウ ご 

「おかあさんが、 あなたに はなに かいい 動機が あれば、 

きっとす ばらしい ことな さるって、 いってら したわ ご 


「そうです か。 ぼくやり ます。 ぼく は、 おじいさんの 

気に いるよう にした いんだが、 できな いんです よ。 お 

じいさん は、 後つ ぎに して、 インド 貿易商に したがつ 

てい るんで す。 だけど、 ぼくい や だ。 大学へ 四 年い く 

だけで、 満足して 下されば いいのに、 ああ、 おじい さ 

んを 世話して 下さる かたが あれば、 ぼく は 明日に も 家 

をと び 出 すんだ がな あご 

口— リイ は、 ひどく 気が たかぶって いました。 かれ 

に は 青年の 熱情が あり、 じぶんの ちからで 世の 荒浪を 

のりきって いこうと して、 いるので した。 ジ ヨウ は 同 

fE して、 


「あなたの 船で 海への リ 出し、 したい ほうだいな こと 

して、 あきる まで 帰らなければ いい わご と、 じぶんの 

好きな 空想で あおりました。 びっくりした メグ はいい 

ました。 

「いけない わ。 ジ ヨウ、 あんな ことい つて、 口 ー リイ 

も そんな 忠告 聞いて はだめ。 あなた 大学で 一 心に 勉強 

すれば、 おじいさん もい つまで もがん こな ことい わな 

いで、 きっと あなたの 望み を かなえて 下さいます。 だ 

から、 さびしがったり、 いらいら しないで、 じぶんの 

務め を はたす ようにな さいね。 そうすれば、 ブルック 

先生の ように、 みんなから たっとばれ 愛される ように 


なります。」 

それから、 メグ は、 ブルック 先生が、 おかあさんの 

なくなる まで 孝養 をつ くした こと、 おかあさんから 〔# 

「から」 は 底本で は 「かち 匕 はなれたくない ので、 家庭 教 

師 として 外国へ いける の を ことわつ たこと、 そして、 

今でも なくなった おかあさんの 看病 をして くれたおば 

あさんに、 まい 月、 仕送り をして いる こと、 それ を だ 

れ にもい わずに いた ことな ど、 口— リイのお じいさん 

が、 メグのお かあさんに 話した こと を 話し、 どうか そ 

の りっぱな ブルック 先生 を 満足させる ように、 よく 勉 

強し なければ いけない と、 まるで、 ねえさんみ たいに、 


口 ー リイに いって 聞かせました。 そして、 こうつけ 加 

えました。 

「ごめんなさい。 お 説教した りして。 けれど、 まるで 

ほんとの 兄弟み たいな 気がする ものです から、 思った 

とおりの ことい うのよ ご 

口— リイ は、 親切な メグの 言葉 を ありがたく 思い、 

「ねえさん のように、 ぼくの 欠点 をい つて 下さって あ 

リ がとう。 今日は ぼくふき げんだった けど、 これで 

さ っぱリ した。」 

口 ー リイ は、 できるだけ 愉快に しょうとして、 メグ 

の 糸 をまい て やったり、 ジ ヨウ を よろこば そうとして 


詩 をうた つたり、 ベ スに松 ぼっくり を 落して やったり、 

ェ ミィの 写生 を 手つ だ つ て やったり はたらきばち 会の 

会員に ふさわし いように 努めました。 そのうちに、 ハ 

ンナの 知らせる ベルが 聞え ました。 みんなが 家へ 帰る 

時間です。 口 ー リイ は、 

「ぼく、 また 来ても いい？」 

メグ は、 にこに こして、 

「ええ、 おとなし くして、 本が 好きに なれたら ね ご 

「好きになります ご 

「じ や、 いらっしゃい、 あみもの 教えて あげる わ。 ス 

コット ランド 人 は、 男で も あみもの する のよ。 それに、 


今 とても 靴下の 注文が あるんで すって ご 

その 晚、 べスは 口— レンス 老人の ために ピアノ を ひ 

きました が、 口 ー リイ は それ を 力 ー テンの かげに たた 

ずんで 聞きました。 べスの あどけない 音楽 は、 口 ー リ 

ィの 気持 を しずめて くれ、 おじいさんの ことが、 しみ 

じみと なつかしく 思われる のでした。 そして、 その 日 

の 午後の メグの 話 を 思い出しながら、 よろこんで 犠牲 

を はらう つ もりで、 

「ぼく は、 空中楼閣 なんてす てて、 おじいさんが 望む 

だけ、 いつまでも、 いっしょにいて あげよう。 おじい 

さん は、 ぼく だけし か、 頼る 人がない ん だもの ご と、 


ひとり 言 を い いました 


第 十四 秘密 

十月に はいると、 寒さ も きびしく なり、 日 ざし もみ 

じかくな つたので、 ジ ヨウ は 屋根 部屋で いそがしい 日 

を 送りました。 最後の ぺ ー ジを おわって、 じぶんの 名 

を 花文字で 書く と、 ペン を なげ 出して いいました。 

「さあ、 できあがった、 これで だめなら、 もっとよ く 


書け るまで 待たなくて はなら な いご 

ソファに ころりと あおむき になり、 ジ ヨウ は 念入り 

に 原稿 を 読みな おし、 ところどころに、 線 を ひいたり、 

感嘆符 をつ けたり しました。 それから、 あかい リボン 

でと じました。 この 屋根 部屋の ジ ヨウの 机 は、 かべに 

とりつけて ある 古い ブリキの 台所 用の たなでした。 

ジ ヨウ は、 そのな かへ 原稿用紙 や 二三 冊の 本 をし まい 

こんで、 ねずみの、 がりがり さんに、 荒らされな いよ 

うにし ました。 がりがりさん は、 やっぱり 文学 好きで、 

原稿用紙 や 本 をよ く かじる からです。 ジ ヨウ は、 ブリ 

キの いれもの からもう 一 つの 原稿 をと り 出し、 今 書き 


おわった 原稿と いっしょに、 ポケットに ねじこんで 階 

段 をお りました。 それから、 こっそり 家 を 出て、 通り 

がかり の 乗合馬車 を よびとめて のり、 いかにも たのし 

そうな、 秘密 ありそうな 顔つきで、 町の ほうへい きま 

した。 

町へ 来た ジ ヨウ は、 大 いそぎで、 ある にぎやかな 通 

りの、 ある 番地まで 突進し ました。 やっと ある 家 を さ 

がし 出し ましたが、 そのき たない 階段 を 見 あげる と、 

じっと 立ち どまって いました が、 きゅうに、 また 大ぃ 

そぎで 帰つ て いきました。 こんな こと を 一 一三 回く りか 

えした あげく、 まるで 歯 をす つかりぬ いても らうよう 


な 悲壮な 顔つきで 階段 をの ぼって いきました。 その 建 

物に は 歯科医 もあった のです。 

それ を 見て いたの は、 むかいがわの 建物の、 窓のと 

ころ を ぶらぶら していた わかい 紳士でした。 

「一人で 来る なんて、 あの人ら しいな。 けれど、 気分 

でも わるくな つたら、 家まで つきそって あげなく 

ちゃ ご 

十分と たたない うちに、 ジ ヨウ はまつ かな 顔 をして 

なに かお どろく ほど 苦しい 目にあ つ たように 階段 を か 

けおりて 来ました。 わかい 紳士 は、 ほかならぬ 口 ー リ 

ィ でした が、 ジ ヨウが ちょいと 頭 を さげて いきすぎた 


ので、 すぐに 後 をお つて 尋ねました。 

「とても 痛 か つ た？」 

「そんなで もなかった わご 

「早く すんだ ねえ。 ずいぶん ご 

「ええ、 うまくい つたわ！」 

「どうして 一 人で い つたの？」 

「たれに も 知らせたくなかった からよ ご 

「ずいぶん、 かわって いるんだ ね。 きみ は、 それで、 

なん 本ぬ いたの？」 

ジ ヨウ は、 口— リイの いう 意味が わからな いので か 

れの顔 をな がめ ましたが、 はっと 気がついて、 おもし 


ろくて たまらない というよ うに 笑いました。 

「二 本ぬ いても らいた いんだけ ど、 一週間 も 待た な 

き やならない のよ ご 

「なに を 笑って るの？ また、 なに かいたず らして き 

たんだね、 ジ ヨウ ご 

「あんな こそ、 玉突屋 でな にして らした の？」 

「はばかりながら、 玉突屋 ではありません。 体育館で 

して。 ぼく は 剣術 を 習って ます ご 

「まあ、 うれしい！」 

「なぜ？」 

「あたし 教えて もらえる もの。 そうすれば、 今 直 ハム 


レット を やる とき、 あんな レア ティ ス やれる から、 二 

人で あのす ばらしい 剣術の 場が やれる ご 

口 ー リイが ふき 出した ので、 通行人が、 二三 人 ふり 

かえりました。 

「教えて あげる よ、 ハム レット はどうで もい いが、 お 

もしろ いよ。 やれば 身体が しゃんとなる。 でも それ だ 

けで、 あなたが、 まあ うれしい つ て、 あんなに 強く いつ 

たと は 思えない がご 

「そうよ、 あんた が 玉突屋 にいなかった のが うれし 

かった の。 あんた、 いくの？」 

「そんなに、 いきません よご 


「いかない ほうがいい わご 

「なにも わるい ことありません よ。 家の 玉 突で は、 

じょうずな 相手がなくて つまらない。 だから、 とき ど 

きいって、 ネッド • マフ オット や、 そのほかの 連中と 

や るんで すご 

「いや だ わ、 だんだん 好きに なって、 時間 をお 金 をむ 

だに して、 いけない 子に な るんで しょう。 品行方正で 

いて ほしい わご 

「男 は、 品 をお とさなければ、 ときどき おもしろい 遊 

び をして はいけ ないか しら？」 

「それ は 遊ぶ 方法と 場処 による わ。 ネッドの 連中、 あ 


たしき らい、 交際し ないほう がいい わ。 あたしの 家に 

も 来たがって いるけ ど、 おかあさんよ せっけな いよう 

にな さるの。 あなたが、 あの人み たいなら、 今まで ど 

おりあな たと 遊ばせないでしょう。 おかあさん は ご 

口— リイが いいました。 

「では、 ぼく 申し ぶんの ない 聖人になります ご 

「聖人なん て まっぴら、 すなおな 品の ある 人に なって 

ほしい わ。 キングの 家の 息子さんみ たいに、 お金た く 

さん 持って、 よっぱらったり、 ばくち をしたり、 しま 

いに、 家出して おとうさんの 名 を かたって 〔# 「かたつ 

て」 は 底本で は 「がた つて 匕、 なに か 偽造まで して、 こわ 


いわ ご 

「ぼく も、 そんな ことし かねないと 思って いるんで す 

ね？ どうもありがとう。」 

「とんでもない。 ただ あたし、 お金 は おそろしい 誘惑 

をす るって 聞いて るから、 あなたが 貧乏 だったら、 心 

配し ないでも いいと 思う ことがある わ。 だって、 あな 

た、 ときどき ふきげん だったり、 強情だった りする か 

ら、 いったん まちがつ たほうへ むいたら、 ひきとめる 

のが むずかし いと 思う わご 

「そう、 そんなに 心配して いて くれる の ご 

口 ー リイ は、 しばらく だまりこんで 歩いて いました- 


ジ ヨウ は、 すこしい いすぎた かしらん 〔# 「かしらん」 

は 底本で は 「かしらう 匕 と 思い ましたが、 やがて、 口  — 

リイ ま、 

「あなた は 家へ 帰る まで 説教す るつ もり？」 

「いいえ、 どうして？」 

「説教す るつ もりなら、 ぼく バスにの るし、 しないな 

ら、 いっしょに 歩いて、 とてもお もしろ いこと 聞かせ 

てあげる ご 

「しない。 だから、 その ニュ ー ス 聞かせて ご 

「よろしい、 これ は 秘密です よ。 ぼくがい つたら、 あ 

なた の もい わなければ だめです よご 


「あたし 秘密なん かない わよ ご と、 ジ ヨウ はいい まし 

たが、 じぶんに も 秘密が ある こと を 思って、 きゅうに 

口 を つぐみました。 

「あるでしょう。 かくした つて だめ、 さっさと 白状な 

さい。 いわなければ、 ぼ くもいわない ご 

「あなたの 秘密お もしろ いの？」 

「おもしろい とも！ あなたの よく 知っている 人の こ 

と。 あなたが 知っていなければ ならない 秘密 だから、 

教えて あげたくて うずうずして いるんで す。 さあ、 あ 

なた からです よご 

ジ ヨウ は、 家の人に もい わない こと、 からかわない 


こと を 念お して、 

「じ やい うわ。 あたしね、 小説 を 二つ、 新聞社の 人の 

ところへ おいて 来たの。 そして、 来週 返事が あるの ご 

と、 相手の 耳に ささやきました。 口 ー リイ は、 

「アメリカに その 名 も 高き マ ー チ 女史ばん ざい！」 と 

さけんで 帽子 を 高く なげ、 それ を うけとめました。 も 

う 郊外 を 歩いて いたので、 それ は 二 羽の がちょうと、 

四 ひきのね こと、 五 羽の にわとりと、 六 人の アイ ルラ 

ンド 人の子 供 を よろこばせました。 

「返事なん か 来ない わ。 この こと、 たれに も 失望 させ 

たくなかった から、 いわなかった の ご 


「な あに、 だいじょうぶ、 あなたの 書く もの、 シェ ー 

ク スピアの 書いた ものく らい、 ねうちが あります よ。 

活字に な つ たらす てき だな！」 

ジ ヨウ は、 そうい われる と、 うれしく 思いました。 

友 だ ち の 賞讃は いい ものです。 

「それで、 あなたの 秘密って な あに？ 公明正大 にい 

いなさい ご 

「いってし まう と、 こまる ことになる かもしれ な いん 

です が、 いわない と 気が らくに なれない し、 あのね。 

メグの 片 つぼう の 手ぶ くろの ありか を 知つ てい るんで 

すご 


「それ つ きり？」 

「今のところ、 それで じゅうぶん だよ、 どこに あるか 

と いう こと を 教えたら ご 

口 ー リイ は、 ジ ヨウの 耳に 三 つ の 言葉 を ささやき ま 

したが、 その 言葉で ジ ヨウ は、 おどろきと 不愉快な 表 

情 をして つつ 立ち、 口— リイの 顔 を 見つけてから 歩き 

出しました。 

「どうして 知つ てるの？」 

「見たん だよ、 ポケット にご 

「ずつ と 今でも？」 

「ええ、 ロマン ティ ックじ やない？」 


「いいえ、 こわい わ。 きらいだ わ。 ばかばかしい。 た 

まらない わ。 メグね えさん、 なんてい うかしら？」 

「たれに もい わないで よ、 きみ を 信用した からい つた 

のさ ご 

「それじゃ、 当分 はいわない わ。 でも、 いやね。 聞か 

して くれなければ よかった ご 

「ぼく は、 きみがよろ こぶかと 思った ご 

「たれ かが メグ を つれ 出しに 来る つてい うこと を、 あ 

たしが よろこべます か。 ああ、 あたしに は 秘密っても 

の は 性に 合わない。 あなたが そんな こと 聞かす もの だ 

から、 気持が くしゃくしゃし ちゃった ご 


ジ ヨウが 不満ら しくい うと、 口— リイ は、 

「この 坂 を 競走して おりよう。 そうすれば、 気持が 

さ つ ぱ りする よ。 」 

あたりに は 人 かげ もな く、 平らな道が まねく ように 

坂な つてい ました。 ジ ヨウ は 走り出し、 帽子 もくし も 

ふり 落し、 髪 を ふりみだし、 目 を かがやかしました。 

もう 不満な 色はありませんでした。 

「あたし 馬 だったら、 こんなに 気持の いい 空気の なか 

を、 いくらか けても 息が きれないでしょう。 ああお も 

しろかった。 でも、 このお かしな かっこう。 あたしの 

落した もの ひろって 来て よご と、 ジ ヨウ は 紅葉の ちつ 


ている かえでの 木の下に すわりました。 そして、 髪 を 

なおしました。 その あいだに 口 ー リイ は、 ジ ヨウの 落 

しもの を ひろいに いきまし たが、 そこへ 訪問が えりの 

メグが、 りっぱな 服 を 着て、 貴婦人み たいに 大人び て、 

通りかかりました。 

「あなた、 走った のね、 いつにな つたら、 そんなお て 

んば やまる の？」 

「年 をと つて、 身体が こわばって、 松葉杖 をつ くるよ 

うになる まで やめない わ。 あたし を 大人 あっかい にす 

るの いやよ。 おねえさんが、 きゅうに 変った の を 見る 

のつ らい わ。 せめて あたし だけ いつまでも 子供に して 


おいて ご 

ジ ヨウに は、 メグが 大人び ていく ように 思える のに 

口 ー リイの いった 秘密から、 やがて 別れと いうお そろ 

しいと きが、 近く 来そう な 気がしました。 

「そんなに、 おめかして どこへ？」 

「ガ— デナ ァの ところへ、 サリ ー は、 ベル • マ フォッ 

トの 結婚の こと をす つかり 話して くれました。 とても 

りっぱで したって、 お 二人 はこの 冬 を パリで 送る ため 

に、 もうお たちに なった のよ。 どんなに うれしいで 

しょうね ご 

そこへ、 口 ー リイ も 帰って来て、 ジ ヨウと いっしょ 


に、 メグの 結婚の こと を 話して いるう ちに、 とうとう 

メグ は、 

「あたし、 たれと も 結婚し ない わご と、 つんと 気 どつ 

て 歩き はじめました。 二人 は その後から、 子供みたい 

に、 笑ったり、 つっき 合ったり してついて いきました 

さて、 それから  一 二週間と いう もの、 ジ ヨウ はいか 

にも 奇妙な ふるまいが 多かった ので、 みんなお どろい 

てし まいました。 郵便屋の 足音が すると 玄関へ かけて 

い つたり、 ブルック 先生に つ つけん どうに したり、 じつ 

とす わりこんで 悲しそう な 顔 をして メグ を ながめたり 

きゅうに、 メグに とびついて キッスしたり、 口 ー リイ 


が 来る と、 二人で 目く ばせ して、 新聞の こと を 話した 

リ、 いったい、 どうしたと いうんで しょう？ 

ある 日、 ジ ヨウ は 家の なか へ とびこんで 来て、 ソファ 

に 横にな り、 新聞 を 読む ふり をして いました。 べスが 

尋ねました。 

「なに 読んで いらっしゃ るの？」 

「はりあう 画家と いう 小説 ご 

「おもしろ そうね、 読んで ちょうだ いご 

メグが いうと、 ジ ヨウ はせ きばらい をして、 読み は 

じめ ましたが、 ロマンチックな 作で、 出て 来る 人物 は 

最後に みんな 死んで しまう という、 かなり 悲壮な もの 


でした。 

「いい わ、 恋をする とこ 好き、 だ あれ、 作者 は？」 と 

ェ ミィが 尋ねる と、 

「あなたがたの 姉妹よ ご 

「あなた？」 と、 メグが さけびました。 

「とてもお じょうずね ご と、 エミ ィ。 

「ああ、 あたし 肩身が ひろい ご と、 べス。 

この 成功に、 みんな はお どり 出したい ほどよろ こび 

ました。 ハンナ もとび こんで 来て、 おどろきの 声 を あ 

げ、 おかあさん もどん なに ほこらしく 思 つたでしょう 

よろこびが、 家中 を あらしの ように ひっかきまわ しま 


した。 ジ ヨウ は 目に いっぱい 涙 をた め、 ミス. ジョセ 

フィン • マ— チと 印刷され た 名前の 新聞が、 みんなの 

手から 手へ わたるの を ながめて いました。 

「すっかり、 話して 聞かせて よご 「いつ 新聞 は 来た 

の？」 「いくらいた だける の？」 「おとうさん はなん て 

おっしゃる かしら？」 「口 ー リイ は 笑わなかった？」 と、 

ジ ヨウの まわりに 集つ た 家中 の 者が、 つ ぎ つ ぎ にさけ 

びました。 

「では、 なにも かもいつ ちまう わご と、 ジ ヨウ は、 じ 

ぶんの 作品 を 売りに いったと きのこと を 話し、 返事 を 

聞きに いったら、 二つと もお もしろ いが、 はじめての 


人に は 原稿料 を 出さないで、 ただ 新聞に のせる だけ、 

そのかわり、 いい もの を 書け るよう になったら、 原稿 

を 買いに 来る という ことだった と 話しました。 

「それで、 あたし 二つと も わたして 来たの。 そしたら、 

今日 これ を 送って 来たの。 口 ー リイが 見せろ つてき か 

ないから 見せて あげたの。 口 ー リイ は、 よくで きてい 

るから もっと 書け というの。 そして このつ ぎから 原稿 

料 を 出させる ように してやる つて。 あたし、 うれしい 

わ。 じぶんで 〔# 「じぶんで」 は 底本で は 「しぶんで 匕 書 

いた もので 食べて いけて、 みんなの くらし もらく にす 

る ことが、 できる かもしれ な いんです もの ご 


ジ ヨウ は、 一気で しゃべって 息が きれました。 そし 

て、 新聞で 顔 をお おって、 涙で じぶんの 小説 をぬ らし 

てし まいました。 ペンで、 一人 立ちして、 愛する 人 か 

ら ほめられる ように なること は、 一ばん ジ ヨウに とつ 

て は、 うれしい ことで ありました。 

第 十五 雲の かげの 光 

「十一 月って、 いやな 月ね ごと、 メグが いったの がきつ 


かけで、 ジ ヨウ も エミ ィも、 霜 がれの 庭 を ながめな が 

ら、 いろんな 気の ひきたたない 話 をして いると、 べつ 

の 窓から 外 を 見て いたべ スが、 

「うれしい ことが 二つ ある わ。 おかあさん は 町から お 

帰リ だし、 口 ー リイさん は、 なに かお もしろ いお 話で 

も ありそうに、 お 庭 をぬ けて 来る わご 

二人とも 家へ はいって 来ました。 おかあさんに、 お 

とうさんから 手紙が 来なかった か 尋ねました。 口 ー リ 

ィは、 今日は 数学 を やりすぎ たので 頭が ふらつ くから、 

ブルック 先生 を 馬車で 送って いくとい い、 

「どうです、 みんない らっしゃい。 今日は 陰気 だけど 


馬車 は 気持い いです よご と、 じょうずに 誘い かけ まし 

た。 

メグ は、 そう たびたび わかい 男と いっしょに ドライ 

ブ しない ほうがい いという、 おかあさんの 意見に した 

がいたかった ので、 ことわり ましたが、 ほかの 三人 は 

出かける ことにな りました。 口— リイ は 「おばさん、 

なに か 御用はありません か？」 と、 いつもの 愛く るし 

い 声で 尋ねます と、 マ— チ 夫人 はいいました。 

「ありがとう。 できたら 郵便局へ よって 下さい。 今日 

は 手紙の 来る日 だのに、 郵便屋さんが 来ません。 おと 

うさん は、 お 日 さまが まい 日で るよう に、 まちがいな 


く 手紙 を 下さる のに ご 

そのと き、 けたたましい ベルが 鳴って、 まもなく ハ 

ンナ がー 枚の 紙 を 持って来ました。 ハンナ は、 「おく 

さま、 おそろしい 電報が 来ました ご といって、 その 電 

報が 爆発で もす るかの ように、 こわごわ 出しました。 

おかあさん は、 それ を ひったくる ようにして 読み ま 

したが、 まるで 弾丸 を 胸に うちこまれ たかの ように、 

まっさお になって、 イスに たおれかかりました。 口  — 

リイ は、 水 をと りに 階下へ かけおり、 メグと ハンナ は 

おかあさん を だき 起し、 ジ ヨウ はふる え 声で 読み あげ 

ました。 


マ— チ 夫人へ  ゴ シュ ジン 〔# 「ゴ シュ ジン」 は 底 

本で は 「ゴ シジ ユン 匕 ジ ユウ タイ スグコ ラレ タ シ。 

ワシントン ブランク ビョ ウィン エス. へ— ル 

部屋 は 水 をう つたよう にしんと なりました。 娘た ち 

は、 じぶんた ちの 生活の あらゆる 幸福と 力が うばい 去 

られ るよう な 気がしました。 おかあさん は、 すぐに わ 

れ にかえって、 電報 を 読みな おし、 悲痛な 声で いい ま 

した。 

「あたし はすぐ に 出かけます。 けれど、 もう まにあわ 

ないか もしれ ません。 ああ、 あなたた ち、 どうかお か 

あさんが、 それに 耐えられる ように 力 を 貸して 下さ 


いご 

しばらく は、 とぎれとぎれの なぐさめの 言葉 や、 助 

け 合う という 誓いの 言葉 や、 神 さまの 加護 を 信ずる 言 

葉に まじる すすり泣きの 声の ほかに、 部屋に はなん の 

もの 音 もしませんでした。 けれど、 あわれな ハンナが 

われに かえり、 じぶんで は 気づかな いちえで、 ほかの 

者に いい 手本 を 示しました。 すなわち、 ハンナに とつ 

て は、 はたらく という ことが、 たいていの 心配 ごと を 

なおす 良薬で ありました。 

「神 さまが、 だんな さま をお 守り 下さいます。 わたし 

は 泣いて ばかり いられません。 おくさまが おたちに な 


る 仕度 をし なければ なりません ごと、 ハンナ は 真心 か 

らいつ て、 涙 を エプロンで ぬぐい、 その かたい 手で マ— 

チ 婦人の 手 をに ぎって、 人一倍 はたらく ために 出て き 

ました。 

「ハンナの いうと おりです。 泣いて いると きで はあり 

ません。 みんなお ちついて ちょうだい。 そしてお か あ 

さんに 考えさせ ておくれ ご 

おかあさんが、 あおざめた 顔 をしながら も、 気 をと 

りなお して 悲しみ をお さえ、 娘 たちのた めに いろいろ 

考え はじめた とき、 娘た ち も 気 をお ちつけ ようとし ま 

した。 


「口— リイ は どこ？」 と、 おかあさん は、 まず 第一に 

なすべ きこと をき めた のです。 

「ここにい ます。 おばさん、 どうぞな にか させて 下さ 

いご と、 口 ー リイ は、 いそいで となりの 部屋から 出て 

来ました。 かれは この 一家の 人た ちの 悲しみの なかに、 

いかに 親しくても、 まじって はならぬ と 思って、 とな 

りの 部屋に しりぞいて いたのです。 

「あたしが、 すぐ 出発 するとい う 電報 をう つて 下さい。 

つぎの 汽車 は 明日の 朝早く 出る はずです。 それでい き 

ます 」 

「そのほかに は？ 馬の 意 はでき ています。 どこへ 


でもい きます。 なんでもし ます。」 

「それから、 マ— チ おばさんの ところへ 手紙 をと どけ 

て 下さい。 ジ ヨウ、 ペンと 紙と を 下さい ご 

手紙が 書かれ、 口 ー リイ はわた されました。 

「では、 すみませんが お願いします。 めちゃに 馬 を 走 

ら せて けがなん かしないで 下さい。 そんなに いそがな 

くても いいんです からね ご 

けれど、 その 言葉 は 守られず、 口 ー リイ は 五分の 後 

に は、 はげしい いきおいで 馬 を 走らせて いました。 

「ジ ヨウ、 あなた は 事務所へ いって、 あたしが いけな 

いって ことわって 来て 下さい。 途中で 買い物 をして 来 


て 下さい。 今 書きます から。 それからべ スはロ ー レン 

ス さんのと こで、 古い ぶどう酒 を 一 一本いた だいて 来て 

下さい。 おとうさんの ためなら、 いただく の を はず か 

しいと 思って はいられません。 エミ ィ。 ハンナに 黒 革 

の トランク をお ろす ようにい つて 下さい。 メグ、 あな 

たはお かあさんの、 さがしもの を 手つ だって 下さい。 

あたし はだい ぶ うろたえて います からね ご 

手紙 を 書いたり、 考えたり、 さしずした リ、 すべて 

を 一度にし なければ ならない おかあさんに、 メグ はじ 

ぶんた ちで はたらく から 休んで いて ほしいと いい まし 

た。 けれど、 おかあさんに 休む ことが、 どうして でき 


ましょう。 無事で たのしかった 家 は、 今や 不吉な あら 

しに 吹き あらされ、 みんな は 木の葉の ように、 ふきと 

ばされ る ほかはありませんでした。 

口 ー レンス 老人 は、 べス とともに 来ました。 親切な 

老人 は、 病人の ためにな りそうな もの 〔# 「もの」 は 底 

本で は 「うの 匕 を、 考えられる だけ 考えて 持って来 ま 

した。 そして、 夫人の 留守中 は、 娘た ちの 世話 は ひき 

受ける といい ましたので、 おかあさん は 安心す る こと 

がで きました。 また、 老人 は、 なんでも 必要な もの は 

提供 するとい い、 いっしょに ワシントンへ つきそって 

いくと さえい い 出しました。 けれど、 長い 旅に 老人に 


いっても らう こと は、 とてもで きません ので 好意 を感 

謝して ことわ リ ました。 

老人が 帰って いって まもなく、  メグが 片手に ゴム 靴、 

片手に 紅茶 を 持って 玄関 を かけて いくと、 ばった リブ 

ルック 先生に あいました。 

「今、 聞いた のです が、 ほんとうにお 気の どくです。 

僕 はお かあさんのお つきそい をして いこうと 思つ て 来 

たのです。 口 ー レンス さんが、 ぼく を ワシントンまで 

いかせる 用事が できた のです。 ですから、 道中お か あ 

さんのお 世話が できれば、 ほんとうに 満足です ご 

メグ は、 あやうく ゴム 靴 をお としそう になる ほど、 


感謝に あふれました。 

「みなさん、 なんて 御 親切な のでしょう。 おかあさん 

はきつ とよろ こんで お受けいた すでしょう。 あなたが 

お 世話 下されば 安心で ございま すわ。 お礼の 申しよう 

もありません ご 

メグ は、 ブルック 先生 を、 客間へ 案内して おか あさ 

んを よびに いきました。 

口— リイが、 マ— チ おばさんからの 手紙 を 持って 

帰った ときには、 すべての 支度が ととのって いました。 

その 手紙の なかには 頼んだ お金と、 おばさんが 前から 

たびたびい つていた ことが 書いて ありました。 すな わ 


ち、 マ ー チが 軍隊に はいる こと はいけ ない といつ も 

いってい たし、 どうせろ くな ことに ならない と、 注意 

してお いたが、 こんな ことにな つた。 今後 はじ ぶんの 

いう ことにしたがって ほしいと ありました。 おか あさ 

んは 手紙 を 火に くべ、 お金 を 財布に いれ、 きゅっと 口 

をむ すんで、 また 支度 をつ づけました。 

みじかい 午後が 暮れました。 外の 用事 はすべ てす み、 

メグと おかあさん は、 必要なぬ いもの、 べスと エミ ィ 

は 夕飯の 支度、 ハンナ は アイロン かけに、 みんない そ 

がしく 手 をう ごかして いました が、 どうした もの か、 

ジ ヨウが まだ 帰りません。 みんな そろそろ 心配し はじ 


めて いると、 ジ ヨウが みょうな 表情で 帰って来ました。 

そして、 すこし 声 をつ まらせ て、 

「これおとう さんの 御 病気が よくな つて、 家へ お帰り 

になれ るよう にと 思った あたしの 心 持 だけな の ご と、 

い つ てお かあさんに おさ つ のた ば を わたしました。 

「まあ、 どこから 手に いれた の？  二十 五 ドル、 ジョ 

ゥ、 あんた はとんで もない ことし やしません か？」 

「いいえ、 りっぱな あたしの お金です。 じぶんの もの 

売った お金です ご 

ジ ヨウが 帽子 をぬ ぐと、 みんな は、 あつ！ と、 おど 

ろき の 声 を あげました。 ふさふさした 髪の毛 はみ じか 


く 切られて いました。 

「このほうが、 さっぱりして 気持が いい わ。 じぶんの 

髪 を じまんして、 虚栄心 を 起しそう だった が、 これで 

もい いわ。 どうぞお 金と つてち ようだい ご 

「ジ ヨウ、 おかあさん は、 満足と は 思いません が、 し 

かり はしません。 あなたが 愛の ために、 虚栄心 を 犠牲 

にした こと はよ くわ かります。 でもね、 そんな こと ま 

です る 必要はなかった のです。 いっか 後悔す るで しょ 

うね ご 

「いいえ、 そんな ことありません わご と、 ジ ヨウ は、 

じぶんの した こと を、 一が いに 非難され なかった ので、 


ほ つ としてい いました。 

みんな は、 ジ ヨウの 髪に ついて、 いろいろ 考え まし 

た。 なんとい つても、 重大 事件でした。 食卓 を かこん 

だとき、 髪の 話で もちきりでした。 いろいろ 話が あつ 

た あげく、 ジ ヨウが いいました。 

「はじめは 髪 を 売る なんて 考えなかった のよ、 どうし 

たらい いかと 考えながら 歩いて いるう ちに、 ひょいと 

床屋の 窓 を 見る と、 長い けれど、 あたし ほどこくない 

黒髪が、 一た ば 四十 ドルな の、 とっさに あたしに もお 

金になる ものが あると 気がつい てはい つてい つたの。 

そして、 いくらに 髪 を 買って 下さる か 尋ねた のよ。 店 


の 人 は、 女の子が 髪 を 売りに 来た ことなん か、 あまり 

ない らしく、 びっくり していた けど、 あたしの 髪の 色 

は、 今の 流行で はない といって、 なるべき 安く 買おう 

とする のよ。 そこで あたしお 金の いる わけ を 話したり 

して、 ぜひ ぜひと いそいだ の。 そうしたら、 おかみ さ 

んが 聞きつ けて 出て 来て、 買って 娘さん を よろこばし 

てお あげな さいよ。 あたしに も 売れる ような 髪が あつ 

たら、 家の ジン ミィ のた めなら 売ります よと、 とても 

親切なん でしよ。 ジン ミィ というの は、 出征して いる 

息子です つ て ご 

話が おわる と、 メグが 尋ねました。 


「切られる とき、 こわい と 思わなかった？」 

「床屋さん が 道具 を 出して いる あいだに、 あたし 見お 

さめに、 じぶんの 髪 を ながめた わ。 でも、 あたしめ そ 

め そしない わ。 でもき つてし まったら、 腕 か 足 きられ 

たような へんな 気持した わ、 おかみさん は あたしが き 

られた 髪 を ながめて いるのに 気がついて、 長い 毛 を 一 

本ぬ いて、 しまって おきなさい といって くれたの。 お 

かあさん、 記念に これ さしあげます。 きったら さつば 

リ して、 あたしもう 二度との ばそうと 思いません ご 

おかあさん は、 その 毛 をた たみ、 おとうさん のみ じ 

かい 灰色の 毛と いっしょに、 机の なかに しまいました。 


おかあさん は、 ただ、 ありがとう といった だけでした 

が、 娘た ち はお かあさんの 顔色 を 見て 話 を かえ、 ブ ルツ 

ク 氏の 親切な こと や、 明日 はよ い 天気に なりそう な こ 

とや、 おとうさんが 帰って いらして、 じぶんた ちが 看 

病で きる たのし さな ど、 できるだけ 元気に 話しました。 

だれもね たくない ようで したが、 十 時 をう つと、 お 

かあさん は、 さあ、 みなさんと いいました。 ピアノで、 

おとうさんの 一 ばん 好きな 讃美歌 を ひきました。 元気 

よくうたい 出し ましたが、 一 人 また 一 人と 声が 出な く 

なり、 音楽が いつも なぐさめになる べス だけが、 心 こ 

めて うたいました。 


讃美歌が おわる と、 娘た ち はお かあさんに キッスし 

て、 しずかに 床に はいりました。 べスと エミ ィは、 大 

きな 心配 ごとが あっても、 すぐにね むり ましたが、 メ 

グは ねむれませんでした。 ジ ヨウ は、 身う ごき もしな 

かった ので、 メグ はもう いもうとが ねむった ことと 

思って いました が、 おさえつけ たような すすり泣 きを 

聞いた ので 声をかけました。 

「ジ ヨウ、 おとうさんの ことで 泣いて るの？」 

「今 は そうじゃな いの、 あたしの 髪の こと ご 

ジ ヨウ は、 そういって、 なお も はげしく 泣きました 

メグ は、 なやめる いもうとに キッスし、 その 頭 をな で 


ました。 

「後悔 はして いないの。 だけど、 美しい もの をな くし 

たので、 ちょっと ばかり 泣いた だけ。 でも、 もうす つ 

かりお ちついた から、 だれに もい わないで。 おねえ さ 

んは、 どうして ねられな いの？」 

「とても 心配な ので ご 

「たのしい こと を 考えて ごらんなさい。 ねむれて よご 

話して いるう ちに、 ジ ヨウが 大きく 笑った ので、 メ 

グ はおし や ベリ を やめよう といって、 ジ ヨウの 髪に 

力— ルを かける こと を 約束し、 やがて 二人 はねむ つて 

しまいました。 


時計が、 十二時 をう ち、 ひっそりと 部屋が しずまつ 

たと き、 一人の 人 かげが、 娘た ちの ベッドから ベッド 

を 歩き、 ふとんに さわったり、 枕 をな おしたり、 ね 顔 

を ながめたり、 唇に そっと キッスしたり 熱い いのり を 

ささげたり しました。 

その 人 かげが、 力— テン を ひいて、 わびしい 夜空 を 

見 あげた とき、 ふいに 黒雲 のかげ から 月が あらわれて、 

あかるい 慈悲ぶ かい 顔の ように、 その 人 かげに 照リま 

したが、 その 顔 は、 言葉な き 言葉で、 こうさ さやいて 

いるよう に 思われました。 

「心 やすく あれ、 いとしき 魂よ、 雲の かげに は、 いつ 


も 光 あり。」 


第 十六 手紙の 花束 


寒い、 うすぐらい 夜明けに、 姉妹た ち は ランプ をつ 

けて、 今までに ない 熱心 さで 聖書 を 読みました。 その 

小さな 書物に は、 救いと なぐさめが あふれて いました。 

階下へ おりて いくと、 もう 仕度 はでき て、 ハンナが 

いそがしく 台所で はたらいて いました。 おかあさん は、 


夜ね むらなかった ので、 ひどく やつれて 見えました。 

心配の 多い おかあさん を 悲しませな いように、 旅に 送 

り 出す つもりで したが、 おかあさんの 顔 を 見る と、 つ 

い 涙ぐまずに はいられ なくなりました。 おかあさん は、 

食卓に つ いても あまり 食べませんでした。 

馬車の 来る まで、 みんな は あまり 話さずに、 おか あ 

さんの 身の まわりの 用事 をし ました。 おかあさん がい 

いました。 

「おかあさん は、 あなたがた を、 ハンナと 口— レンス 

さんに お願いして いきます。 ハンナ は 心からの 律義者 

です し、 おとなり の あの 親切な かたは、 あなたがた を、 


じぶんの 娘の ように 守って 下さいます。 ですから、 す 

こし も あたし は 心配し ません が、 ただ、 この 不幸 をよ 

く 理解して、 留守中、 悲しんだり、 いらいらしたり、 

なまけたり せずに、 めいめいの 仕事 を やって 下さい、 

希望 を もって はたらき どんな ことが 起っても、 けっし 

てお とうさん を 失わない という こと を 覚えて いらつ 

しゃい ご 

「はい、 おかあさん ご 

おかあさん は、 なお もこ まかく、 一人一人の 娘に 注 

意 を あたえました。 

馬車の 音が したと き、 みんな はよ くこら えて、 悲し 


みの 声 をた てる 者はありませんでした。 ただ、 しずか 

にお かあさんに キッスして、 馬車が 動き 出したら、 元 

気で 手 を ふろうと 思いました。 

口 ー リイと おじいさんが 見送りに 来て くれました。 

同行す る ブルック 先生 は、 いかにも 頼もしく 見え まし 

たので、 巡礼 ごっこの なかの 案内 者 グレ— ト. ハ ー 卜 

氏と いう、 あだ 名 を、 さっそくつ けました。 馬車が 走 

リ 出した とき、 いい 前 ぶれの ように、 ちょうど 日光が 

見送りの みんな を 照らしました。 そして、 おかあさん 

が 角 を まがる とき、 最後に 目に はいった の は、 四つの 

かがやかしい 顔と、 そのうし ろに 護衛の ように 立って 


いる 口 ー レンス 老人と、 ハンナと、 誠実な 口— リイの 

すがたでした。 

「みなさん、 なんて 親切に して 下さる のでし ようご と、 

おかあさん は、 ブルック 青年の 顔に あらわれた 尊敬と 

同情 を 見ました。 

「だれ だって、 あなたがたに 親切に せずに はいられな 

いのです ご と、 ブルック 先生 は、 気持よ く 笑った ので、 

おかあさん も ほほえまずに はいられませんでした。 こ 

うして 長途の 旅行 は、 日光と 微笑と、 たのしい 言葉の、 

よい 前兆で はじめられました。 

「あたし、 なんだか 地震で もあった 後の ような 気がす 


る わご と、 おとなり の 二人が 帰って いってし まう と、 

ジ ヨウが いいました。 

「家が 半分 なくなって しまったよう ねごと、 メグが さ 

びし そうに い いそえました。 

そして、 娘た ち は、 勇ましい 決心 をして いたに かか 

わらず、 その 場に 泣きく ずれて しまいました。 ハンナ 

は、 気 をき かして、 そっとして おき、 どうやら 夕立が 

晴れ もように なった とき、 コー ヒ— わかし を 持って来 

ました。 

「さ、 おかあさんの おっしゃった とおりに や るんで す- 

コ ー ヒ— で 元 気をつけて ご 


この 朝、 とくに ハンナが 腕 を ふるった おいしい コ— 

ヒ ー に、 みんな はすつ かリ元 気づ けられ、 「せっせと は 

たらけ、 希望 を もって」 の、 標語 どおりに、 ジ ヨウ は、 

マ ー チ おばさんの ところへ、 メグ は キング 家へ はたら 

きにいき ました。 そして、 エミ ィ とべ スは、 ハンナ を 

助けて 家の なかの 仕事 を、 つぎから つぎ へ 片 づけて い 

きました。 こうして、 まい 日、 わりに 元気に あかるく、 

なにごともなく 過ぎて いきました。 

それに、 おとうさんの ことが、 娘た ち をたい そうな 

ぐ さめました。 重態で はあり ましたが、 もっとも すぐ 

れた 看護婦が つきそうよう になって から、 その 効果 は 


すでに あらわれました。 ブルック 先生が まい 日、 容態 

を 知らせて くれる ので、 その 速達 を 一家の長 としての 

メグが、 読み あげる ことにし ましたが、 一週、 二 週と 

すぎる につれ て、 いよいよ 娘た ち を 元気 づけて くれ ま 

した。 

みんなず いぶん ふくらんだ 手紙 を 書いて、 ヮ シン ト 

ンへ 出しました。 その 手紙の なかから、 こっそり 披露 

してみ ましょう。 

なつかしい、 おかあさん。 

先日のお 手紙が どんなに あたした ち を 幸福に した か 

申し あげ かねる ほどで ございます。 あまり うれしい お 


便りな ので、 読みながら 泣いたり 笑ったり いたし まし 

た。 ブルック さま は、 なんて 御 親切な ので ございま 

しょう。 口 ー レンス さまの 御 都合で、 そんなに 長く い 

て 下さって、 おとう さんやお かあさん を、 いろいろお 

世話 下さる の は、 まことにし あわせで ございま すね。 

ジ ヨウ は、 あたしの ぬいものの お手伝い をして くれ ま 

す。 あの 子の 「道徳上の 発作」 が 永つ づきし ない こと 

を 知っていなければ、 過労に はならぬ と 心配になる く 

らいです。 べスは 時計の ように 正しく、 じぶんの 仕事 

をして います。 エミ ィは、 わたしの いう こと をよ くき 

いて くれます。 ボタンの 穴 かがり 靴下の つくろい、 わ 


たしに 教わ つ てよ くやり ます。 

口— レンス さま は、 年と つた かあさんの にわとりみ 

たいに、 ジ ヨウが そう 申します。 わたしたちの 世話 を 

して 下さいます。 口 ー リイ もたいそう 親切に して くれ 

ます。 おかあさんが 遠くへ いらした ので わたしたち は 

ときどき さびしくて 孤児み たいな 気 もします が、 口— 

リイと ジ ヨウが 元気 づけて くれます。 ハンナ は、 聖人 

みたいです。 日夜お かあさんのお 帰リを 待って います _ 

おとうさんに くれぐれも よろしく お伝え 下さい ませ、 

おかあさんの メグより。 

においい りの、 びんせんに、 きれいに 書いた この 手 


紙と ちがって、 つぎの 手紙 は、 大きな びんせんに 書き 

なぐ つ てあります。 

わたしの たっとい おかあさん。 

なつかしき 父上の ために、 ばんざい 三唱、 おとう さ 

んの よく なられた こと を、 電報で 知らせて 下さる ブ 

ルック 先生 まことに 頼もしき かぎり、 電報 を 見て 屋根 

部屋へ かけあがり、 わたしたちに よくして 下さる 神 さ 

まに お礼 を 申さん とせし も、 ただ 大声で、 うれしい と 

くリ 返し 泣きました のみ。 でも、 長き いのりと おなじ 

かと 存じます。 

わたしども は、 おもしろく 暮 しています。 みんな ひ 


どく 親切で、 山鳩の 巣に いる ごとし。 メグね えさん は、 

おかあさん らしく ふるまい、 日に日に 美しくな リ、 い 

もうと たち は、 かわいい 天使の ようです。 わたし は、 

あいかわらずの ジ ヨウ。 そうそう 口 ー リイと、 けんか 

しました。 わたしの ほうが 正しい がいい わけした のが 

わるく、 わたしが あやまる まで 来ない といって 帰り、 

国交 断絶、 わたし は 口— リイの あやまりに 来る の を 待 

ちました が 来ません。 その 晚、 エミ ィが 川に 落ちた と 

きの、 おかあさんの 教訓 を 思い出し、 聖書 を 読んだら 

おちついて、 怒った ままね て はならぬ と、 あやまりに 

来る 口— リイと あい、 すっかり 心 は 晴れ、 元 どお リ仲 


よしと なりました。 昨日の ハンナの 洗濯のお 手伝い を 

して 詩 をつ くりました。 お 笑 草に。 おとうさんに、 わ 

たしに かわって、 愛情 こめて キッス をして あげて 下さ 

い。 でたらめの ジ ヨウより、 

しゃ ぼん 水のう た 

わたしの たらい の 女王 さま、 わたし はたの しくうた 

レます 

白い あわが、 ぶくぶく 高く たつ あいだに 

せっせと あらって、 しぼって、 ほします。 

きれいな お 空の 下で、 吹き まわる 風に 

せんたくもの は、 ひらひら ふかれます。 


あたした ちの 心と たましい につ いた 

一 週間の けがれ を あらいたい。 

水 と 空気 の ふしぎな ちからで 

きれいに きれいに きよめたい。 

そうすれ や この 世に、 とてもす てきな 

せんたく 日が おこなわれる でしよう。 

よき 人の 世の 小道に は 

い つも パ ンジィ が 咲く でしよう 

いそがしい 心 は かなしみ も うれい も なやみ も 


考える ひま は、 あり はしない 

ほうき をせ つせ と つかう ときには 

なやむ 思 いも はいて しまう。 

日 ごと 日 ごとに つとめる 仕事が 

わたしに あたえられ たの は うれしい。 

仕事が つよい からだと ちからと のぞみ を もって 

きて くれる 

頭で いろいろ よく 考え 心で いろいろ よく 感じ、 

けれど 手 はいつ も はたらか すよう。 

なつかしい、 おかあさん —— わたしの 愛情と おとう 


さんがお 帰りに なった とき、 お 目に かけようと 大切に 

していた 三色 すみれの おし 花と をお 送りす る だけで ご 

ざいます。 わたし はまい 朝 あの 本 を 読んで いい 子に な 

ろうとつ とめ、 ねる とき はおとう さんの 好きな 歌 をう 

たいます。 わたし は、 「まことの 国」 がうた えません。 

うたえば 泣けて 来る からです。 みなさんが 大切に して 

下さい ますので、 おかあさん がるす でも、 幸福に 暮し 

ています。 エミ ィが この 紙の のこりに 書く そうです か 

ら、 これで やめます。 まい 日、 時計 を まく ことと、 部 

屋に いい 空気 を いれる こと は 忘れた ことありません。 

なつかしい おとうさんに よろしく お伝え 下さい。 小さ 


なべ ス より 

あたしのお かあさん —— みんな 元気です。 わたし は 

まい 日 勉強して います。 おねえさん のい うこと をき き 

ます。 メグね えさん は、 たいへん やさしくして 下さい 

ます。 夕飯のと きゼ リイ を 食べさせて 下さいます。 

ジ ヨウね えさん は、 あたしが ゼ リイ を 食べる からお と 

なしい の だとい います。 もう じき 十三になる のに、 

口 ー リイ は あたし を 子供 あっかい にし、 ひよこ さんと 

いったり、 あたしが フランス語で、 メル シィ (ありが 

とう) とか、 ポンジュ— ル (こんにちは) とかいう と、 


ぺらぺらと フランス語 をし やべ つ てこ まらせ ます。 

空色の ドレスの そでがきれ たので、 メグ ねえさんが 

新ら しいのと つけかえて 下さい ましたが、 色が 青す ぎ 

て 前の ほうが だめになりました。 いやで したが、 ぐず 

ら ないで、 つらい の を、 がまんし ています。 ハンナが 

エプロンに もっと のりをつ けて、 まい 日お そば を 食べ 

させて くれる といい と 思います。 メグね えさん は、 あ 

たしの 文章、 てんのうち かたと、 字の 使い かたが だめ 

だとい います。 する ことが たくさん あるので しかた あ 

りません。 さよなら、 おとうさんに くれぐれも よろし 

く おっしゃって 下さい。 エミ ィ より 


おしたわ しき マ ー チ おくさまへ —— 一 筆 申し あげ ま 

す。 みなさんお たっしゃで、 ぉリ こうで、 よくお はた 

ら きになります。 メグ さま は、 よい おくさま ぶりで、 

なんでも 早く こつ をのみ こみな されます。 ジ ヨウ さま 

まっさき にたって おはたらきになります が、 考えて か 

ら なさらな いので、 なに をし でかしな さる かわり ませ 

ん。 月曜 曰 せんたく  〔# 「せんたく」 は 底本で は 「せんた 

くた く 匕 をなさい ましたが、 しぼらずに のりをつ けた 

リ、 もも 色 キャラ コを 青く した リ、 おかしくて ころげ 

る ほど 笑いました。 ベ ス さま は 一 ばんよ くで きた かた 

で、 手 まわしが よく、 わたし は 大助かりです。 なんで 


も おぼえよう となされ、 巿 場の 買 出しに もい かれます _ 

みんなで ずい ぶ ん険 約し おくさまの おおせ どおり、 

コ ー ヒ ー も 一 週間に 一 回、 食物 は 栄養の ある ものにし 

て、 ぜいたくいた しません。 エミ ィ さま は、 よい 服 を 

着た がったり、 お菓子 を ほしがつ たりして、 だ だ を こ 

ねな さると きもあります。 口 ー リイ さま は、 あいかわ 

らず の あば れんぼう で すが、 みなさん を 元 気づ けて 下 

さいます ので、 けっこうです。 パンが ふくらみ かけた 

ので、 これで やめます。 だんな さまに よろしく お伝え 

下さい ませ。 肺炎が 早くな おり 〔# 「なおり」 は 底本で 

は 「おなり 匕 ますよう お祈りいた してお ります。 ハン 


ナ • マレットより。 

第一 一号 付 看護婦長 殿 

ラパハ ノック 川岸 はき わめて 静かに て 全軍 士気 さか 

ん。 兵站部の 処置よ ろし。 テ ディ 大佐 指揮の 国防 軍 そ 

の 警備に あたる。 司令長官 口 ー レンス 将軍 は、 まい 日 

軍隊の 検閲 をな され、 給養 係 マレット は 宿舎 をと との 

え、 ライオン 少佐 (犬の 名) は 夜中 歩哨の 任に つく。 

ワシントンよりの 吉報に、 二十 四 発の 祝砲 を はなち、 

司令部に 大 観兵式 をお このう。 司令長官の 熱誠 あ ふる 

る 祝福 をお 伝えし、 全决を 祈る ものな り テ ディ 大佐 


親愛なる 夫人よ —— 御令嬢 方み な 無事。 べスと 小生 

の 孫 は、 まい 日お 便りいた しています。 ハンナ は 模範 

的な 召使、 美しい べス さん を、 まるで 竜の ように 守つ 

ています。 上天気つ づきな により、 どうぞ ブルック を 

御 遠慮なく お使い 下された く、 なお、 費用お 見込 を こ 

える 場合、 当方よ リ お引出し 願いた く、 御主人に 御不 

自由な きょう、 御 快方に おもむかれ しこと を 神に 感謝 

いたして おります。 あなたの 忠実な 友で あり 召使の 

ジェ— ムス •  口— レンス。 


第 十七 小さな 真心 


はじめの 一週間と いう もの は、 マ ー チ 家の 美徳 は、 

となり 近所へ 配給しても あまり あるく らいでした。 た 

しかに おどろくべき もので、 たれ も かれ も 申し ぶんの 

ない、 よいき げんで したし、 わがまま をお さえました 

けれど、 おとうさん について、 はじめの ような 心配が 

なくなる と、 しだいに 気が ゆるみ、 標語の、 せっせと 

はたらく と いう こと も 怠りが ちとな り、 非常な 努力の 

あとだ もの、 休んでも よかろう という 気持で、 たびた 


び 休みました。 

ジ ヨウ は、 髪 をき つた 頭 をつつ まなかつ たので、 か 

ぜを ひき、 マ ー チ おばさん は、 なおる まで 来るな とい 

いました ので、 それ をい いこと にして 休みました。 ェ 

ミィ は、 家の 仕事 を やめて 粘土 細工 を やりだしました。 

メグ は キング 家から 帰って する 針仕事に、 あま リ身を 

いれ なくなり、 ワシントンへ 手紙 を 書いたり、 ヮ シン 

トンから 来た 手紙 をく りかえ して 読んだり しました。 

べス だけ は、 たいして 怠けず、 まい 日 こまごました 小 

さな 仕事 を 忠実に やりました。 おかあさんの ことが こ 

いしく、 おとうさんの ことが 心配になる ような とき は、 


戸 だな へ はいって すすり泣き、 こっそり 祈りました。 

おかあさんが 出発して から 十日 後、 べス がいい まし 

た。 

「メグね えさん、 ハンメル 家へ いって 見て 来て いただ 

きたい わ。 おかあさん は あの人た ちの こと 忘れない よ 

うにと、 おっしゃった でしよう ご 

すると、 メグ は あまり 疲れたから いけない といい ま 

す。 そこで、 ベ スはジ ヨウ ねえさんに 頼む と、 かぜ を 

ひいて いるから とい つ てこと わりました。 

「あなた、 どうして じぶんで いかない の？」 と、 メグ 

が 尋ねました。 


「あたし、 まい 曰い つてる のよ。 だけど、 あかちゃん 

病気して いて、 どうしてい いかわ からない の。 おば さ 

んは、 はたらきに いってし まう し、 ロッ チェンが 看病 

してる けど、 だんだん わるくな つてい くようよ。 おね 

えさん か ハン ナが い かなければ だめ だ と 思う わ。 」 

べスが 熱心に いうので、 メグ は 明日い くと 約束し ま 

した。 

「ハンナに 頼んで、 なに かおい しい ものつ くって、 も 

ら つて 持って いってお やりな さいよ。 べス、 〔#「」 は 

底本で は フ匕 外の 空気 は あなた 〔# 「あなた」 は 底本で 

は 「おな た 匕 の 身体に いい わご と、 ジ ヨウ はいって、 


また、 いいわけ らしく 言葉 を そえました。 「あたし も 

いって あげたい けど、 この 小説 書き あげてし まいたい 

のよ ご 

けれど、 べス は、 

「あたし 頭痛が してく たびれ ている の。 たれ かいって 

下さる といい のに ごと、 いかにも 疲れて いるよう なよ 

うすでした。 

「エミ ィが、 もう じき 帰って くるわ。 あの 子に 一走り 

いっても らうと いい ご と、 メグが いいました。 

「では、 あたしす こし 休んで、 エミ ィの 帰る の 待って 

います わご 


そういつ てべ スは、 ソファに 横にな りました。 メグ 

とジ ヨウ は、 それぞれの 仕事に かか リ、 一時間 あまり 

たっても エミ ィは 帰りませんでした。 ハンナ は 台所で 

いねむり をして いました。 べス は、 しかたなしに、 そつ 

と 頭巾 を かぶり、 かわいそうな 子供た ちに やる もの を 

バスケット にいれ、 悲しげ な 顔 をして つめたい 風の な 

か を 出かけて いきました。 

べスが 帰った の は、 だいぶお そく、 帰る とこつ そり 

二階へ あがり、 おかあさんの 部屋に こもりました。 

ジ ヨウが、 用事で その 部屋へ いったと き、 ベ スが目 を 

あかく して、 カンフルの 瓶 を 片手に 持ち、 薬箱に 腰 か 


けて いるの を 見て おどろきました。 

「どうしたの？」 と、 ジ ヨウが 尋ねる と、 ベ スは 近よ つ 

てはいけ ない という 手つき をし ました。 

「ハンメル さんの あかちゃん、 おばさんの 帰って来な 

いうちに、 あたしに 抱かれて 死んで しまったの ご 

「まあ、 かわいそうに、 どんなに こわかった でしよう 

ね。 あたしが いけば よかった ご 

ジ ヨウ は、 後悔の 色 を 顔に うかべ、 おかあさんの 大 

きな イスに かけて ベ スを 抱きました。 

「こわくはなかった けど、 悲しかった わ。 ロッチ ェン 

が 医者 をよ びに いったと いうので、 あたしが あかち や 


んを 抱いて、 ロッチ ェンを 休ませて あげてた の。 そう 

したら、 あかちゃんが、 きゅうに 泣き声 をた てて ぶる 

ぶる ふるえて 動か なくなつ たの。 足 を あたためたり、 

ミルク を 飲ませたり したんで すがもう だめ、 ちっとも 

動力な レ の 」 

「泣かない でね、 それから、 どうしたの？」 

「お 医者 さまが 来る まで、 あたし 抱いて いたの。 お 医 

者 さまに 死んで しまったと おっしゃって、 ヘンリッヒ 

と ミンナの のど を 見て、 「しょうこう 熱」 です ね、 おく 

さん、 もっと 早く わたし をよ びに 来なければ だめです 

と、 むずかしい 顔 をして おっしゃ つたわ。 すると、 ハ 


ン メルのお ばさん が、 貧乏 だから じぶんの 手で なお そ 

うとし たんです。 どうか ほかの 子 を 助けて 下さいと 

いったの。 そして、 わたしに ね。 早く 家へ 帰って ベラ 

ドンナ を 飲みなさい。 そうでな いと、 あなた も かかる 

よと おっしゃ つたの ご 

「ああ、 べス、 あなたが かかったら、 あたし はどうし 

たって、 じぶん を 許せない わ！」 

「だいじょうぶ、 ベラ ドンナ を 飲んだら、 いくらかよ 

くな つたよう だ わご 

「ああ、 おかあさんが 家に いて 下す つたら！ あなた 

は 一週間 以上 も、 ハンメル 家へ いったん だものき つと 


うつった わ。 ハンナ を よんで 来る わ。 ハンナ は 病気の 

ことなんでも 知ってい るから ご 

「エミ ィを 来させな いでね、 エミ ィは まだ かからない 

〔# 「かからない」 は 底本で は 「かかない 匕 から、 うつる 

と大 へんだ わ。 あなたと メグね えさん は、 もうう つら 

ないで しょうか？」 

「だいじょうぶと 思う わ。 うつ つたって かまわな いわ。 

あなたば かリ いかせて、 くだらな いもの 書いて いて、 

じぶん 勝手の むくいだ わご 

ジ ヨウ は、 そう つぶやいて、 ハンナの ところへ 相談 

にいき ました。 ハンナ はよ く 知っていて、 手 あてさえ 


よければ 死ぬ もので はない といった ので、 ジ ヨウ は 

ほっとし、 今度 は、 二人で メグ をよ びに いきました。 

ハンナ は、 べスの 容態 を 見たり、 いろいろ 尋ねて か 

ら い いました。 

「では、 バンクス 先生に 診察して いただいて 手当 をす 

るんで す。 エミ ィ さん はう つると いけない からし ばら 

く マ— チ おばさんの ところで あずか つ て いただき ま 

しょう。 それから、 どなた か 一人の こって べス さんの 

お 相手に な つ てあげて 下さい ませ ご 

のこる の は、 ジ ヨウに きまり ましたが、 エミ ィは、 

どうしてもい かないと いい、 いくく らいなら、 しょう 


こ、 つ 〔# 「しょうこう」 は 底本で は 「しょうこの 匕 埶^ にか 

かった ほうがい いと、 だ だ を こね はじめました。 な だ 

めても、 すかしても 聞き 〔# 「聞き」 は 底本で は 「聞 さ 匕 

ません。 おりよく 来た 口 ー リイに 頼む と、 口— リイ は 

いろいろと エミ ィの心 を ひくよう な こと を、 まくした 

てました。 

「ぼくがまい 日 顔 を 出して、 ベ スの 容態 を 知らせたり、 

遊びに つれ 出したり して あげる。 あのば あさん は、 ぼ 

くが 好きなん だ。 だから、 できるだけう まくやる よ。 

芝居に もつれて いつ てあげる ご 

とうとう ェ ミィは 承知し ました。 


メグと ジ ヨウ は、 二階から おりて 来て、 エミ ィが承 

知した こと を 知って 安心し ました。 バンクス 先生 をよ 

びに いくの も、 口 ー リイが して くれました、 親切な 口  — 

リイ は、 生垣 をと び 越して いきました。 

バンクス 先生が いらして、 ベ スに はしょう こう 熱の 

きざしが あると 診断し ました。 そして、 ハンメル 家の 

話 を 聞いて むずかしい 顔 をし ましたが、 たいてい かる 

くす むだろう という ことでした。 エミ ィは、 すぐに 家 

から はなれる ように 命ぜられ、 予防の 手 あて をしても 

ら つてから、 口 ー リイと ジ ヨウに まもられて、 マ ー チ 

おばさんの 家へ いきました。 


マ ー チ おばさん は、 話 を 聞いて、 

「だから、 いわない ことじ やない。 よけいな おせつ か 

い をして、 貧乏人の 家へ いったり する からだよ。 エミ 

ィは、 ここにいて、 御用 をしたら いいだろ うご と、 い 

いました。 

エミ ィは、 おばさんから、 目が ね 越しに、 じろ じろ 

見られる ので、 いやにな つてし まい ましたが、 それで 

も、 口 ー リイと ジ ヨウが 帰って しまう と、 気 をと りな 

おして、 

「あたし、 とてもが まんで きそう にないけ ど、 やって 

みましょう。 - と、 考えました。 


そのと き、 おばさんの とこの、 おうむの ポ— リ ー が、 

「でて いけ、 ばけもの！」 と、 さけんだ ので、 エミ ィ 

はしく しく 泣いて しまいました。 

第 十八 つづく 暗い 日 

べス は、 まぎれ もな く、 しょうこう 熱でした。 ハン 

ナと 医者し か、 その 重態で ある こと を 知りません でし 

た。 口— レンス 氏 は、 老体な ので、 病人 を 見舞う こと 


は 許されませんで したから、 すべて ハンナが 一人で や 

リ ました。 

メグ は、 おかあさんへ 手紙 を 書く とき、 べス のこと 

に 一 言 も ふれない ので、 小さい 罪 をお かしてい るよう 

な 気がし ましたが、 これ は ハンナが よけいな 心配 を か 

けて はいけ ない と、 とめた ためでした。 ジ ヨウ はべ ス 

にっきき りでした が、 熱の 高い べス は、 ピアノ をた た 

く かっこう をしたり、 はれあがった のどで うたおうと 

したり、 まわりの 人の 顔が わから なくなつ たりす るの 

で、 すっかり ジ ヨウ はおび えてし まい、 ハンナに、 お 

かあさんへ 知らせよう といい、 ハンナ もそう しまし よ 


うかと いっている ところへ、 ワシントンからの 通信が 

来て、 おとうさんの 病気が ぶリ かえして、 当分 帰る 見 

こみ はない という ことでした。 

来る日も来る日も、 家の なか は 悲しく わびしく、 父 

母の 帰りと、 べスの 回復と をね がいながら、 はたらい 

ている 姉妹の 心 は、 なんと おもくるしかった でしよ 

う！ 

けれど、 みんな それぞれ 心に 教訓 を 受けました。 メ 

グは、 今までの 生活が、 金で あがなう ことので きる、 

いかなる ぜいたくよりも、 はるかに たっとい もので あ 

る こと を 知りました。 ジ ヨウ は、 べスが 病気に なって、 


はじめてべ スの 美徳 を 知りました。 ほかの 者の ために 

生き、 手近の 仕事 をして 家庭 をた のしく しょうと する 

その あたたかい 心 持 は、 才能 や 財産 や 美し さよりも 

たっとい こと を 知りました。 エミ ィは、 早く 帰って ベ 

ス のために はたらき たいと 思いました。 労苦 をい とわ 

ぬべ スが、 じぶんの なおざり にして おいた 仕事 を、 い 

かにた くさん 片 づけて くれ たかを 考えて 後悔し ました 

口— リイ は、 おちつき を 失って、 家の なか をう ろつ 

き、 口 ー レンス は、 べスが じぶん を なぐさめて くれた 

ピアノ を 思い出す のにた えられなくて、 グランド • ピ 

ァノに かぎをかけて しまいました。 牛乳屋 も パン屋 も 


肉屋 も、 みんなが べス のこと を 尋ねました。 

〔# 空白 は 底本で は 欠落〕 べスの すがたが 見えない さ 

びし いのでした。 

べス は、 ぼろ 人形 を そば 〔# 「そば」 は 底本で は 「ぞ 

ば 匕 におき ました。 子ね こに も あいたが りました が、 

病気が うつる の を 心配して がまんし ました。 すこし 気 

分が いいと、 手紙 を 書きた がりました。 けれど、 その 

うちに、 病状 はわる くな リ、 意識が 不明と なり、 うわ 

言 をい うように なりました。 バンクス 先生 は、 一日に 

二回 も 来ました。 メグ は、 机の ひき 出しに 電報 用紙 を 

用意し ました。 


十二月 一日 は、 冬ら しい 日で、 風が 吹き 雪が ふりま 

した。 その 朝、 バンクス 先生 は 診察 をす ますと いい ま 

した。 

「おくさんが 御主人の そば を はなれられる ようなら、 

およびした ほうがよ ろしいで すご 

ハンナ は、 うなずきました。 メグ は、 イスに ぐった 

りた おれました。 まっさお になった ジ ヨウ は、 電報 用 

紙 を ひっつかんで、 吹雪の なかへ とび 出して いきまし 

た。 まもなく 帰って来た とき、 口— リイが 来て、 おと 

うさん がまた 快方に むかった という 手紙 を 持って来 ま 

した。 けれど、 ジ ヨウの 顔が 悲痛に あふれて いるので、 


「どうしたの？ べス わるい の？」 

「ええ、 おかあさんに 電報う つて 来たの。 もうあた し 

たちの 顔が わからな いのよ。 おとうさん もお かあさん 

もい らっしゃら ないし、 神 さま も 遠くへ いってお しま 

いに なった！」 

ジ ヨウの 顔に、 涙が たきの ように 流れました。 よろ 

けそうな ので、 口— リイ は その 手 をつ かみ、 なに かな 

ぐ さめの 言葉 を かけよう としたが、 言葉 もない ので、 

ジ ヨウの 顔 を やさしく なでて やりました。 ジ ヨウ は 無 

言の 同情 を 心に 感じ、 やっとお ちついて、 感謝に みち 

た 顔 を あげました。 


「ありがとう。 もうだい じょうぶ、 万一 の ことがあつ 

て も、 こらえられる わご 

「ぼく はべ ス死 ぬと 思わない。 あんなに いい 子 だし、 

ぼくたち こんなに かわいだ つてい るんだ もの、 神 さま 

が つれてい らっしゃる わけはな いご 

「やさしい、 かわいい 子 は、 いつでも 死んで しま うん 

だ わご 

「きみ、 つかれて るんだ、 心 ぼ そく 思う の、 きみら し 

くないよ。 ちょっと 待つ ててご 

口 ー リイ は、 階段 を かけあがり、 まもなく いっぱい 

のぶどう 酒 を 持つ て 来た。 ジ ョ ゥは につ こり 笑つ て、 


ベ スの 健康の ために 飲む わと いつ て 飲みました。 

「あなたい い 医者ね。 そして、 ほんと に 気持の いいお 

友 だち ね、 どうして、 お返しで きる かしら？」 

「いずれ 勘定書 を 出す よ。 そして、 今夜 は ぶどう酒よ 

り、 もっとき みの 心 を あたためる もの を あげる よご 

「なんな の？」 

「昨日、 電報う つたの さ。 そうしたら ブルック 先生 か 

ら、 すぐ 帰る という 返電 さ。 だから、 おかあさん は、 

今晚 お帰りになる。 そうすれ や、 万事 好都合だろう。 

ぼくの やった こと 気に いらない？」 

ジ ヨウ は、 狂喜して さけびました。 


「おお 口 ー リイ！ おかあさん！ うれしい！」 

ジ ヨウ は、 口— リイに しがみつき、 めんくらわせて 

しまいました。 けれど、 口 ー リイ は、 おちついて、 ジョ 

ゥ のせな か を さすり、 気が おちつく の を 見て、 二三 度 

はずかし そうに キッス をし ました。 それで、 ジ ヨウ は 

きゅうに われに かえり、 やさしく かれ をお しのけ、 息 

を はずませながら いいました。 

「だめよ、 あたし そんなつ もりじゃなかった のよ。 い 

けなかった わ。 でも ハンナが あんなに 反対した のに、 

電報う つて 下す つたと 思う と、 うれしくて、 とびつか 

ずに いられなかった の。 きっと ぶどう酒 のせいだ わご 


口 ー リイ は、 笑いながら ネクタイ をな おしました。 

「かまわな いさ。 ぼく もお じいさん も、 とても 心配で 

ね。 もしもべ スに 万一 のこと でも あれば、 申し わけな 

い、 だけど ハンナ は、 ぼくが 電報 をう つと いうと、 ど 

なりつ けたんだ。 それで ぼく かえって 決心して、 うつ 

てし まったん だ。 終列車 は、 午前 二 時に つくから ぼく 

迎えに いく ご 

「口— リイ、 あなた 天使 だ わ。 どんなにお れいいって 

レレ 力 わ 力、 りな レゎ 」 

「じ や、 もう 一 度 とびつき たまえ ご と、 口 ー リイが い 

たずら そうな 顔 をして い いました。 


「いいえ、 もうた くさん、 おじいさんが いらしたら、 

とびつい てあげる わ。 さ、 あなた はお 迎えに いって 下 

さるの だから、 早く 帰って お休み 下さい ご 

ジ ヨウ は、 そのまま 台所へ かけこみ、 そこにい たね 

こにまで、 うれしい お知らせ 〔# 「お知らせ」 は 底本で は 

「わ 知らせ 匕 をい つて 聞かせました。 ハンナ は、 

「おせっかいな 小僧さん だが、 かんべんし てあげ ま 

しょ。 おくさまが 早くお 帰りになる から ごと、 いい ま 

した。 

新ら しい 空気が さ つ と 流れ こんで 来たよう な よろこ 

びでした。 あらゆる ものが 希望に みちて 来ました。 姉 


妹た ち は、 顔 を 合せる ごとに、 おかあさんが 帰って い 

ら つ しゃる のよ と、 はげまし 合うよう にさ さやき まし 

た。 べス だけ は、 見る も 痛ましく、 おもくるしい 昏睡 

状態に おちて いました が、 それでも 姉妹た ち は 神 さま 

とおか あさん を 信頼して いますので、 今まで ほど 心 は 

苦しくありません でした。 

吹雪の 一 日が 暮れて、 とうとう 夜が 来ました。 バン 

クス 先生が 来て、 よくなる か、 わるくな るか、 いずれ 

にしても、 ま 夜中 ごろ 変化が 起る だろう から、 そのこ 

ろ また 来る と いって 帰って いきました。 

ハンナ はっかれ きって、 ソファに 横にな つてね てし 


まいました。 口 ー レンス 氏 は 客間 を あちこち 歩き ま 

わって いました。 口— リイ は スト— ブの 前に 横 わって、 

じっと 火 を 見つめて いました。 姉妹た ち は、 すこしも 

ねむくなくて、 一 生 忘れる ことのな さそうな、 ひきし 

まった 気持で ベ スの そばに いました。 

「もし 神 さまが べス をお 助け 下す つたら、 あたしもう 

一 一度と 不平 をい わない わご 

メグが 熱心に ささやく と、 ジ ョ ゥも 

「あたし は、 一 生、 神 さまに お仕えす る ご と、 答え ま 

した。 

やがて、 十二時が 鳴りました。 二人 はべ スの やつれ 


た 顔に、 なに か 変化が 起った ような 気がした ので、 わ 

れ 知らず 病人の 顔 を 見 まもりました。 家の なか は 死の 

ように 静まり、 むせび 泣く ような 風の 音 だけが 聞え ま 

した。 一時間が すぎ ましたが、 口— リイが 停車場へ 迎 

えに 出かけた ほか、 なにごと も 起り ませんで した 〔# 

「でした」 は 底本で は 「てした 匕。 さらに 一 時間す ぎ まし 

た。 吹雪の ために 汽車が おくれた のでし ようか、 それ 

とも、 おとうさんに 大きな 悲しみで も 起った ので はな 

いかしら。 あわれな 姉妹た ち は、 また 心 をな やまし は 

じめ ました。 

二 時まで、 ジ ヨウ は 窓の そばへ いって、 外 を 見て い 


ましたが、 ふと ふりかえ ると、 メグが ひざまずいて 〔# 

「ひざまずいて」 は 底本で は 「ひざまい て 匕 います。 あ、 

ベ スが 死んだ が メグ はこ わくて あたしに いえな い の だ 

と 考える と、 さ つ とつめ たい 恐怖が 全身に 通りす ぎ ま 

した。 ジ ヨウ は、 すぐにべ スの そばに いきました。 苦 

しそうな ようす は 消えて いかにも 安らかな 顔です。 

ジ ヨウ は 泣く 気に も、 悲しむ 気に も なれず、 かわいい 

べスの 上に 身をかがめて、 そのし めった 額に 唇 を あて 

ました。 

「さようなら、 ベ ス、 さようなら！」 

その 気配で ハンナが 目 を さまし、 いそいで ベッドの 


そばへ 来て、 手に さわったり、 唇に 耳 を あてて 息をし 

ら ベたり してい ましたが、 

「ありがたい、 熱が さがりました。 すやすやね ていな 

さる。 肌 もしめ つてい るし、 息 もら くになられた ごと 

い いました。 

姉妹が このうれ しい 変化 を 信じ かねてい るう ちに、 

バンクス 先生が 来て 保証して くれました。 危険 は 通り 

すぎた。 よくね むらして あげなさい という、 言葉 を 聞 

いたと き、 お 医者の 顔 は 神 さまの 顔の ように 思われ ま 

した。 

お 医者が 帰って から、 メグと ジ ヨウと ハンナ は、 大 


きな 安心の なかで、 抱いたり、 手 を 握り 合ったり、 よ 

ろ こびの なかで、 ゆめの ような 時間 をす ごしました。 

冬の 夜 は、 ようやく 明け はじめました。 メグ は、 咲 

きかけ た 白 ばらの 花 を 持って来て、 

「あの 子が 目 を さましたら、 この かわいい ばらと、 お 

かあさんの 顔が、 一ばん はじめに 見える ようにして あ 

げ ようご と、 いいました。 

メグと ジ ヨウ は、 長い、 悲しい 一夜 を 明かし、 おも 

いまぶ たに、 あかつきの 空 を ながめた とき、 こんなに 

美しい 朝 を 見た ことがない と 思いました。 メグが、 

「まるで、 おとぎの 国みたい ねえ ご と、 いって ほほえ 


むと、 ジ ヨウが とびあがって、 

「あら、 お聞きなさい！」 と、 いいました。 

そうです。 ベルが 鳴り、 ハンナと 口 ー リイの うれし 

そうな 声、 

「おかあさんのお 帰りです よ！」 

第 十九 エミ ィの 遺言状 

家で こういう ことが 起つ ている あいだ、 エミ ィは、 


マ ー チ おばさんの 家で、 まことに つらい 日 を 送って い 

ました。 エミ ィは、 まるで 島流しに あつたよう なわが 

身 を ふかく 悲しみ、 わが 家で どんなに かわいがられて 

いたかと いう こと を、 生れて はじめて 感じました。 

マ— チ おばさん は、 親切で したが、 けっして 人 を あ 

まやかす ような こと をし ませんで した。 エミ ィ はしつ 

けがい いので、 たいそう 気に いりました。 それで、 ェ 

ミィを かわいがり、 幸福に してやり たいと 思いました 

が、 ざんねんながら、 その 方法が まちがって いました。 

マ ー チ おばさん は、 すべて 命令ず くめで、 きちょう 

めんで、 くどい 長いお 説教で、 エミ ィを 教育し ようと 


しました が、 これが また エミ ィ をす つかり 不幸に し、 

まるで じぶん はく もの あみに かかった はえの よう だと 

思いました。 

エミ ィは、 まい 朝、 茶わん を あらい、 スプ ー ンゃ湯 

わかし を、 ぴかぴかに 光る までみ がかなくて はなり ま 

せんでした。 それから、 おそう じ、 おばさん はちり 一 

つ 見の がさない ので、 なんと まあお そうじ はつら かつ 

たでしょう。 それから、 おおむ のポ ー リ— に 餌 を やり、 

ちんの 毛 をく しけず り、 足の わるい おばさんの 用事 を、 

なん 度 も 召使のと ころへ いいに いったり、 階段 をの 

ぼったり くだったり、 それが やっとす むと、 勉強 を さ 


せられます。 その後の 一 時間！ そのと き 運動 か 遊び 

を 許される ので、 どんなにた のしかった でしよう！ 

口 ー リイ は、 まい 日 訪ねて 来て、 エミ ィの 外出 を 許 

しても らうよう に 口説きた て、 やっと 許される と、 二 

人 は 散歩した リ 馬車に のったり して、 たのしい 時 をす 

ごしました。 お昼の 御飯 を 食べてから、 おばさんに 本 

を 読んで 聞かせます。 おばさんが ねむって しまっても、 

じっとして すわって いなければ なりませんでした。 お 

ばさん は、 はじめの 一 ぺ— ジで いねむり を やりだし、 

たいてい 一時間 はねむ りました。 それから、 夕方まで、 

つぎはぎ 〔# 「つぎはぎ」 は 底本で は 「つぎはば 匕 仕事な 


ど をし なければ なりませんでした。 夕飯まで しばらく 

の あいだ 遊びます が、 夕飯 をす ましてから は、 マ ー チ 

おばさんの わかいと きの 話 やお 説教 を 聞かされ たいく 

つして しまいます。 そして、 やっと 話が おわる と、 ェ 

ミィ はねる のです が、 つらい 身の上 を 思いき り 泣こう 

と 思っても、 一二 滴の 涙し かこ ぼさない うちに、 いつ 

もね むって しまいます。 

もし 口— リイと、 エスタ ー ばあやが いなかったら、 

こんなお そろし いまい 日 を、 がまんで きないと エミ ィ 

は 思いました。 おおむ のポ— リ—  〔# 「ポ ー リ ー」 は 底 

本で は 「口 ー リ ー 匕 だけで も、 エミ ィを 発狂させる ほど 


でした。 ポ— リ— 〔# 「ポ ー リ ー」 は 底本で は 「口 ー リ ー 匕 

は エミ ィの髪 を ひっぱったり、 そうじし たばかり のか 

ごに、 ミルク を ひつ くりかえして こまらしたり しまし 

た。 また、 ふとった むく 犬 も、 エミ ィの 手に かかる こ 

とば かりやり ました。 

エスタ— ばあや だけ は、 エミ ィを ほんと にかわい 

がって くれました。 ばあや は フランス 人で、 マ ー チぉ 

ばさん と 長年 暮らし、 おばさん もこの エスタ— をい な 

ければ ならぬ 人と 思って いました。 ばあや は、 エミ ィ 

に フランス にいた ころの めずらし いお 話 を 聞かせて た 

のし ませました。 また、 広い 家の なか を 勝手に 歩き ま 


わらせて、 大きな 戸 だな や、 古風な たんすに しまいこ 

ん だもの を、 自由に 見させて くれました。 なかで も 宝 

石 箱に は、 真珠の 首 かざり や ダイヤの指輪、 そのほか、 

ピン や ロケット などい くつ も、 目 もまば ゆいば かりの 

ものが ありました。 

「もしおば さんが 遺言な さる 場合、 あなた は どれが ほ 

しいと 思います か？」 と、 そばに ついていて、 かぎ を 

おろす エスタ ー が 尋ねました。 

「あたし、 ダイヤモンド がーばん 好き。 だけど、 ダイ 

ャ モンドの 首 かざり はない から、 この 首 かざり」 と、 

エミ ィは 答えて、 金と 黒たん のじ ゆ 玉で できて、 さき 


に 十字架の つ いた 首 かざりに 見 とれました。 

「あたし も、 これが 一 ばん 好きです が、 首 かざりに は 

もったいない。 あたしの ような 旧教の 信者 はお じゅず 

に 使います ご 

「あなた、 お祈りす るの たのし そうね ご 

「ええ、 あなた もお 祈りな さると いいです よ。 化粧室 

を 礼拝堂に つくって あげましょう。 おばさんが いねむ 

リを なさって いる あいだに、 じっとす わって、 神 さま 

におね えさん をお まもり 下さる ように、 お祈り あそば 

せ ご 

エミ ィは、 その 思いつきが 気に いり、 礼拝堂 をつ く 


るよう に 頼みました。 

「マ— チ おばさんが おなくなりに なったら、 この 宝石 

はどうなる のか しら？」 

「あなたと、 おねえさん たちのと ころへ いくので すよ。 

遺言状 を 見ました。 あたし は ご 

「まあ、 うれしい。 今、 下されば いいのに ご 

「今 は 早す ぎます。 はじめに 結婚な さる かたに 真珠、 

それから、 あなたが お帰りになる ときには、 トルコ 玉 

の 指輪、 おくさま は あなたが、 お 行儀が いいと いって、 

ほめて いらっしゃ いました ご 

「ほんと？ あの 美しい 指輪が いただけ るの。 まあ、 


うれしい。 やっぱり おばさん 好き ご と、 エミ ィは、 う 

れ しそうな 顔 をして、 それ をき つと 手に いれようと 心 

をき めました。 

その 日から、 エミ ィは、 おとなしく、 なんでも いう 

こと を 聞いた ので、 マ— チ おばさん はじ ぶんの しっけ 

が 成功した と 思って、 たいそう 満足し ました。 エス 

タ ー は、 礼拝堂 をつ くって くれ、 聖母の 絵 を かいてく 

れ ました。 エミ ィは、 心 を こめて ここに 祈リ、 べスの 

病気 をな おし、 じぶん を 正しく 導いて 下さる ように 願 

いました。 

エミ ィは、 善良になる ために、 マ ー チ おばさんのと 


こに 遺言状 をつ くろうと 思いました。 遊び時間に、 ェ 

スタ— から 法律上の 言葉 を 教えて もら つて、 じぶんの 

所持品 を 公平に わける こと を 書きました。 

エスタ ー は 証人と なって 署名して くれました。 エミ 

ィは、 口— リイに、 第二の 証人に なっても らうつ もり 

でした。 ところで、 この 部屋に は、 流行お くれの 服が 

いっぱい はいった タン ス があって、 エスタ— は エミ ィ 

に、 それで 自由に 遊ばせました。 その 服 を 着て、 長い 

姿見の 前 をい つたり 来たりして、 わざとら しくお じぎ 

をしたり、 衣 ずれの 音 を させたり する のが、 おもしろ 

くて たのしみでした。 


この 曰 は、 そんな こと を、 あまり 夢中で やって いた 

ので、 口— リイの 鳴らした ベルに も 気がつかなかった 

し、 そっと 来ての ぞいた の も 知りませんでした。 エミ 

ィは、 青色の ドレスと 黄色の 下着 をつ け もも 色の ふち 

なし 帽子 を かぶり、 扇子 を 使って すまして ねり 歩いた 

のでした。 口 ー リイが、 後で ジ ヨウに 話した ところに 

よると、 ェ ミィ がそう やつ て 気 ど つ て 歩いて いく あと 

から、 おおむ のポ— リ— がその まね をして 歩き、 とき 

どき 立ち どま つ て、 

「きれで しょ、 あっちい け、 おばけさん、 おだまり、 

キッスして！ ハツ！ ハツ！」 と、 どなり ましたが、 


それ はとても おかしな 光景 だ つ たという ことでした。 

口— リイ は、 おかし さの あま リ、 ふき 出しそう にな 

るの を、 やっと こらえました。 そして、 ていねいに 迎 

えられ、 これ を 読んで よと、 あの 遺言状 を 見せられ ま 

した。 

遺言状 

わたし、 エミ ィ • 力— チス • マ —チ は、 正気に て 所 

有 物 全部 を 左記の 如く 分配し ます。 父上に は 一ばん い 

い 絵、 スケッチ、 地図、 額ぶ ちづき 美術品。 

母上に は、 衣類 全部、 ただし ポケットの ある 青い ェ 


プ ロン はべつ。 それから、 わたしの 肖像画と メダル を 

真心 こめて。 

メグ ねえさんに は、 トルコ 玉の 指輪 (もしいた だい 

たら) 鳩の ついている 緑の 箱と、 首 かざりの ための レ— 

ス、 姉上 を かいた スケッチ。 これ は 姉上の 愛する 妹の 

かたみ。 

ジ ヨウね えさん に は、 一度な おした 胸 ピンと、 青銅 

の インクつ ぼ (ふた はおね えさん がな くした) それ か 

ら、 原稿 を 焼いた おわびに 一 ばん 大切な 石膏のう さぎ。 

べス (もし わたしの 後まで 生きて いれば) に は、 人 

形、 小さな タン ス、 扇子、 麻の カラ ー、 それから 病気 


がよくな り、 やせて なければ、 新ら しい スリッパ、 そ 

れ から、 わたしが いつも 古ぼけた ジョ アンナの こと を 

からかつ たこと を、 ここで 後悔して おきます。 

お 友 だち であり 隣人で ある 口 ー リイに は、 紙の かば 

んと、 首がない よう だと おっしゃ つたが、 粘土 細工の 

馬。 つぎに 心配のと きに 親切に して 下さった お礼に、 

わたしの 絵の なかで 気に い つた ものさし あげます。 

ノ  J ^ル ダムが 一 ばんよ くで きています。 

大恩 人口— レンス 氏に は、 ふたに 鏡の ついた 紫の 箱、 

ペン いれに よろし。 わたしたち 一家、 ことにべ ス への 

御 厚意 を ありがたく 思 つ ている こと を 思い起させ るで 


しょう。 

なかよしの キティ • ブライアントに は、 青色の ェプ 

ロンと、 金色の じゅず 玉の 指輪 を、 キッスと ともに あ 

げる。 

ハンナに は、 ほしがつ ている 紙 箱と、 つぎはぎの 細 

ェを 全部、 わたし を 思い出して もらうた めです。 

わたしの 大切な 所有 品 を 全部 処分せ り、 みなみな 満 

足して 死者 を 非難せ ざるよう 望む。 わたし はすべ ての 

人 を 許し、 最後の ラッパの 鳴り ひびく とき、 みな 再会 

する こと を 信ず。 ァ— メン、 この 遺言状 は、 千 八 百 六 

十一 年 十一月 一 一十 日、 わが 手に よ つ て 認め 封印す。 


ェ ミィ • 力— テ イス • マ— チ 

証人 エステル • ベル ノア 

セォ ドル • 口— レンス 

最後の 名 は 鉛筆で 書いて ありました。 エミ ィ はかれ 

に それ を ペンで 書きな おして、 正式に 封印して ほしい 

と い いました。 

「どうして こんな こと を 思い ついた の？ ベ ス 〔# 「ベ 

ス」 は 底本で は 「ベす 匕 が 形見 わけで も するとい うよう 

な こと を、 たれから 聞いた の？」 

エミ ィは、 その わけ を 話してから、 


「べス はどうです つて？」 と、 訪ねました。 

「いいかけ たからい うけ ど、 べス このあいだ 大 へん わ 

るくな つて、 ジ ヨウに いったの。 ピアノ は メグに、 あ 

なた に 小鳥 を、 かわいそうな 古い 人形 はジ ヨウに。 

ジ ヨウに 人形 を かたみと して かわいが つて ほしいって。 

べス は、 あまり 人に あげる ものない といって 悲しがつ 

て、 ぼくたちに は 髪 を、 おじいさんに は 愛 だけ をの こ 

すんだ つ て、 でもべ スは 遺言状の こと はなん にも 考え 

ていなかった ご 

口 ー リイ は、 そういいながら サインして いると、 大 

きな 涙の つぶが おちて 来ました。 はっとして 顔 を あげ 


ると、 エミ ィの 顔に は 苦痛の 色が あふれ 

「遺言状に は、 二伸み たいな もの をつ けて いいで しょ 

うか？」 

「いいでしょう。 追伸と いうんで しょうご 

「じ や、 書き いれて ちょうだい。 あたしの 髪 みんな 

切って お 友 だち に 分ける つて。 へんな かっこうになる 

けど、 その ほうがいい わご 

口— リイ は、 エミ ィの 最後の 大きな 犠牲に ほほえみ 

ながら 書き足し、 一 時間 ほど 遊びました。 

「べス は、 ほんと に、 そんなに わるい の？」 

「そうら しいんだ。 よくなる ように 祈ろう ねえ、 泣い 


ちゃ だめです よご 

口— リイ は、 にいさん のように、 エミ ィの 肩に 手 を 

かけて なぐさめました。 口 ー リイが 帰って しまう と、 

エミ ィは 小さな 礼拝堂に はいり、 夕 ぐれの あかりの な 

かに さわって、 涙 を 流しな がらべ ス のために 祈り まし 

た。 もし、 この やさしい 小さい 姉 をう しなったら、 た 

とえ トルコ 玉の 指輪が 百万 もらっても、 あきらめられ 

ない と 思われました。 

第二 十 うち 明け 話 


おかあさんと、 娘た ちの 対面 を 語る 言葉 はない よう 

です。 こういう 世に もうる わしい 光景 は、 描写す るに 

むずかしい ものです。 そこで、 それ はいつ さい 読者の 

みなさんの 想像に まかせて おいて、 ただこ こで は、 家 

のなかに 真に 幸福が みち あふれ、 メグの やさしい 望み 

がかな えられて、 ベ スが 永い ねむりからさめた とき、 

その 目に うつった 最初の もの は、 小さな 白 ばらの 花と 

おかあさんの 顔であった という こと だけ を 述べて おき 
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べス は、 おとろえて いたので、 まだ 気力が なく、 た 

だ にっこりと 笑って、 おかあさんに 身 をす りよせ まし 

たが、 また、 ひっそりと ねむって しまいました。 その 

あいだに、 ハンナの よろこびで つくった 朝の すばらし 

い 御飯 を、 メグと ジ ヨウが お 給仕しながら、 おか あさ 

んが あがりました。 あがりながら おかあさん は、 おと 

うさん の 容態、 ブルック 氏が 後に のこつ て 看病 をして 

くれる こと、 帰りの 汽車が 吹雪で おくれた こと、 〔#「」 

は 底本で は 「。匕 口 ー リイが 希望に みちた 顔で 迎えに 出 

ていて くれたので、 つかれと 寒さで くたくた になって 

いたが、 口にい えない 安心 をした ことな ど を、 ひそ ひ 


そと 話しました。 

その 日 はなん という、 ふしぎな 気持よ い 日でした ろ 

う。 外 はまば ゆいば かり、 雪に 日が 照って いました が、 

家の なか はおち ついて、 看病と いねむり だけで、 安息 

所みたい でした。 口— リイ は、 エミ ィに おかあさんの 

帰った こと を 知らせに いきまし たが、 エミ ィは 一刻 も 

早く あいたいのに、 す 早く 涙 を かわかして その 気持 を 

おさえた ので、 口 ー リイ は 一人前の 婦人み たいに りつ 

ぱな 態度 だと ほめ、 マ— チ おばさん も 心から 同意し ま 

した。 そして、 エミ ィは、 口— リイに 散歩に つれていつ 

て ほしく 思い ましたが、 たいへん 疲れて いるよう なの 


で、 それ もがまん して、 口— リイ を ソファに かけさせ 

て 休ませ じぶん はお かあさんに 手紙 を 書きました。 書 

きおわって もどって みると、 口 ー リイ はぐう ぐうね 

むって しまい、 そばに マ ー チ おばさんが、 いつにな く 

親切心 を あらわして、 じっとす わって いました。 

ところが、 エミ ィの よろこぶ ことが 起り ました。 お 

かあさんが 来て 下す つたので す。 おかあさんの ひざに 

すわって 苦しかった こと をう ち 明け、 それ を なぐさめ 

る 微笑と 愛撫 を 得た とき、 エミ ィ はこの 市で 一 ばん 幸 

福だった でしよう。 二人 は 礼拝堂で あいまし たが、 お 

かあさん は、 エミ ィ のこの 思いつき を ほめました。 


「家へ 帰ったら、 戸 だな のす みに、 聖母と あかちゃん 

の 絵 を かいてかざる つもりです。 イエス さま も 前に は 

こんな 小さ い あかちゃん だと 思う と、 そんなに 遠く は 

なれて いらっしゃる かたで はなく、 いつもお 助け 下さ 

るよう な 気がします ご 

おかあさん は、 ほほえんで うなずきました。 

「ああそう だ。 おばさんが、 今日 キッスし てこれ を ゆ 

びに はめて 下さいました。 そして、 お前 はわた しの ほ 

こりになる ほどい い 子 だから、 そばへ おきたい とおつ 

しゃいました。 これ はめ てても、 よろしい でしよう 

か？」 


「美しいで すね、 でも まだ 小さ いんだから、 すこし 早 

すぎ るよう に 思えます ね。」 

「虚栄心 を 起さない ようにし ます。 ただ 美しい から は 

めたい 〔# 「はめたい」 は 底本で は 「ほめたい 匕 ので はな 

く、 ある こと を 思い出す ためです の ご 

「マ— チ おばさんの こと？」 

「いいえ、 利己主義 になって はいけ ない という こと 〔# 

「いう こと」 は 底本で は 「うと こ」 r」 

おかあさん は、 エミ ィの まじめ は 顔つき を 見て 笑う 

の を やめました。 

「あたし、 このごろ、 じぶんの わるい お 荷物の なかで、 


利己主義が 一 ばんいけ ない と 思いました。 ベ スね えさ 

んは 利己主義で ないから、 あんなに かわいがられ、 な 

くなる と 思う と、 みんな は あんなに 心配す るんで すわ _ 

あたしべ ス のように なりた いんです。 それで、 これ を 

はめて みたら と 思 うんです ご 

「よ ござんす よ、 だけど、 戸 だな のす みの ほうが、 もつ 

といいで しょう。 よくな ろうと まじめに 考えたら、 半 

分 やりとげ たような ものです。 では、 おかあさん はべ 

スの ところへ 帰ります。 元気で いなさい ね。 すぐに 迎 

えに 来ます からね ご 

その 晚、 メグが 安着の 知らせる 手紙 をお とうさんへ 


書いて いると き、 ジ ヨウ は 二階の べスの 部屋に そっと 

いきまし たが、 おかあさん を 見る とたち どまり、 なに 

か 心配そう なよう すで、 ゆびで 髪 を かきました。 

「どうしたの？」 と、 おかあさんが 手 を さしのべて や 

りながら、 尋ねました。 

「お話したい ことがあり ますの よご 

「メグの ことです か？」 

「まあ、 おかあさんの 察しの 早い こと！ そうなんで 

す。 あたし 気になる もので ご 

「べス がね むって ますから、 小さい 声で ね。 あの、 ま 

さか マフ オットが 来たので はないで しょうね？」 


「あんな 人 来たら 門前ば らいく わせて やります わごと、 

ジ ヨウ はお かあさんの 足 もとにす ゎリ ながらい いまし 

た。 「この 夏ね、 メグ ねえさんが 口 ー レンス 家へ 手袋 

を 忘れて 来たんで す。 片方 もどって 来ました が、 口 ー 

リイが 片方 を ブルック さんが 持って いると いつ て くれ 

るまで、 あたした ちそん な こと を 忘れて いたんで すの。 

あの方 それ を チョッキの かくしに いれて いて、 それ を 

落した の を 口 ー リイが 見つけて かかつ たんです。 そう 

したら、 メグ は 好きだけ ど、 まだ 年 はわ かいし、 じぶ 

んは 貧乏 だからい い 出せない つ て 白状な さった そうで 

す。 こと 重大ではないでしょう か？」 


「メグ は あのかた を 好いて いると 思います か？」 

「まあ！ 恋と かなんと か、 そんなく だらない こと、 

あたし わかりません わ。 小説 だと いろいろ 人目に たつ 

変化が ある わけです が、 メグに はちつ とも そんな こと 

はなく、 食べたり 飲んだり、 ふつうの 人の ように 夜 も 

よくね むります わ。 あのかた のこと、 あたしが いって 

も、 あたしの 顔 を まともに 見ます し、 口 ー リイが 恋人 

なんかの じょう 談を いっても、 すこし 顔 を あかく する 

だけです ご 

「それで は、 メグが ジョン さんに 興味 を 持って いない 

とお 思いな のね？」 


「だれに？」 と、 ジ ヨウ はび つくりし ました。 

「ブルックさん のこと。 かあさん は あの人の こと、 こ 

の ごろ ジョンさん といって るんで す。 病院で そんな ふ 

うによ ぶように なった もので ご 

「まあ、 そう、 おかあさん は あの人の こと、 味方す る 

でしよう。 あの人 はおとう さんに 親切に したんだ し、 

もし メグさん が 結婚したい といえば、 おかあさん は あ 

の 人 を しりぞけないでしょう。 ああ、 いやしい！ お 

とうさんのお 世話 をして、 おかあさんに とりいって、 

じぶん を 好きに させる なんて ご とジ ヨウ はまた いら 

だた しそうに 髪 を かきむしりました。 


「まあ、 そんなに 怒らない でね、 どういう 事情 か 話し 

てあげます。 ジョンさん は、 口 ー レンス さんに 頼まれ 

て、 かあさんと いっしょ にいって、 つききりで 看病し 

て 下す つたので、 あたした ち は 好きに ならずに はいら 

れ ませんで した。 あのかた は メグに ついては 公正 明大 

で、 メグ を 愛して いるが、 結婚 を 求める 前にた のしく 

暮 せる 家 を 持てる ように 稼いで おきたい とお つし やる 

ん です。 あのかた は、 メグ を 愛し、 メグの ために はた 

らくこと を 許して ほしい。 そして、 もし メグに じぶん 

を 愛させる ようになったら、 その 権利 を 許して ほしい 

とおつ しゃった。 あのかた は、 りっぱな 青年です。 か 


あさんた ち は あのかたの いう ことに 耳 を かたむけずに 

はいられませんでした。 けれど、 メグが あんなに わか 

くて 婚約す るの は 不承知で すご 

「もちろんで すわ。 そんなば かな 話。 なに かわる いこ 

と 起って ると 思って ました。 これ じ や 予想して いたよ 

リ もっと わるい わ。 いっその こと、 あたしが メグと 結 

婚 して 家庭の なかに 安全に してお きたい わご 

このお かしな 考えに、 おかあさん は ほほえみました _ 

けれど、 また まじめな 顔に なって、 

「あなたに は、 うち 明け ましたが、 メグに はいわない 

で 下さい。 ジョンが 帰って来て、 二人が あうよう に 


なったら、 メグの 気持が もっと はっきり わかる と 思い 

ますから ね ご 

「おねえさん は、 とても 感じ やすいから、 あの人の 美 

しい 目 を 見たら、 一た まりもありません わ。 すぐに 恋 

におち てし まって、 家の 平和 もた のしみ もお しまいに 

なります。 ああ、 いや だ。 ブルックさん はお 金 を かき 

あつめて、 おねえさん を つれていき、 家に 穴 を あけて 

しまいます。 あたしつ まらない。 なぜ あたした ち は、 

みんな 男の子に 生れな かったんで しょうご 

ジ ヨウ は、 いかにも おもしろくない というよ うなよ 

うす をして、 言葉 をつ づけました。 


「おかあさん 〔# 「おかあさん」 は 底本で は 「おか あん 匕 

も、 あんな 人 おっぱらって、 メグに は 一言 もい わない 

で、 今までの ように みんなで おもしろく しましょう 

よご 

「ジ ヨウ、 あなたが たは、 おそ かれ 〔# 「おそ かれ」 は 

底本で は 「おれ かれ 匕 早 かれ、 家庭 を 持つ ことが、 しぜ 

んな 正しい ことです。 でも、 かあさん は できるだけ 長 

く、 娘た ち を 手 もとにお きたいから、 この 話が あんま 

リ 早く 起った の を 悲しく 思います。 メグ は 十七に なつ 

たばかり だし、 おとうさん も あたし も、 二十まで は 約 

束 も 結婚 もさせない ことにしました。 もした がいに 愛 


し 合うなら、 それまで 待てる でしよう し、 待って いる 

あいだに、 その 愛が ほんもの かどう かも わかります ご 

「おかあさん、 おねえさん をお 金 持と 結婚 させた ほう 

がいいと 思いません か？」 

「かあさん は、 娘た ち を 財産家に したいと か、 上流 社 

会へ 出したい とか、 名 を あげさせたい とか 考えません _ 

身分 やお 金が あるかた が、 真実の 愛と 美徳 を 持って い 

て、 迎えて 下さるなら よろこんで お受け もしましょう 

が、 今までの 経験から いえば、 質素な 小さな 家に 住ん 

で、 日日の パン を かせぎ、 いくらか 不足が ちの 暮 しの 

ほうが、 かずす くない よろこび をた のしい ものにして 


くれる ものです。 かあさん は、 メグが じみな 道 を ふみ 

出す の を 満足に 思います。 メグ は、 夫の 愛情 をし つか 

りと つかんで いける 素質が あって、 それ は 財産よりも 

もっとい いもので すご 

「おかあさん、 よく わかりました。 あたし は メグ を 

口 ー リイと 結婚 させて、 一 生らく にさせて あげようと 

計画して いたんで すご 

「口— リイ は、 メグより 年下です ご 

「そんな こと 〔# 「こと」 は 底本で は 「と 匕 かまう もん 

です か、 あの人 は、 年より ふけて いるし、 せ も 高い し 

それで、 金 持で、 親切で …… 」 


「だけど、 かあさん は、 メグに ふさわしい ほど 口 ー リ 

ィが 大人と は 思いません。 そんな こと 計画す る もので 

はありません ご 

「では、 よします。 人間 は、 頭に アイロン でものせ て 

おけば、 大人に ならない ものなら いいけ ど、 つぼみ は 

花になる し、 子ね こ はお やね こになる し、 ああ、 つま 

らな いご 

そこへ、 書き あげた 手紙 を 持って、 メグが そっと は 

い つ てきました。 

「アイロンと ねこが、 どうしたの？」 

「つまらない、 おしゃべり をして たの。 あたし、 もう 


ねる わ。 いらっしゃ いなご 

おかあさん は、 手紙に 目 をと おして、 

「けっこうです。 きれいに 書け ました。 ジョンに よろ 

しく つ て、 かあさんが い つ てると、 書き そえて 下さ いご 

「あのかた のこと、 ジョンと およびに なります の？」 

と、 メグ はに こに こして 尋ねました。 

「そうです。 あのかた は、 家の 息子み たいな 気がし ま 

す。 あたした ち は、 あのかたが、 とても 気に いり まし 

たよ ご 

「そう 聞いて、 うれしい と 思います わ。 あの人、 さび 

しいかた です。 おかあさん、 おやすみなさい ませ。 お 


かあさんが 家に いて 下さる と、 口で いえない ほど 安心 

です わご 

おかあさんが、 メグに あたえた キッス は、 やさしく、 

メグが 出て いくと、 つぶやきました。 

「まだ ジョン を 愛して いないけ ど、 まもなく 愛する よ 

うになる でしよう。」 

第二 十一 口 ー リイの いたずら 


あくる 日、 ジ ヨウ は むずかしい 顔 をして いました。 

れいの 秘密が 心の 重荷に なった のです。 メグ はわ ざと 

尋ねないで、 一 人で おかあさんの 世話 をし ました。 そ 

して、 おかあさん は、 ジ ヨウに、 あなた は 永い あいだ 

家に とじこもって いたから、 外へ いって 思いき り 運動 

でもしなさい といい ました。 そこで、 ジ ヨウ は、 口  — 

リイのと ころへ 遊びに いきまし たが、 このいた ずら 好 

きの 少年 は、 ジ ヨウが なに か 秘密 を もってい るの を か 

ぎつ けて、 本音 を はかせよ うとし、 な あにす つかり 知つ 

ている とい つたり そんな こと は 聞きたくない とい つた 

り、 しっこい 努力 を 重ねた すえに、 とうとう その 秘密 


が メグと ブルック 氏に 関する こと だとい うこと をた し 

かめました。 そして、 口 ー リイ は、 じぶんの 家庭教師 

が、 その 教え子に 秘密 を うちあけて くれないの を 怒り 

無視され た その 侮辱に、 なに かし かえし をしょう と 思 

いたちました。 

ところで、 メグに かわった ようすが ありました。 メ 

グは、 話しかけられる とびつく りしたり、 人から 見ら 

れ ると 顔 を あかめたり、 なやまし そうな 顔 をして 裁縫 

をした リ、 おかあさんが 尋ねる と、 どこも わるくない 

と 答え、 ジ ヨウが 尋ねる と、 ほって おいてち ようだい 

と 答えました。 


「メグね えさん は、 あれ を 空気の なかで 感じたん です。 

あれって 恋の ことです よ。 そして、 どんどん 進行して 

いくんです。 ふきげんで 〔# 「ふきげんで」 は 底本で は 

「ふさげんで 匕、 食慾が なく、 夜 はね むらない し、 「小川 

の 声 は 銀鈴の ように ささやく ごとうた つていた し、 ね 

え、 おかあさん、 どうしたらいいんで しょう？」 

「待って いる ほかはありません。 親切に して あげて、 

おとうさんが 帰って いらっしゃれば、 なにもかも かた 

が つきます ご 

その あくる 日、 ジ ヨウが れいの 郵便局に はいって い 

たもの を 配達して、 


「メグね えさん のと ころへ お 手紙よ。 口— リイ、 なん 

だ つて こんなに いかめしく 封 をし たんでしょう？」 

メグ は、 手紙 を 読む と、 ただならぬ 声 を あげ、 おび 

えたよう な 顔 をし ました。 おかあさん もジ ヨウ もお ど 

ろいて しまいました。 

「まあ、 ひどい、 あなたが 書いて、 あの 不良少年が 手 

伝った のでし よ。 よくも あなた は、 あたした ち 二人に、 

こんならん ぼうな、 いやしい まねが できた ものね え ご 

と、 メグ は、 胸が つぶれで もした ように 泣きました。 

ジ ヨウ は、 おかあさんと いっしょに、 その 手紙 を 読 

みました。 


最愛の マ ー ガレットへ、 

わたし はもう 熱情 を おさえる ことが で きな くな リま 

した。 帰宅す る 前に じぶんの 運命 を 知りた く 思います _ 

まだ 御両親に は 話さないで いますが、 わたしたち 二人 

が 愛し 合って いる ことが わかれば、 御 承認 下さる と 思 

います。 口— レンス さま は、 必らず わたし を 適当な と 

ころへ お 世話 下さる でしよう。 そのと き は、 愛する 少 

女よ。 わたし を 幸福に して 下さる でしよう。 なお、 御 

家族に はなに ごと もお もらしな きょう。 ただ 希望の 一 

言 を 口— リイさん の 手 をと おしてお 送り 下さい。 あな 

たに ささげた ジ ョ ン より、 


「まあ、 まあ このいた ずら 小僧！ あたしが おか あさ 

ん との 約束 を まもって いるし かえし なんだ。 いって、 

うんと 怒つ て、 ひきずつ て 来て あやまらせる ごと、 ジョ 

ゥは、 かつと なり、 すぐに もとび 出しそう にしました 

が、 おかあさんが、 ひきとめ きつい 顔 をして いい まし 

た。 

「ジ ヨウ、 お待ち、 まず あなたが、 じぶんの 証 をた て 

なければ なりません。 あんた は、 これに 関係 ありませ 

ん か？」 

「いいえ、 おかあさん。 けっして。 あたし 今までに こ 

の 手紙 見た こ ともなく、 なんにも 知りません。 もし 関 


係した のなら、 もっとう まく、 もっと じょうずに 書き 

ます。 あたし だって、 ブルック さんが こんな 手紙 書か 

ない ことわ かってます わご と、 ジ ヨウ はいまい まし そ 

うに、 その 手紙 を 床に たたきつけました。 

「あのかたの 書いた のと 似て います ご と、 メグ は それ 

を じぶんの 手に あるのと 見 くらべ ながら 口ごもり まし 

た。 

「メグ、 まさか あなた は 返事 は 出さなかった でしよう 

ね？」 と、 おかあさん はせ きこんで いうと、 メグ は、 

はずかし そうに、 

「出しました わご 


ジ ョ ゥは、 

「あたし、 あのいた ずら 小僧 を ひっぱって 来て 白状 さ 

せ、 うん 〔# 「うん」 は 底本で は 「う ふ 匕 としか つ て やり 

ます ご と、 ふたたび 走り出そうと しました。 

「およし、 考えて いたよりも、 こまった ことにな リま 

した。 メグ、 みんなお 話しな さいご 

おかあさん は、 メグの そばに 腰をおろし、 ジ ヨウ を 

し つ かりと つかまえました。 

「はじめの 手紙 を 口— リイから 受取って、 おかあさん 

にう ち 明ける つもりで したが、 ブルック さんが 好きだ 

とおつ しゃった こと 思い出して、 四 五日く らい 秘密に 


しといても いいと 思い ましたの。 お許し 下さい、 ばか 

なまね をした ばつです。 二度と あのかたに 顔 を 合す こ 

とがで きません ご 

「それで、 なんとお 返事し ましたの？」 

「そんな こと を 考える の はま だ 年が わかいし、 それに 

おかあさんに 秘密 を 持ちたくない から、 おとうさんに 

いって 下さい、 御 親切 はありが たいと 思います が、 た 

だのお 友 だち としてつ き 合い をして いきたいと 申し あ 

げ ましたの ご 

おかあさん は、 いかにも 満足そう に ほほえみ、 ジョ 

ゥは手 をた たいて、 


「おねえさん は、 つつしみ 深い わ、 メグ、 いってち よ 

うだい、 あの人、 なんとい つてよ こした？」 

「恋文なん て 出した おぼえ はない し、 いたずら 好きの 

妹さんが、 わたしたちの 名 を 勝手に 使う の は 遺憾 だと 

書いて ありました。 親切な お 手紙でした けれど、 あた 

し はずかしくて ご 

メグ はしおれて おかあさんに よりそい、 ジ ヨウ は 

口 ー リイ を ののしりながら 部屋 を 歩き まわり ましたが 

ふと たちどまり、 二通の 手紙 をと りあげて 見 くらべて 

いました が、 

「二つと も ブルックさん 見て いないと 思う わ。 口 ー リ 


ィが 二つと も 書いて、 あたしが 秘密 をい わなかった も 

の だから、 おねえさんの をと つてお いて、 あたし を や 

りこめ ようとい うんだ わご 

「ジ ヨウ、 秘密なん か 持って はだめ よご と、 メグが い 

いました。 

「いや だ わ、 おかあさんから 聞いた 秘密よ ご 

「いいの、 ジ ヨウ、 かあさん は メグ を なぐさめます か 

ら、 あなた は 口— リイ を つれてい らっしゃい。 すつ か 

りしら ベて、 こんない たずら やめさせます ご 

ジ ヨウ はかけ 出して いき、 おかあさん は メグに、 ブ 

ルック 氏の ほんとの 気持 を、 すっかり 話して 聞かせ ま 


した。 

「それで、 あなたの 気持 はどう？ あの人が あなたの た 

めに 家庭が つくれる の を 待って います か？ それとも、 

なにもき めないで おきます か？」 

「今度の ことで 心配 させられ たので、 これから ずっと、 

もしかしたら、 いつまでも、 恋人なん かのこと にか か 

わりた くありません。 もし あのかたが、 こんなば かげ 

たこと を 御存知ないなら、 いわないで 下さい。 ジ ヨウ 

と 口— リ— にも 口 どめして 下さい。 あたし、 だまされ 

たり、 からかわれたり したくありません。 ほんと に、 

はじさらしです わご 


やさしい メグが、 いつにな く 怒って いるの を 見て、 

おかあさん は、 けっして しゃべらせぬ こと、 これから 

もよ く 注意 するとい つて、 なだめました。 

口 ー リイの 足音が 聞え ると、 メグ は 書斎に かけこみ 

ました。 ジ ヨウ は、 かれが 来ない といけ ない と 思って、 

なんの 用事 か 告げませんで したが、 おかあさんの 顔 を 

見た とき、 すぐに 察して 帽子 を ひねくりまわしました。 

ジ ヨウ は、 部屋から 出て いくように といわれ、 犯人の 

逃亡 を ふせぐ ために、 玄関へ 来て いました から、 会見 

の もよう は、 メグに もジ ヨウに も わかりませんでした。 

話が すんで 二人が 部屋に よびこまれた とき、 口 ー リイ 


はいかに も 後悔して いるよう でした。 メグに、 口— リ 

ィは 謝罪し、 ブルック 氏が このいた ずらに ついては、 

なにも 知らぬ と 保証し ました。 メグ は それで ほっとし 

ました。 なお、 口— リイ は、 きっぱりと いいました。 

「ぼく は 死んでも ブルック 先生に 話しません。 どうか 

許して 下さい。 だけど、 一 ヶ月く らい あなたから 口 を 

きいて もらえなくても、 しょうがな いと 思って いま 

すご 

「許して あげます わ、 でも、 あまり 紳士ら しくない や 

りかた です わ、 あなたが、 こんな 意地 わる をな さろう 

と は 思いませんでした ご 


ジ ヨウ は、 その あいだ も、 ひややかな 態度で 立って 

いました。 非難の 気持 を ゆるめない ようにつ とめ まし 

た。 口 ー リイ は、 すっかり 感情 を そこね、 話が すむ と、 

おかあさんと メグに あいさつして 出て い つ てし ま いま 

した。 

ジ ヨウ は、 口— リイに もっと 寛大に すれば よかった 

と 思いました。 おかあさんと メグが 二階へ いってし ま 

うと、 口— リイに あいたく なり、 返す 本 を かかえて お 

となりへ 出かけて いきました。 女中に むかって、 

「口 ー リイさん、 いらっしゃいます か？」 と、 尋ねる 

と、 在宅 だが あわないでしょう といい ます。 病気 かと 


重ねて 尋ねる と、 

「いいえ、 じつはお じい さまと 口論なさい まして、 お 

怒リ になって、 お 部屋へ 閉じこもって しまって、 食事 

の 支度が できた ので、 扉 をた たいた のです が 御 返事 あ 

りません、 おじい さま もお 怒りで、 まったく、 こまつ 

ております ご と、 いう 返事でした。 

「あたしい つて、 ようす 見て 来ましょう。 二人とも こ 

わくないから ご 

ジ ヨウ は あがって いき、 口 ー リイの 部屋の 扉 をた た 

き、 よせと いっても、 かまわず たたき、 扉 を 開けた と 

き、 さっと とびこみました。 そして、 床に ひざまずき 


へ りく だ つ て。 

「意地 わるして ごめんなさい。 仲な おりに 来たの、 仲 

なおりす るまで 帰らない ご と、 いいました。 

口 ー リイ は、 すぐに 仲な おりして、 ジ ヨウ を 立た せ 

ました。 だが、 まだ ぶんぷん 怒って います。 どうした 

のか 尋ねる と、 「きみのお かあさんから、 だまって いろ 

といわれ たこと を、 しゃべらなかった もので、 おじい 

さんから こづき まわされ たの だ。 おじいさん は、 ほん 

とのこと をい えとい うが、 メグの かかり 合い さえな け 

れば、 ぼくの やつたい たずら だけ は、 いうつ もり だつ 

たが、 それが できない から、 だまって がまんし たんだ。 


だけど、 しまいに ぇリ首 をつ かまえ たんで、 ぼく はか つ 

となって、 なに を やり 出す かわからない ので、 部屋 か 

ら とび 出したん だ ご 

「そうよ 〔# 「そうよ」 は 底本で は 「そう を 匕、 きっとお 

じいさん も 後悔して いらっしゃる わ。 仲な おりなさい 

あたし もい つし よに いつ てあげる から ご 

「だめ だ、 わるくな いのに、 二度 も あやまる の はい や 

だ。 だいたい、 おじいさん は、 ぼく を あかん ぼ あっか 

いに なさる。 かれこれ 世話 を やいて ほしくな いという 

こと を、 おじいさんに 知らせて や るんだ ご 

「では、 あなた これから どうす るの？」 


「おじいさんが あやま つ て、 ぼくが、 どんな ことがあつ 

たの か 話せない といったら、 信用して くれれば いい ご 

「それや、 むり だ わ。 あたし できるだけ 説明して あげ 

る わ。 あなた も、 ここにい つまで もいて、 芝居が かつ 

たまね をして、 なんの 役に たつの よ？」 

「ぼく は、 いつまでも、 ここにい るつ もり はない よ。 

そっと 家出して、 旅行に いっち やうんだ。 おじいさん 

は、 ぼくがい なくて、 さびしく なったら わかる だろう ご 

「そうか もしれ ない けど、 とび 出して おじいさんに 心 

配 かける の わるい わご 

「お 説教 はよ して くれ。 ぼく は ワシントン へいって、 


ブルック 先生に あ うんだ。 あすこ はお もしろ いよ。 い 

やな 目にあつ たんだから、 うんと 遊 ぶんだ ご 

「いい わね、 いっしょに いければ、 いいんだ けど ごと、 

ジ ョ ゥが 忠告 者で ある 立場 を 忘れて そういうと、 口 ー 

リイ ま、 

「来た まえ、 すばらしい ぞ、 びっくり させ るんだ、 お 

金 は ぼく 持つ てるし ご 

ジ ヨウの 趣味に かなった 突飛な 計画で したから、 い 

きたかった のです が、 窓から じぶんの 家 を 見る と、 首 

を ふって、 

「だめ、 あたし 男の子 だったら、 いっしょに いくんだ 


けど ご 

口— リイ は、 なお もす すめ ましたが、 もう ジ ヨウ は 

じぶんの 立場 を まも つ て、 

「おだまん なさい、 このうえ、 あたしに 罪 を 重ねさせ 

ないで ちょうだい。 それよ か、 もしお じいさんに、 あ 

なた を いじめた お詫び を させたら、 家出 を やめる？」 

「ああ、 だけど そんな こと、 きみに できない よご 

けれど、 ジ ヨウ は、 やれる と 思って、 口 ー レンス 老 

人の 部屋へ いきました。 そして、 本 を 返し、 つぎの 第 

ニ卷を 借りる ために、 梯子に のって 書庫の たな を さが 

しました。 そして、 なんとい つて 話 を 切り出そうかと 


思って いると、 老人の ほうから、 ジ ヨウが なに かたく 

らんで いると 見て とつ たらしく、 

「あの 子 は、 なに をした のかね？ なに かいた ずら を 

したに ちがいな いが、 一 言 も 返事 をせ ぬからお どしつ 

けたら、 じぶんの 部屋に はいって かぎをかけて しまつ 

た ご 

「あのかた、 わるい こと をした のです。 けれど みんな 

で 許して あげました。 そのこと は、 母に とめられ てい 

ますから、 申せません。 口— リイ は 白状して、 ばつ を 

受けました。 わたしたち は、 口 ー リイ を かばいません 

ある 人 を かばうた めに、 だまって いるので す。 です か 


ら、 おじい さま も、 どうか この ことに は 立ち いらない 

で 下さい。 かえって、 いけません ご 

「だが、 あんた がた に 親切に して もらって いながら、 

わるい こと をした のなら、 わし はこの 手で たたきのめ 

してやる ご 

老人の 心 は、 なかなかと けませんで したが、 ジ ヨウ 

は、 その わるい ことが、 たいした ことで ないように、 

事実に ふれないで、 かるく 話し、 やっと うなずか せま 

した。 けれど、 この 際、 すこし 老人に もじ ぶんの しう 

ち を 考える ようにして あげたい と 思 つ て、 

「おじい さま は、 口 ー リイに 親切す ぎる くらいで すけ 


ど、 口— リイが おじい さま を 怒らせたり する ときには 

すこし 気が みじかく はないで しょうか？」 と、 正直に 

い いました。 

「いや、 あなたの いうと おりじ や、 わし は あの 子 を か 

あいがって いるが、 がまんの ならぬ ほど わし を じらす 

ような こと もす る。 こんな ふう だと、 どうなる かな。」 

「申し あげましょう か？ あの人、 家出し ます わご 

老人の 顔 は、 さっと 青くな リ、 美しい 男の 肖像画 を 

見 あげました。 それ は、 わかい ころ 家出して、 老人の 

意に そむいて 結婚した 口 ー リイの 父母で ありました。 

ジ ヨウ は、 老人が くるしい 過去 を 思い出して いるの を 


察し、 あんな ことい わなければ よかった と 後悔し まし 

た。 それで、 ジ ヨウ は あわててい いました。 

「でも、 あの人、 よつ ぼ どの ことがない と、 そんな こ 

としません わ。 ただ 勉強に あきる と、 そんな こと を 

いってお どかす だけなん です。 わたし だって、 そんな 

ことした いと 考えます。 髪 をき つてから よけい そうで 

す。 だから、 二人が いなくな つたら、 二 少年 を さがす 

広告 を 出して、 インドい きの 船 をお さがし 下さい ご 

ジ ヨウ は、 こういって 笑った ので、 老人 も ほっとし 

たようでした。 

「おてんば 娘 は、 とんでもな いこと をい いなさる。 子 


供 はうる さいが、 いなく ちやこ まる。 もうなん でもな 

いといって、 食事に あの 子 を つれて 来て 下され ご 

ジ ヨウ は、 わざと、 すなおに いう こと をき かないで 

詫状 を 書いて 形式的に あやまれば、 口 ー リイ は、 じぶ 

ん のば かも わかり、 きげん をな おして 来ます といつ わ 

りました。 

「あなた は、 なかなか くえない 子 じ や。 でも、 あなた 

やべ スに、 いいように されても かまわん。 さ、 書こう ご 

老人 は、 本式の 詫状 を 書きました。 ジ ヨウ は、 それ 

を 持って 口 ー リイの 部屋に いき、 扉の 下から それ をな 

かへいれ、 きげん をな おして、 おりて 来る ようにい い 


ました。 口 ー リイ は、 すぐお りて 来ました。 階段のと 

ころで、 

「きみ は、 えらい な。 しかられなかった？」 

「よく、 わかって 下す つたわ。 さ、 新ら しい 出発よ。 

御飯 を 食べ れば気 も はれる ご 

ジ ヨウ は、 さっさと 帰り、 口 ー リイ はお じいさんに 

あやまり、 おじいさん もす つかりき げん をな おし、 こ 

の 事件 はすつ かり 片 づき 〔# 「片 づき」 は 底本で は 「片す 

ぎ 匕 ました。 

けれど、 メグ は、 この 事件の ために、 ブルック 氏へ 

近づいた のでした。 あるとき、 ジ ヨウ は、 切手 を さが 


すため に、 メグの 机の ひき 出し を さがす と 「ジョン- 

ブルック 夫人」 という 落 書の して ある 紙片が ありまし 

た。 ジ ヨウ は、 悲しそう なう めき 声と ともに、 その 紙 

片を 火に なげこみ、 口 ー リイの いたずらが、 じぶんに 

とっての、 不幸な 日 を、 早めた こと を しみじみと 感じ 

ました。 


第二 十二 たのしい 野辺 


その後の 数 週間 は、 あらしが 吹き 去った 後、 日光が 

さした ようでした。 おとうさん は、 新年に なれば 帰宅 

するとい つて 来ました。 べス は、 書斎 〔# 「書斎」 は 底 

本で は 「書斉 匕 の ソファまで いって 横になる ことが で 

きる ようになり、 子ね こと 遊んだり、 人形の 服 をぬ つ 

たりし ました。 ジ ヨウ は、 まい 日べ スを 散歩に つれ 出 

し、 メグ はおい しい 料理に 腕 を ふるいました。 エミ ィ 

は、 ねえさん たちに、 できるだけの たからもの を あげ 

その 帰宅 を 祝福され ました。 

クリスマスが 近づく につれ、 いろんな 計画が はじめ 

られ ました。 ジ ヨウ は、 このい つもと ちがう おめでた 


い クリスマス を 祝うた めに、 とてつもない、 ばかげた 

お祭り を 提案して、 みんな を 大笑い させました。 口— 

リイ も、 とっぴな 計画 をた て、 勝手に させて おけば、 

花火で も 凱旋門で も、 こしらえ かねないい きおいで し 

た。 

ただ者で ない ジ ヨウと 口— リイ は、 妖精の ように 夜 

中に 起きて はたらき、 べス のために、 とてつもな いも 

の を 庭先に つくりあげました。 それ は、 雪 姫で ひいら 

ぎの 冠 をいた だき、 片手に は 花や 果物 を いれた バス 

ケット を さげ、 片手に は 新ら しい 譜本を 持ち、 肩に 赤 

い 毛布 を まきつけ、 口から クリスマスの 祝 歌 を 書いた 


吹流し を 出して いました。 ベ スは 窓ぎ わまで かつがれ 

ていき、 この 雪 姫 を 見て どんなに 笑った でしよう。 

祝 歌と いうの は、 こうです。 

ュ ング フラウ からべ スへ、 

べス 女王 さま おめでとう 

ち つ ともく よくよ なさらずに 

たのしく 平和に すこやかに 

お祝いな されよ クリスマス 

はたらき 蜂さん 果物 食べ て 

お 花のに おい を かぎなさい 


譜本は ピアノ を ひくた め 〔# 「ひくた め」 は 底本で は 

「くた め ひ 匕 で 

毛布 はおみ 足つつ むた め 

ジ ョ アンナの 肖像 は 

ラファエル 第一 一世が ねっしんに 

きれいで、 よくに るよう に 

かきあげ たもの、 いいでしょう。 

あかい リボン も あげましょう 

ねこの 夫人の 尾の かざり 

アイス クリ ー ムはぺ グの作 


桶に もりあがる モン ，ブラン 山 

アルプス 娘の この わたし 

つくつ た 口 ー リイと ジ ョ ゥ 

雪の 胸に ひそませた 

あつい 情 をお 受け 下さい 

雪 姫の 贈り もの を、 口 ー リイが はこび、 ジ ヨウが そ 

れを 贈る ために、 こっけいな 演説 をし ました。 べス は、 

雪 姫の 贈り もののお いしいぶ どう を 食べ て、 

「あたし 幸福で いっぱい、 これでお とうさんが いらし 

たら、 もうどうしょう もない わご と、 いいました。 

「あたし も 幸福」 と、 ジ ヨウ も、 前から ほしがって、 


やっと 手に入れた 二 冊の 本 アン ディンと シン ト ラムの 

はいつ ている かくし をた たきながら いいました。 

「あたし だって、 そうよ ご と、 エミ ィは おかあさん か 

らいた だいた マドンナと その子の 版画 を ながめながら 

い いました。 

「もちろん、 あたし も ご と、 メグ は 生れて はじめて 手 

にした 絹の ドレスに さわりながら いいました。 それ は 

口 ー レンス 氏が、 くれる といって きかなかった のです。 

「かあさん だって、 そうです よご と、 おかあさん も満 

足そう にいって、 今し がた 娘た ちが 胸に とめて くれた 

ブロ ー チを なでました。 


ところが、 それから 三十 分の 後に、 まるで 小説に で 

も ありそうな 思いがけない うれしい ことが 起り ました。 

それ は、 口 ー リイが 興奮して 客間 を のぞき、 

「さあ、 マ— チ家 へまた クリスマス • プレゼント がと 

どきました よご と、 いって、 すぐに、 すがたをけした 

ことから はじまりました。 みんな は、 はじかれ たよう 

に、 なにごと かと、 口 ー リイの 言葉に かくされ たもの 

を 考えて いると、 首 まきをし たせの 高い 人が もう 一 人 

のせの 高い 人の 腕に よりかか リ ながら あらわれました。 

あっと、 みんな はさ けんで おしよせ、 たちまちと りか 

こみ、 すがりつき、 よろこびの うずが 家の なかに まき 


かえりました。 ああ、 その 人 はおとう さんでした。 そ 

して、 つづく 笑い声、 あんまり うれしい ので、 みんな 

がいろんな、 らち もない しくじり をした のが、 よけい 

おかしく 思われました。 やっと 笑い声が しずまる と、 

ブルック 氏 は 口— リイ をうな がして 帰り、 おとうさん 

とべ ス、 二人の 病人 はしず かに ソファに かけました。 

おとうさん は、 上天気に なった ので、 医者が 帰宅 を 

許して くれた こと、 それで、 わざと ふいうちに 帰って 

来た こと、 ブルック 氏が よく 世話 をして つれて 来て く 

れ たこと など を 話しました。 

ところで、 その 日の ごちそう は、 マ— チ家 では、 は 


じめ ての すばらしい クリスマスの ごちそうで、 七面鳥 

のむ し 焼き、 ほしぶどう いりの プディング ゼ リイな ど、 

ハンナが できるかぎり 腕 を ふるいました。 そして、 お 

客 は 口— レンス 老人、 口 ー リイ、 それから ブルック 氏 

で、 健康 を 祝して 乾杯し、 語り あい、 歌 を 合唱し あつ 

て、 ごちそう を 食べ、 心 ゆく ばかりた のしい ときをす 

ごしました。 

食事 をお わって から、 家族 は炉 のま わりに 集リ まし 

た。 娘た ち は、 今年の 思い出話 をし ましたが、 じっと 

耳 を かたむけ ていたお とうさん は、 満足そう にいい ま 

した。 


「小さい 巡礼さん たちの 旅と して は、 今年の あと 半分 

はくる しい 旅だった ね。 だけど、 みんな 勇ましく 歩い 

て 来たし、 めいめいの 重荷 も、 うまい ぐあいに ころげ 

おちそう だね ご 

「どうして おわかりで すか？ おかあさんから お聞き 

になり ました？」 と、 ジ ヨウが 尋ねました。 

「まだ、 そんなに 聞いて はいない が、 わらの 動き かた 

で 風向きが わかる ね。 それで、 おとうさん は、 今日い 

ろい ろな もの を 発見した。 まず、 これが 一 つ ご と、 お 

とうさん は、 そばに すわって いる メグの 手 をと つて、 

「あれた 手 だね。 やけど も ある、 まめ も ある。 だが、 む 


かし 美しかった ときよりも、 今の ほうが 美しい ね。 こ 

の 手 は 家庭 を 幸福に していく、 勤勉な 手 だ ご 

おとうさん は、 に つ こり 笑って、 むかいがわに すわ つ 

て いる ジ ョ ゥを ながめて、 

「髪 をき つたが、 一年 前の 息子の ジ ヨウで はなくな つ 

た。 身 じまい もき ちんと して、 すっかり 女の子に なつ 

た。 今 は 看病と 心配の つかれで 青い 顔 をして いるが、 

ずっと おだやかな 顔つきに なった。 むかしの おてんば 

娘が いなくな つて、 すこし さびしい が、 そのかわり 頼 

もしい 心の やさしい 娘が あらわれた ご 

「こんど はべ スねご と、 ェ ミィ はじ ぶんの 番の 来る の 


を 待ち どお しく 思いました。 

「べス は、 病気で こんなに 小さくな つたから、 うつか 

り しゃべつ ている あいだに、 どこかへ 消えて しまい そ 

うだね、 まあ、 前 ほど はにかま なくなつ たよう だが ご 

と、 おとうさん は、 もうす こしで この 子 を 失う ところ 

だと 思い、 しっか リ とだき しめ、 「ベ ス、 どうかい つま 

でも じょうぶ でいて ほしいね ご 

みんな だまって、 それぞれな にか 考えて いました。 

と、 おとうさん は、 足 もとの エミ ィの髪 をな でながら 

「エミ ィは、 食事のと き、 いつもと ちがって、 鳥の 足 

の 肉 をと つたし、 またお 昼から はお 使い をした し、 し 


んぼ うづよ く、 みんなのお 給仕 もした ね、 おしゃれ も 

しなくな つたし、 指に はめて いるき れいな 指輪の こと 

も 口に 出さなかった ね。 これでお とうさんに は、 エミ 

ィが じぶんの ことより、 他人の こと をよ けい 考える よ 

うにな つたこと がわ か つ てうれ しい ご 

おとうさんの 話が すむ と、 ジ ヨウが べス にむ かって 

尋ねました。 

「ベ ス、 あなたな に を 考えて いるの？」 

「あたし、 今日、 天路暦 程の なかで、 クリスチャンと 

ホ ー プ フルが、 いろいろ くるしい 旅 をつ づけた あげく、 

年中 ゆりの 花の さいていて たのしい 緑の 野辺に ついて、 


ちょうど 今の あたし たちのよ うに、 目的地に むかって、 

また 出発す る 前に、 そこでた のしく 一休みす ると ころ 

を 読みました ご と、 べス はいって、 おとうさんの そば 

を はなれて ピアノの 前に いきました。 

「お 歌の 時間でしょう。 おとうさんの お好きな、 巡礼 

の 聞いた 羊飼いの 少年の 歌、 あたし 作曲し ましたの ご 

そういって、 べスは ピアノ を ひき、 二度と もう 聞け 

ないかと 思った 美しい 声で、 べスに ふさわしい 古風な 

讃美歌 をうたい ました。 

へ りく だる ものに おそれな く 

ひくき にある ものに ほこりな し 


まずしき もの は、 とこしえに 

神の みちびき えらるべし 

われ もつ ものに ことたれり 

たとえお おく も すくなくも 

ああ、 そのたる を しるこ ころ 

主の こころに かなうべし 

おもに はかた にお もくと も、 

じゅんれいの たび をつ づけつ つ 

このよの さち はう すくと も 


主の しゅくふく をう けるな らん。 

第二 十三 マ ー チ おばさん 

はたらき 蜂が、 女王蜂の まわりに むらがる ように、 

おかあさんと 娘た ち は、 その あくる 曰、 べスの そばの 

大きな イスに 身体 を うずめた おとうさん のま わりにた 

かり、 あらゆる 親切な お 世話 をし ました。 ただ 一 人、 

ふしぎな かわり かたは メグで、 そわそわしたり、 気が 


ぬけた ようにな つ たりし ました。 

午後、 口— リイが、 窓ぎ わの メグ を 見て、 雪の なか 

に片 ひざ をつ き、 胸 をう つて 髪 を かきむしり、 哀願す 

るよう に、 りょう 手 を 組み合せて、 拝む ような かっこ 

う をし ました。 メグが、 ばかな まね はおよ しなさい と 

いうと、 ハ ンカチ で 空涙 を ふいて い つてし まいました- 

「おばかさん、 なんの つもり かしら？」 と、 メグが い 

うと、 ジ ヨウが 

「あなたの ジョンが、 こうなる という 実演な のよ。 あ 

われで しょうご と、 せ せら 笑って いました。 

メグ は、 顔をしかめ、 わたし を こまらせないで、 今 


まで どおり みんなで 遊んで いればい いといい ますと、 

ジ ョ ゥは、 

「そうはい かない わ、 おかあさん にも あたしに も、 よ 

くわ かるけ ど、 おねえさん はちつ ともおね えさん らし 

くな くな つたわ。 遠い ところへ いってお しまいに なつ 

たみたい。 あたしお ねえさんみ たいに、 ぐずぐずして 

るの きらい。 だから、 そうする 気なら さっさと きめる 

といい のよ ご 

「あたしの ほうから いい 出せる もので はない し、 おと 

うさん は あのかたに、 あたしの ことわ かすぎ ると おつ 

しゃつ たんです もの、 あのかた もい い 出せない わご 


ジ ヨウ は、 メグが 気が よわいから 

「あの人に いい 出されたら、 なんてい つてい いかわ か 

ら なくなり、 泣き出す か 顔 を あかく する か、 ノウが い 

えないで、 あの人の 思うよう になって しまう ご と、 い 

いますと、 メグ は 

「あなたの 思う ほど、 あたしば かで もよ わ 虫で もない 

わ。 あたしに だって、 いう こと はいえ る わごと やり か 

えしました。 

それから、 恋愛に ついて いろいろ 話した あげく、  メ 

グは、 もしい い 出されたら、 

「あたしす つかりお ち ついてい うわ。 ありがとう ござ 


います。 ブルック さま、 けれど、 まだ 年が わかす ぎ ま 

すので、 今のところ 婚約な どで きません の。 父 もお な 

じ 意見で おります の。 どうかな にも おっしゃらずに、 

今まで どおりお 友 だち としてお つき 合い 下さい ませ ご 

「ほう、 いえる かしら。 あのかたの 感情 を 害する こと 

を 気にして、 きっと 敗け てし まう わご 

「いいえ 敗け る ものです か、 つんと すまして 部屋 を 出 

ていく わご 

そのと き、 だれか 扉 をた たきました。 開ける と、 そ 

れは ジョンでした。 

「こんにちは、 こうもりがさ をと りに 来ました。 あの 


う、 おとうさんの 御 容態、 今日は どうかと 思いまして ご 

ジョン は、 メグと ジ ヨウの、 意味 ありげ な 顔 を 見て 

やや あわてながら いいました。 

「たいそう 元気で います わ。 かさたてに います からつ 

れて 来ます。 それから、 あなたの お見えにな つたこと 

も 知らせて 来ます ご と、 ジ ヨウ は、 かさと、 おとう さ 

んを、 ごつ ちゃに した 答え をしながら、 メグに 例の 口 

上 をい わせ、 つんと すまして 部屋 を 出て いかせる ため 

に、 じぶん は 部屋 を 出ました。 メグ は、 ジ ヨウの すが 

たが 見えなくなる と、 すぐに、 

「おかあさんが、 お 目に かかりた たがって います わ。 


どうぞお かけに なって、 すぐ よんで 来ます から ご 

ジョン は、 メグに むかって、 

「お逃げに ならなくても いいでしょう。 ぼくが こわい 

んで すか？」 と、 ひどく、 感情 を 害した ような 顔つき 

でした ので、 メグ はび つくりして、 

「父に あんなに 親切に して 下す つたのに、 どうして こ 

わがり ましょう。 どうして お礼 を 申し あげたら いい か 

と 思って いますの よご 

「どうして お礼 をして いただく か、 いって あげ ましよ 

うか？」 と、 ジョン は、 メグの 手 を 握りし め、 愛情 を 

こめて 見る ので、 メグ は 


「いいえ、 いいえ、 どうぞ おっしゃらないで ご と、 や 

はリ こわそう に 手 を ひ つ こめようと しました。 

「ごめいわく はかけ ません。 すこしで も ぼくに 好意 を 

持って 下さる かどう か 知りたい だけです。 ぼく は 心 か 

ら あなた を 愛して います ご 

さあ、 今 こそお ちついて、 例の 文句 をい うべき でし 

たが、 すべて 忘れ、 うなだれて、 わかりません わと 答 

えた だけで、 それ も あまりに ひくかった ので、 ジョン 

は 聞きと るた めに 身をかがめなければ なりません でし 

た。 そして、 ジョン は、 すこしぐ らいめい わく を かけ 

て もい いと 思ったら しく、 満足そう に、 


「ぼく、 いっか 報いられ るか どうか、 うかがい たいの 

です。 そうでな いと 仕事 もで きません ごと、 いい まし 

た。 

「でも、 わたし まだ わかす ぎます から ご 

「ぼく は 待って います。 そのうちに、 ぼく を 好きに な 

るよう になって 下さい。 ぼく は 教えて あげたい のです _ 

これ は ドイツ語より やさしい のです ご 

ジョン は、 懇願す るよう でした が、 一面、 なんとな 

く、 たのし そうで、 成功 をうた がわぬ というよ うな 満 

足そう なほ ほえみ さえう かべて いました。 メグ は、 ァ 

ン ニイ • マフ オットの こと を 思いう かべ 処女の 優越感 


から 気まぐれな 気持に かられ、 

「わたし、 そんな 気持に なれません わ。 どうぞお 帰リ 

下さい ごと、 いってし まいました。 それ を 聞いた ジョ 

ンは、 メグの その ふきげんに おどろき、 

「本気で そう おっしゃ るので すか？」 と、 部屋から 立 

ち 去ろうと する メグ を 追って、 心配そう に 尋ねました 

「ええ、 あたし、 そんな ことで 気 を もみた く ありませ 

んゎ。 父 も 気に かけない ようにと いいました。 早す ぎ 

ますし、 そんな 気になれません わご 

「あなたのお 気持が かわって 来て ほしい ものです。 ぼ 

く は 待って います。 ぼく をから かわないで 下さい ご 


「あたしの ことなん か 考えないで 下さい。 その ほうが、 

あたし、 けっこう なのです ご 

メグ は、 恋人の 忍耐と じぶんの 力 を 試そうと する 気 

味の わるい 満足 を 味わいながら いいました。 ジョン は、 

青い 顔に なり、 いかにもな やましそう でした。 この 興 

味 ふかい 場面に、 マ— チ おばさんが、 びっこ を ひきな 

がら はいって 来なかったら、 そのつ ぎに は どんな こと 

が 起った でしよう？ 

マ— チ おばさん は、 口 ー リイから マ— チ 氏が 帰宅し 

たこと を 聞く と、 すぐさま 甥に あいに 馬車 をのり つけ 

ました。 びっくりさせる ために 案内 も 乞わずに はいつ 


て 来ました が、 たしかに メグと ジョン はお どろき、 メ 

グ はとび あが リ、 ジョ ンは 書斎へ 逃げ こもうと しまし 

た。 

「おや、 まあ、 これ はいった い、 なにごとです かい？」 

と、 老婦 人 は 杖で 床 をた たき、 二人が そこにい たの を 

あやしみました。 

「あの、 おとうさんのお 友 だち です の ご 

「その 男が、 お前さんの 顔 を なぜ あかく させた かね？ 

なに かまず いこと でも あつたね ご 

「ただお 話しした だけです。 ブルックさん は、 こう も 

りが さ をと りに いらした のです ご 


「ほう、 ブルック、 あの 子の 家庭教師 がね？ ああ、 

わかりました。 ジ ヨウが おとうさんの ことづけ をい い 

に 来たと き、 まちがえて 口 を すべらし たの を 聞いた。 

お前さん は、 承知し はしないだろう ね？」 

「しつ！ 聞え ます わ、 おかあさん を よんで まいり ま 

しょうか？」 

「まだいい。 お前に いう ことがあります。 お前が その 

男と 結婚す る 気なら、 わたし はび た 一文 も あげない か 

らね、 よく おぼえて おき、 そして、 りこうに おな リ よご 

老婦 人 は、 どんなに やさしい 人に も 反抗 心 を 起させ 

る 人で、 今 も メグ は、 強制的に そうい われる と 愛情と 


片意地で、 ジョン を 好きに なろうと 思い、 いつにな く 

強気で、 

「あたし は、 好きな 人と 結婚し ます、 お金 は あなたの 

好きな 方に あげて 下さい ませ ご 

「なんです つて！ そんな 口の ききかた をして、 今に 

貧乏人との 恋に あきて 後悔し ますよ ご 

「お金 持と、 愛の ない 結婚す るより ましです わご と、 

メグ は ゆずつ て いません。 

老婦 人 は、 メグが こんな こと をい い 出した のでお ど 

ろき、 今度 は やわらかに 説き伏せる つもりで、 

「わたし は 親切から いうんで す。 お前さん は りっぱな 


結婚 をして 家の 者 を 助けなければ ならな い のです ご 

「いいえ。 両親と も そんな こと 考えません。 両親と も 

ジョンが 好きです。 貧乏です けれど ご 

「お前さんの 両親 は、 世間知らずの ねんね だからね。 

その ブルック とやら は、 貧乏で、 金 持の 親類 もない そ 

うだね ご 

「でも、 親切な 友 だち がた くさん います わご 

「友 だち がなん の 力になる もの か 〔# 「もの か」 は 底本 

では 「ものが 匕、 それに、 その 男に は 職業 もな いんで しょ 

う？」 

「まだ、 ありません。 口 ー レンス さまが お 世話して 下 


さ います。」 

「あんな 変物が 頼みになる もの かね。 とにかく お前 は 

もうす こしり こうだと 思 つ ていたが ご 

「ブルックさん は、 りっぱな かたです。 かしこい し、 

才能 もあります し、 勇気 もお ありになります。 わたし 

のこと 思って 下さる の を、 わたし は 誇りに してい ま 

すご 

「あの 男 は、 お前に 金 持の 親類が あるから、 それでお 

前 を 好きに なつたん だよ ご 

「まあ、 どうして そんな ことおつ しゃ るんで すか？ 

わたし は、 どうしても、 あのかたと 結婚し ます ご 


メグ は、 そこまで いって、 もし か ジョンに 聞かれた 

らと 思って、 はっとして 言葉 をき りました が、 マ ー チ 

おばさん はたい そう 怒って、 

「よろしい、 強情 だね、 あたし は、 もうお 前のお とう 

さんに あう 気力 もない。 結婚した からって、 あたし か 

らな にか もらう なんて 考えた つて だめです。 永久にお 

さらば だよ ご と、 おそろしい 顔つきで 帰つ て いきまし 

た。 のこった メグが、 ぼんやりつ つ 立って いると、 ジョ 

ンが 来て、 

「メグ、 ぼくの こと 弁護して 下す つて ありがとう。 そ 

れ から、 おばさんに は あなたが わずかに しろ ぼくの こ 


と 愛して 下さる こと を 証明して 下さった お礼 をい いま 

すよ ご 

「おばさんが、 あなたの わる 口 をい い 出す まで は、 ど 

ん なに あなた を 思って いたか、 わたしに も わかり ませ 

ん でした わご 

「では、 ぼく 帰らないで、 ここにいて 幸福に なれます 

ね、 え？」 と、 ジョンが いい ましたが、 ここで も つん 

とすまして 立ち去る わけで したが、 メグ は、 ええと や 

さしく ささやいて、 ジョンの 胸に 顔 をう ずめ、 ジ ヨウ 

の 手前、 永久に 頭の あがらぬ ことにな つてし まい まし 

た。 


十五 分 ほどして、 ジ ヨウが 二階から おりて 来て、 予 

期しなかった 変化に おどろき、 まるで 息の根が とまる 

ほどでした。 しかも、 ジョン は、 ぼくたち を 祝って 下 

さいと いうではありません か。 ジ ヨウ は 悲痛な さけび 

とともに とび 出し 一 一階へ かけあがり、 

「ああ、 たれ か 早く 階下へ いって 下さい。 ジョンが お 

かしな まね をして、 おねえさんが よろこんで いる わ 

よ！」 

おとうさんと、 おかあさん は、 いそいで 階下へ いき 

ました。 ジ ヨウ は、 べスと エミ ィに おそろしい ニュ— 

スを 聞かせながら、 ののしり わめき ましたが、 二人と 


もむ しろ それ を うれしい 二 ュ ー スと 考えて いたので、 

ジ ヨウ はじ ぶんの 屋根 部屋へ いき、 そのな やみ をね ず 

みたちに うち 明けました。 

その 日の 午後、 客間で なにが あつたか、 だれも 知り 

ませんで した。 けれど、 いろいろの 話が かわされ、 お 

となし ぃジ ョ ンが、 じぶんの 望み や 計画 を 非常な 熱心 

さで 話した こと は、 たしかで ありました。 

夕飯の ベ ルが 鳴り、 みんなが 食卓に つ いたと き、 ジョ 

ンと メグ は、 この 上 もな くた のしそう に 見えた ので、 

もう ジ ヨウ も、 さっぱりと、 じぶんの 感情 を 流し、 一一 

人 を 祝福す る 気持に なりました。 むろん、 エミ ィ もべ 


スも、 心から よろこび、 エミ ィは 二人 を スケッチ しょ 

うと 思いた ちました。 この 古ぼけた 部屋に この 一家の、 

最初の ロマンスが、 まば ゆいば かり かがやき 出し、 た 

いした ごちそう はありませんで したが、 それ は それ は 

たのしい 食事で ありました。 

おかあさんが いいました。 

「今年 は 悲しみ をお いかける ように、 よろこびが やつ 

て 来る年ら しいです が、 その 変化が はじまつ たようで 

す。 でも、 すべてう まくい きそうで、 けっこうです。」 

「来年 は、 もっとい い 年に なれば いいと 思います ご と、 

ジ ョ ゥには メグ を うばわれ たこと は、 い い 年と は 思え 


ませんで した。 

「ぼく は、 さ 来年が、 もっとい い 年に なって ほしいと 

思います。 ぼくの 計画が 進んで いけば、 きっと そうな 

ります ご と、 ジョンが メグに ほほえみかけながら、 そ 

ういう と、 結婚の 日が 早く 来れば いいと 待ち遠しく 

思って いる ェ ミィが 尋ねました。 

「待ち遠しくありません？」 

「勉強す る ことがあり ますから、 みじかい くらいです 

わご と、 メグが 答えました。 

「あなた は、 ただ 待って いて 下されば いいんです。 は 

たらく の は ぼくが やります ご と、 いって、 かれは 仕事 


の 手 はじめと して、 メグの ナプキン を ひろって やり ま 

した。 

それ を 見て ジ ヨウ は、 気に くわなかった のです が、 

そのと き、 玄関の 扉が ばたん と 開いた ので、 

「口— リイ だ わ、 これで やっと 気の きいた 話が でき そ 

うだ わごと 考え ましたが、 口 ー リイが 来たと きすつ か 

り あてが はずれた ことが わかりました。 というの は、 

この 事件の すべ てが じぶんの 考えで 成立した というよ 

うな、 あやまった 考え を 起して、 ジョン. ブルック 夫 

人の ために、 結婚式 用の 大きな 花束 を かかえて 来た か 

ら です。 


「ぼく は、 ブルック 先生が、 じぶんの 考え どおりに な 

さる ことが わかって いました。 いつだつて、 そうなん 

です。 やりとげようと 決心な さると、 空が おちて 来よ 

うと、 やりとげて おしまいになります ご と 口 ー リイ は 

花束と お祝いの 言葉と を ささげながら いいました。 

「おほめに あずかって 恐れい ります。 ぼく は それ を 未 

来の よい 前 ぶれと してお 受けいた します。 そして、 ぼ 

くた ちの 結婚式に は、 あなた を 招待す る こと をき め ま 

しょう。」 

「地球の 果てから でもまい ります。 そのと きの ジ ヨウ 

の 顔 を 見る だけで も、 大 旅行して 来る ねうちが ありま 


す。 きみ は、 うれしそうな 顔 をして いません ね。 どう 

したの？」 と、 客間の すみの ほうへいく ジ ヨウの 後に 

ついていきました。 みんな は、 口— レンス 氏 を 迎える 

ために、 そこへ 集って いきました。 

「あたし、 この 結婚に 不賛成 だけど、 がまんす る こと 

にしたら、 一 言 も 反対 はいわない。 だけど、 メグ を やつ 

てし まう の、 どんなにつ らいか、 あなたに はわから な 

いわ ごと、 いった ジ ヨウの 声 はかす かに ふるえて いま 

した。 

「やって しま うんじ やない。 半分 だけの こる ことにな 

る ご 


「う うん、 もとのとおりに はならない、 あたし は 一ば 

ん 大切な 友 だち をな くした のよ ご 

「だけど、 ぼくがい る。 たいして やくにたたな いけど、 

一 生きみ の 味方 をす る！」 

「それや、 わかって る わ。 ぁリ がたいと 思う わ。 口  — 

リイ、 あなた、 いつだつて、 あたし を なぐさめて くれ 

た わね ご と、 ジ ヨウ は 感謝 を こめて 口 ー リイの 手 をに 

ぎりました。 

「さあ、 いい 子 だから、 うかぬ 顔 をす るのお よし。 メ 

グ さん は 幸福になる し、 ブルック 先生 は 就職な さるし、 

おじい さま はよ くめん どう を 見て あげる、 メグが いつ 


ちまったら、 ぼく も 大学 を 卒業す るし そしたら、 いつ 

しょに 外国 を 漫遊す るか、 どこかへ すてきな 旅行 をし 

よう。 なぐさめになる よご 

「そり や、 いいなぐ さめね え、 でも、 三年の あいだに、 

どうなる かわからない わご 

「そり やそう だが、 きみ は 未来 をの ぞいて、 ぼくたち 

がどうな るか 見た かない？」 

「あたし、 見たくない わ、 なに か 悲しい ことが 見える 

かもしれ ない もの。 今 は みんな 幸福 だけど、 これ 以上、 

幸福に なれる と 思わない わご 

ジ ヨウ は、 そういって 部屋 を 見 まわし ましたが、 か 


が やくば かりにた のしそう な ありさまに、 ジ ヨウの 目 

も かがやきました。 

おとうさんと おかあさん は、 二十 年 前に はじめられ 

たじ ぶんた ちの ロマンスの 第一章 を、 心しず かによ み 

がえ らして すわって いました。 エミ ィは、 二人の 恋人 

がみん なから はなれて、 じぶん たちだけ の 美しい 世界 

にす わって いるすが た を 写生して いました。 べス は、 

ソファに 横にな つて、 口 ー レンス 老人と たのし そうに 

語って いました。 老人 は、 ベ スの手 を にぎりしめ、 そ 

の 小さい 手が じぶん を、 彼女の 歩いて 来た 平和な 道に 

みちびいて くれる ような 気がして いました。 


ジ ヨウ は、 彼女ら しい、 きりっとした しずかな 表情 

で、 ひくい イスに よりかかり、 口— リイ は その イスの 

せに もたれ、 あご を 彼女の ちぢれ 毛の 頭と ならべ、 二 

人 をう つして いる 長い 鏡の なかの 彼女に ほほえん でう 

なず いていました。 

こうして、 メグと ジ ヨウと べスと エミ ィが、 たのし 

くして いると ころへ 幕 はおりました。 この 幕が ふたた 

び あげられ るか どうか、 それ は、 この 「愛の 姉妹」 と 

よばれる 家庭 劇の 第一 幕が、 いかにお 客 さまが たに、 

迎えられる かによ るので あります。 


底本 ： 「若草 物語」 京屋 出版社 

1948  (昭和^) 年 6 月 ー 日 発行 

※ 「旧字、 旧 仮名で 書かれた 作品 を、 現代 表記に あら 

ためる 際の 作業 指針」 に基づいて、 底本の 表記 を あら 

ためました。 

その 際、 以下の 置き換え をお こない ました。 

「勝ち ふが ち かも 知れ ふか もしれ 給 i たま (て) 

見— (て) み」 

また、 底本で は 一部 連濁の 「づ」 が 「ず」 になって い 

ますが、 「づ」 に 統一し ました。 

※底本 は、 物 を 数える 際 や 地名な どに 用いる 「ケ」 (区 


点 番号 5-86) を、 大振りに つくって います。 
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